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加藤泰治教授追悼文
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名古屋市北区に生まれる

愛知県立旭丘高等学校卒業

名古屋市立大学医学部卒業

名古屋市立大学大学院医学研究科修了

名古屋市立大学医学部助手

シカゴ大学脳研究所留学

日本神経化学会入会

名古屋市立大学医学部講師

日本神経化学会評議員

名古屋市民政局ひばり荘医師

名古屋市立大学医学部助教授

名古屋市立大学医学部教授(分子医学研究所生体制御部門)

日本神経化学会理事

日本神経化学会科研費調査委員会委員

日本神経化学会国際対応委員会委員

日本神経化学会理事(庶務担当)

日本神経化学会副理事長、同 将来計画委員会委員長

名古屋市立大学図書館長、名古屋市立大学医学部評議員
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弔辞

日本神経化学会理事長三木直正

加藤泰治先生の御霊前に謹んでお別れの言葉を申しあげます。

先生は、志半ばで、病魔におかされ、言葉に言い表せない無念さがあったと思います。本当

に惜しい人を亡くし大変残念です。ご家族の皆様に心よりお悔やみを申し上げます。

加藤泰治先生は、昭和53年に日本神経化学会に入会され、昭和57年には評議員、平成5年か

ら2年間理事を務められました。平成9年から再び理事となられ、昨年の3月から、神経化学

会の副理事および将来計画委員長としてご活躍していただいておりました。昨年の 5月の委員

会では、将来計画委員長として学会の将来への展望について案を出していただき、学会のアイ

デンティティー、若手研究者の育成、評議員会の役割などの諸問題などに精力的に取り組んで

いただきました。また、昨年9月の広島大会では、合同委員会の進行や、若手奨励賞の設置、

評議員の資格の改正などに努力をしていただきました。

昨年12月21日に名古屋で委員会を開催するために、加藤先生に会場の確保をお願いしました

のに、当日の委員会には、肝心の先生がご病気で出席されませんでしたので大変印象に残って

います。その後、ご病気の具合についてはなんとなく漏れてきていましたが、この7月半ばで

入院されるまでは研究室に出ていらっしゃっていましたので、しばしばお電話やeーメールを

差し上げていました。「体の具合はいかがですか?Jと尋ねますと、良いとも悪いともあいま

いな返事がいつも返ってきていました。しかし、この間にも学会の活動をしていただき、若手

奨励賞のメダル作成を、思師の田中亮先生に頼んでいただきました。 9月末に開催される金沢

大会での委員会についていろいろとご相談したいと思いましたが、残念ながらこれはかないま

せんでした。将来計画委員長として、第 l回の若手奨励賞の授与を御自身で見ることができな

かったのは残念であったと思います。

学問の分野では、 1970年代後半からグリア細胞成長因子のgliamaturation factorを、さら

に1990年代にはグリア細胞増殖抑止因子のgliostatinの発見をされ、これらの因子の精製分離

加藤先生が研究しておられたグリア細胞成長因子 (GMFs)をクロ一二ンゲした
Lim教授と共に。 Lim教授のお車には、 GMFsというプレートが付けられている。
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やクロ一二ングなどのすばらしい研究を、毎年神経化学会で次々と発表され、先生はこの分野

のリーダーとして、学会と学問を引っ張ってこられました。

公私ともに、まだまだやりたいこと、やらなければならないことがたくさんあったと思いま

す。本当に残念至極であった事と思います。加藤先生の築かれた道は、だれかに必ず引き継が

れると思います。どうかやすらかにお眠り下さい。(平成12年11月20日)

弔 辞

高坂新一

本日ここに、このような形で先生とお別れすることになろうとは思いもよりませんでした。私

が敬愛していました先輩、そして心からの友人を失ってしまったことを未だに現実として捉える

ことができません。しかし、悲しみの心を抑え、ここにお別れの言葉を述べさせていただきます。

先生、覚えていらっしゃいますか。私が先生と初めてお会いしたのはちょうど20年前、米国

ヒューストンで聞かれた学会会場内庭の芝生の上でのことでしたね。当時、私はミシガン大学

に留学していた30歳の青年でした。そして先生は36歳。シカゴ大学での留学を終え、名古屋市

立大学の生化学教室に席をおかれていたと記憶しております。

あの頃、ヒゲをボウボウに生やし、生意気盛りであった私に、満面の笑みを浮かべられた先

生が近づいてこられ、親しげに声をかけて下さったことを、今でもはっきりと覚えております。

どこの大学から来たのか、いつ帰国するのか、研究は何をしているのか等をお話ししていくう

ち、初対面とは思えない親しみを先生に感じ始めている自分に気がつきました。

この初めての出会いからしばらくの時がたち、先生と再びお目にかかることができたのは、

私が帰国した後、神経化学会に出席したときのことでした。もうこの時は、旧知の友のように

親しく先生とお話しすることができました。それからは学会だけではなく、班会議などでもお

会いする機会が増え、私も仕事上のことはもとより、個人的なことでも先生にご相談させてい

1992年2月、米国カリフォルニア州モントレーにおいて開催された、
谷口財団第15回国際シンポジウム「神経栄養因子」に出席して。
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ただくようになりました。

先生も、ご自分の研究者としての将来、素敵な奥様のこと、ご自慢のご子息達のこと、いろ

んなお話をして下さいました。先生との会話が、どんなに私の心を豊かにしていただけたか分

かりません。先生は私にとって、もはや仕事上の友というより、実の兄のような存在になって

おられました。

先生は、このような優しい穏やかなお人柄だけではなく、ユーモアもセンスもある幅広い人

格者でおられました。先生、覚えていらっしゃいますか。数年前、フランスのモンペリエとい

う小さな町で聞かれた学会に参加したとき、会場にいた l人の日本人女性を指さして、『高坂

さん、今晩ご一緒にあの方を誘って食事でもしませんか』と冗談をおっしゃいました。このよ

うなことを、これまで先生から一度も聞いたことがなかったものですから、驚いて、『なぜで

すか?J1と伺いました。そうすると先生はニッコリ笑って、『いや、あの方があまりにも私の

女房に似て素敵な女性だったもので、つい。』とケロッとした顔でおっしゃいました。何のこ

とはない、先生の奥様のご自慢話と分かつて、大笑いしてしまいましたね。

また、先生は大のドラゴンズファンでもありました。あれも確か神経化学会の会場であった

と思いますが、先生にしては珍しく会場でソワソワされ、急いで帰り支度をされておられまし

た。何かあったのですかとお尋ねしたところ、先生は中日球場で優勝を決める巨人一中日戦が

あるから、これから飛んで帰って応援しに行くのだとおっしゃいました。先生、巨人が勝つに

決まっているから名古屋に帰られても無駄ですよと言うと、珍しく怒った顔をされたので、ま

たまた笑ってしまったことを覚えております。

優しさと包容力と茶目っ気で人々を魅了された先生、しかし実は心の中に一つの凄まじいば

かりの信念を秘めておられたことを、私は最近知りました。

本年2月、先生はご自身が癌であることを私に告げられました。そのときの私のショックの

大きさを、ここで語るつもりはありません。その後も、頻繁にEメールでやり取りをしました

ね。ある日、私の研究者としての責務についてご相談したとき、先生は研究者としてばかりで

はなく医学教育に携わるものとしての責務を私に切々と諭されました。私はこれまで先生から

このように強く、また激しい言葉を伺ったことは一度もありませんでした。良き医師あるいは

研究者を育てるという気持ちを私が少し忘れかけていたことに対する厳しいお叱りであったと

思います。先生は、このことを生涯を通じて実践されておられたのですね。後輩ばかりではな

く、私たちをも含めて良き後継者を育てるべく全力を尽くされていらっしゃったのですね。

私が最後に病床でお会いしたとき、相当お苦しかったでしょうに、そのときですらある方の

行く末をご心配になられ、私にご相談されていらっしゃいました。

このように、文字通り骨身を惜しまず皆のために尽くされた先生、このお心遣いが先生のお

命を縮めたのではないかとも思えるほどです。

先生が目指しておられた志を、私たち残されたものがしっかりと引き継ぎ、実践していくこ

とをお誓い申し上げます。今ここに、先生と今生のお別れとなりました。想い出をかみしめな

がら、心からご冥福をお祈りいたします。

先生、どうぞ安らかにおやすみ下さい。合掌。 (平成12年11月20日)

加藤泰治先生の名古屋市立大学医学部葬における弔辞をご遺族のご許可を得て、掲載いたしました
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理事選挙についてのお知らせ(公示)

2001年度よりの日本神経化学会理事選挙を会則・細則に基づき、郵便投票により行

います。

投票締切期日 2001年2月9日(金)

神経化学Vo1.39(No. 4) (2000)に記載した会員名簿をもって選挙人名簿といた

します。但し、 2000年8月8日以前に入会された正会員の方に限ります。

2000年10月25日

理事選挙日程

2000年

2001年

10月18日

12月末

1月下旬

選挙管理委員の委嘱

日本神経化学会

選挙管理委員会

選挙人名簿 (2000年8月8日現在)送付

候補者推薦 (2001年1月9日まで)

投票用紙、理事候補者名簿の送付

異議申請 (2001年1月31日まで)

2月9日(金) 投票締切(消印有効)

2月13日(火) 開票、選挙管理委員会の開催、当選者の決定

理事候補者の推薦について(依頼)

2001年に行われます理事の改選にあたり、評議員(但し現理事および1935年3月1日以前出

生者は除く)は理事候補となりますが、その他の正会員の方でも正会員2名以上の推薦があれ

ば、候補者として登録されます。適任者があれば、 2001年 1月9日までに事務局まで推薦人が

署名・捺印の上、文書で申請してください。

2000年10月25日 選挙管理委員会

選挙管理委員

今泉美佳(委員長) 阿相酷晃 今井嘉紀 奥田隆志 中嶋一行

選挙管理委員会

113-8622 東京都文京区本駒込5-16-9

(駒日本学会事務センター内

日本神経化学会選挙管理委員会
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日本神経化学会奨励賞選考結果のお知らせ

本年度の日本神経化学会奨励賞は次の方々に決定いたしました。

仲嶋一範

(東京慈恵会医科大学DNA医学研究所分子神経生物学研究部門)

「脳皮質形成のメカニズム」

山形要人

(東京都神経科学総合研究所神経薬理研究部門)

「シナプス可塑性の分子機構J

受賞者には賞状と記念メダルの他、副賞として10万円が贈られました。受賞者には「神経化

学JVo1.40， No 1にミニレビューをご執筆頂きます。

日本神経化学会奨励賞選考委員

池中一裕(委員長/国立生理研)

井上和秀(国立医薬品食品衛生研)

黒田洋一郎(都神経研)

西川 徹(東京医歯大)

御子柴克彦(東京大・医科研)

柳津勝彦(国立長寿医療センター)

吉川和明(大阪大・蛋白研)

7 
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Neuro2001のご案内(第1報)

くNeuro2001公募シンポジウム募集!>

Neuro2001では、一般公募のシンポジウムを下記の要領で募集しています。 21世紀最初の大

会に相応しい斬新で野心あふれる企画をお待ちしていますので奮ってご応募下さい。なお、 20

件程度の採択を予定しておりますが、採択に関しましては、プログラム委員会に御一任下さい

ますよう御願いいたします。

公募シンポジウム応募締め切り 2001年 1月31日(水)

Neuro2001公募シンポジウム募集要項

シンポジウムは l件あたり2時間30分で、 26、27日の午前、午後および28日の午後に計35件

程度(企画15件、公募20件程度)を計画しています。企画シンポジウムの概要はすでに決定し

ていますので、テーマや演題に重複がないように御願いいたします。企画シンポジウムの概要

に関しましてはホームページ (http://plaza.umin.ac.jp/-neuro21)を御覧下さい。また、シン

ポジウムに関しましては、発表資格等につきまして以下のことが組織委員会・プログラム委員

会において決定されていますのでご留意下さい。

1 )オーガナイザーは、日本神経科学学会もしくは日本神経化学会のいずれかの会員である

ことが望ましい

2)原則として第l著者が発表を行う (presentingauthor)。

3) 2つ以上のシンポジウムにおいて、第l著者(=presenting author)あるいはオーガ

ナイザーを担当することは避ける。

4 )第l著者(=presenting author)が抄録提出について責任を負う。

5 )抄録掲載費(シンポジウムの英文抄録は INeuroscience Research誌のSupplementJ

に掲載する)は第 l著者の会員・非会員を間わず無料とする。

6 )第 1著者が非会員である場合には大会参加費および懇親会費を無料とする。

公募シンポジウム応募方法

下記の点を明記の上、実行委員の南宛 (neuro21@pharm.kyoto-u.ac.jp)にE-mailでご応

募下さい。ファックス (075-753 -4586)でも受け付けます。

1 )シンポジウムタイトル

2 )オーガナイザー(名前、所属、連絡先*)

*オーガナイザーがお二人以上の場合は、代表して連絡先となっていただける方のお名

前に丸印を御願いいたします。

3 )シンポジスト(名前、所属)

4 )各シンポジストの演題(演題に関しましては tentativeなものでも結構です)

5 )シンポジウムの狙いと概要 (200字以内で簡潔に御願いいたします)
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くNeuro2001開催に際して〉

第44回日本神経化学会大会大会長畠 中 寛

第44回日本神経化学会大会と第24回日本神経科学大会の合同大会が平成13年9月26日より28

日までの 3日間、京都・宝ヶ池の国立京都国際会館にて開催される運びとなりました。日本神

経化学会と日本神経科学学会との合同大会は1998年以来2度目ですが、今回は合同大会として

の一体感をより強く出すため、この大会を iNeuro2001Jと呼ぶことにしました。

運営の中心として、 20余名からなる組織委員会、約30名からなるプログラム委員会、 9名か

らなる実行委員会を組織して夏頃より本格的に準備を始め、すでに、 Neuro2001の概要を決め

ました。前回の合同大会に倣って、一般演題は全てポスタ一発表としましたが、ポスタ一発表

の質疑応答時間を2時間取り、その時間帯には他のプログラムを組まないようにする計画です。

また、シンポジウムは l件当たり 2時間30分とし、会場の大小はありますが、約35件を予定し

ています。

21世紀はじめの年を飾るに相応しい盛大かつ中身のある大会にしたいと考えておりますの

で、会員の皆様には、奮って多数Neuro2001に参加され、また演題を発表していただきます

ようお願いいたします。

Neuro2001では、大会に関する情報をホームページおよびE-mailにて発信いたします。

E-mailアドレスをご登録していただければ、大会に関する最新情報をお届けいたしますので

(会員・非会員を問いません)、是非、ご登録ください。ホームページに大会専用のメールア

ドレス登録のページを設けておりますので、そちらでご登録いただくこともできます。

く開催概要>

会期:2001年9月26日(水) ~28 日(金)

会 場:国立京都国際会館(京都・宝ヶ池)

特別講演 5~6 題を予定。

シンポジウム:シンポジウムは l件当たり 2時間30分とし、約35件を予定。企画シンポジウ

ム(後述)として、約15件の開催を決めていますが、残り約20件のシンポジウムについ

ては、会員の皆様からの公募によって決めます。締め切りは2001年 1月末日です、ふる

って応募を願います。

一般演題:一般演題は全てポスター発表としますが、ポスター発表の質疑応答時間を2時間

取り、その時間帯には他のプログラムを組まないようにする予定。

ランチョンセミナー:昼休み、昼食付のセミナーを行う予定。

日本神経化学会総会:9月26日(水)11時30分からの開催を予定。

日本神経科学学会総会:9月27日(木)11時30分からの開催を予定。

懇親会:9月27日(木)19時00分からの開催を予定。

市民公開講座:9月25日(火)]R京都駅前ばるるプラザにて開催を予定。
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く運営組織>

大会長

第44回日本神経化学会大会

畠中 寛 大阪大学蛋白質研究所

第24回日本神経科学大会

佐藤公道 京都大学薬学研究科

Neuro2001組織委員

伊藤喜一京都大学医学研究科 中島障錦繍サントリー生物医学研究所

井村裕夫科学技術会議 中西重忠京都大学生命科学研究科

岡田 善雄千里ライフサイエンス振興財団 西村 健 甲子園大学人間文化学部

菊池晴彦神戸市立中央市民病院 橋本信夫京都大学医学研究科

栗山欣弥明治錬灸大学 馬場明道大阪大学薬学研究科

佐々木和夫 岡崎国立共同研究機構生理学研究所 早川 徹労働福祉事業団関西労災病院

柴崎 浩京都大学医学研究科 福田和彦京都大学医学研究科

武田雅俊大阪大学医学系研究科 本田孔士京都大学医学研究科

津本忠治大阪大学医学系研究科 三木直正大阪大学医学系研究科

外山敬介鍋島津製作所基盤技術研究所 村上富士夫 大阪大学基礎工学研究科

永井克也大阪大学蛋白質研究所 森本俊文大阪大学歯学研究科

中尾一和京都大学医学研究科

Neuro2001プロゲラム委員

伊藤信行京都大学薬学研究科 佐藤宏道大阪大学健康体育部

内山安男大阪大学医学系研究科 重永凱男大阪大学歯学研究科

大森治紀京都大学医学研究科 下漬 俊京都大学医学研究科

小倉明彦大阪大学理学研究科 祖父江憲治 大阪大学医学系研究科

垣塚 彰 大阪バイオサイエンス研究所 田口 隆久通産省大阪工業技術研究所

金津一郎東京大学医学研究科 谷口隆之京都薬科大学

金子武嗣京都大学医学研究科 遠山正調大阪大学医学系研究科

川口三郎京都大学医学研究科 平野丈夫京都大学理学研究科

河田光博京都府立医科大学 福田 淳大阪大学医学系研究科

川人 光男 エイ・ティ・アール人間情報通信研究所 藤田一郎大阪大学基礎工学研究科

河村 悟大阪大学理学研究科 松田敏夫大阪大学薬学研究科

貴邑冨久子 横浜市立大学医学部 大和谷厚大阪大学医学部保健学科

木村 賓京都府立医科大学 吉峰俊樹大阪大学医学系研究科

倉橋 隆大阪大学基礎工学研究科 渡辺恭良大阪市立大学医学研究科

笹井芳樹京都大学再生医科学研究所
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Neuro2001実行委員

赤池昭紀京都大学薬学研究科

池内俊彦大阪大学蛋白質研究所

香月 博志京都大学薬学研究科

金子周司京都大学薬学研究科

<特別講演>

1. Allan I. Basbaum 

新延道夫大阪大学蛋白質研究所

南 雅文京都大学薬学研究科

吉川和明大阪大学蛋白質研究所

(Department of Anatomy， UCSF， San Francisco， USA) 

2. Yves A. Barde 

(Dept Neurobiochemistry， Max-Planck Inst Neurobiol， Martinsried， Germany) 

3. David Brooks 

(Hammersmith Hospital， London， UK) 

IPET studies on the role of dopamine and serotonin in brain functionJ 

4. Anders Bjorklund 

(Wallenberg Neuroscience Center， Lund University， Lund， Sweden) 

5. Erwin N eher 

(Dept Membrane Biophysics， Max -Planck Institute For Biophysical Chemistry， Goettingen， Germany) 

他、 1名交渉中。

くシンポジウム> (現在の演題名はtentativeなものです)

特別企画シンポジウム

1. Neuro2001特別企画シンポジウム 121世紀の脳科学」

オーガナイザー:佐藤公道(京都大・薬)

畠中 寛(大阪大・蛋白研)

2. 日仏神経科学学会合同シンポジウム「神経伝達物質放出機構J

オーガナイザー:Dominique Aunis (INSERM， France) 

Konosuke Kumakura (Sophia Univ.， ]apan) 

INovel Ca2+ -dependent protein -protein interactions that regulate exocytosisJ 

Michihiro Igarashi (Niigata Univ.， ]apan) 

IDistinct vesic1e pools in transmitter release and replenishment of the poolsJ 

Hiroshi Kuromi (Gunnma Univ.， ]apan) 

IExcitation -secretion coupling at the synapseJ 

Michael Seagar (INSERM， France) 

IDynamic of post -synaptic glycine receptor accumulationJ 

Antoine Tri1ler (Paris， France) 

指定討論者

Masami Takahashi (Mitsubishi Kasei Institute of Life Science， ]apan) 
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3. 日本神経化学会オープン・シンポジウム「アルツハイマー病の分子病理と創薬」

オーガナイザー:武田 雅俊(大阪大・医)

4. 日本神経化学会奨励賞選考シンポジウム

オーガナイザー:日本神経化学会奨励賞選考委員会

5. HFSPシンポジウム INeuralstem cells: basic biology and putative therapeutic applicationJ 

オーガナイザー:岡野栄之(大阪大・医)

IIsolation and induction of neural progenitor cells in the adult brainJ 

Steven Goldman (Cornell Univ.， U.S.AJ 

I Contro1ling gene expression in human neural stem cells using viral vectorsJ 

Clive Svendsen (MRC， UK) 

IMolecular control of neural stem cells: basic biology and c1inical applicationsJ 

Masato Nakafuku (Univ. of Tokyo， U.S.A.) 

INeural stem cell: its isolation and c1inical application to damaged brainJ 

Hideyuki Okano (Osaka U niv.， J apan) 

IPlasticity of adult CNS stem cellsJ 

Urban Lendahl CKarolinska， Sweden) 

委員会企画シンポジウム

1.痛みの分子機構

オーガナイザー:福田 和彦(京都大・医)

野口光一(兵庫医大)

「神経痛とプロスタノイド」

倉石 泰(富山医薬大・薬)

「神経特異的Caチャネルの痛覚伝達機構における役割J

田遺 勉(東京医歯大)

IATP受容体と痛み」

井上和秀(国立医薬品食品衛生研)

「中脳水道灰白質への興奮性および抑制性シナプス入力の機能的役割」

岸本恭紀、赤池紀扶(九州大・医)

「炎症性癖痛における脊髄痔痛情報伝達機構」

表 圭一(札幌医大)

他 1~ 2名

2.唄覚神経系の分子基盤

オーガナイザー:吉原 良浩(理研.BSI) 

平田たつみ(国立遺伝学研究所・脳機能)

「嘆覚受容体遺伝子の相互排他的発現制御J

坂野 仁(東京大)

「二次嘆覚神経団路の形成機構」

平田たつみ(遺伝研)
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「嘆球の匂いマップ」

森 憲作(東京大)

fWGAトランスジーンを用いた嘆覚神経回路の解析j

吉原良浩(理化研)

「フェロモン記憶を支える情報分子」

椛 秀人(高知医大)

3.聴覚系の再生 難聴の治療に向けて

オーガナイザー:伊藤書ー(京都大・医)

Yehoash Raphael (Dept. of Otolaryngology， Michigan U niv. USA) 

山下祐司(山口大・医)

小島 憲(京都大・医)

楯谷一郎(京都大・医)

4.薬物依存と精神障害

オーガナイザー:鍋島俊隆(名古屋大・医)

5.神経細胞死を制御する内在性因子

オーガナイザー:赤池昭紀(京都大・薬)

古川昭栄(岐阜薬大)

「神経栄養因子による神経細胞死の制御」

古川昭栄(岐阜薬大)

「酸化型ガレクチン lによる神経再生・生存促進機構」

堀江秀典(横浜市大・医)

fDNA障害による神経細胞死とその制御」

榎戸 靖(大阪大・蛋白研)

「グルタミン酸神経毒性を制御する因子」

赤池昭紀(京都大・薬)

「ドパミンニューロンの内在性保護因子」

下潰 俊(京都大・医)

6.神経細胞死研究の新展開

オーガナイザー:垣塚 彰 (OBI)

遠山正輔(大阪大・医)

「異常蛋白質から空胞形成・神経細胞死へJ

垣塚 彰 (OBI)

fASK 1キナーゼカスケイドと神経細胞死J

一候秀憲(東京医科歯科大)

「小胞体ストレスと神経細胞死j

遠山正調(大阪大・医)

fDNA損傷と神経細胞死J

中別府雄作(九大生体防御)
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「酸化ストレスと神経細胞死」

山本雅之(筑波大医)

他 1~ 2名

7.中枢神経伝達機能イメージングと脳機能

オーガナイザー:柴崎 浩(京都大学・医)

Keynote Lecture (特別講演)I Current topics of receptor imagingJ 

David Brooks (Hammersmith Hospital， London， UK) 

「神経受容体のインピボイメージング」

佐治英郎(京都大・薬)

「分子イメージング法としてのPETの新展開:ヒスタミン神経系を例に」

谷内一彦(東北大・医)

「痴呆の病態生理 :PETによる研究」

蓑島 聡(ミシガン大学・医)

8.脳虚血の病態生理研究~臨床応用へ向けての取り組み

オーガナイザー:田村 晃(帝京大・医)

田中耕太郎(慶応大・医)

「基礎研究はなぜ臨床に生かされないのか?臨床試験がうまく行かないのは何故か」

田村 晃(帝京大・医)

「虚血性神経細胞死における invitro研究の成果と臨床応用」

小川 智(金沢大・医)

「実験的脳梗塞モデ、ルによる神経細胞死のメカニズム解明と臨床応用」

田中耕太郎(慶雁大・医)

「脳虚血における病理組織学的所見とMRイメージ」

黒岩俊彦(東京医歯大)

「生体内情報伝達機構を標的とした新しい脳細胞保護薬」

南 雅文、佐藤公道(京都大・薬)

「脳低温療法における脳保護」

林 成之(日本大・医)

9. コリン作動性ニューロン その生理機能と病態

オーガナイザー:船越 洋(大阪大・医)

高橋良輔(理研.BSI) 

ITrophic signaling by GDNF and its receptorsJ 

Carlos F. Ibanez (deaprtment of Neuroscience， Karolinska Institute， Sweden) 

「線条体コリγ作働性インターニューロンによる基底核神経団路の調節j

金子 鋭(京都大・医)

「運動神経細胞死の分子基盤J

木山博資(大阪市大・医)

IFGFとコリン作動性ニューロン」

遠山 育夫(滋賀医科大・分子神経科学研究センター)
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IHGFの運動ニューロン疾患における機能」

船越 洋(大阪大・医)

「アセチルコリン合成系から見たコリン作動性神経の機能と病態」

三津日出巳(東京都神経研)

「中枢アセチルコリン神経系と摂餌行動」

山田真久(理研・ BSI)

10.周波数プログラムによる脳の可塑性の制御 基礎研究から臨床応用まで

オーガーナイザー:伊藤康一(臨床研)

尾崎美和子(理研.BSI) 

「神経インパルスパターンと神経接着分子」

伊藤康一(臨床研)

「神経活動依存性CREB制御」

尾藤晴彦(京都大・医)

「海馬シナプス可塑性の周波数依存性」

真鍋俊也(神戸大・医)

「橋一小脳路系を用いた脳の可塑性の制御」

尾崎美和子(理研.BSI) 

「埋め込み多点電極と信号処理の技術的可能性と問題点」

市川道教(理研.BSI) 

「機能的電気刺激 (FES)における動作筋電図の活用」

市江雅芳(東北大・医)

く事務局・問い合わせ先>

Neuro2001大会事務局 (2001年2月4日まで)

干600-8216 京都市下京区塩小路通新町西入新京都センタービル5階

側ジエイコム内 (Neuro2001担当:森美由紀、福山里香)

Te1: 075-341-1618 

Fax: 075-341-1917 

E-mai1 : neuro2001@jtbcom.co.jp 

Neuro2001大会事務局 (2001年2月7日より)

干530-0001 大阪市北区梅田 2-4-9サンケイビル本館7階

側ジエイコムコンペンション事務局内

(Neuro2001担当:森美由紀、福山里香)

Te1: 06-6348-1391 (代表)

Fax: 06-6456-4105 (代表)

E-mai1: neuro2001@jtbcom.co.jp 
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第44回日本神経化学大会準備事務局

干565-0871 大阪府吹田市山田丘3-2 

大阪大学蛋白質研究所蛋白質生合成部門

大会長畠中寛

Te1: 06-6879-8624 

Fax: 06-6879-8626 

E-mail: hatanaka@protein.osaka-u.ac.jp 

第24回日本神経科学大会準備事務局

干606-8501 京都市左京区吉田下阿達町46-29

京都大学大学院薬学研究科生体機能解析学教室内

大会長佐藤公道

Tel: 075-753-4526 

Fax: 075-753-4586 

Neuro2001事務担当南 雅文

Te1: 075-753-4549 

Fax: 075-753-4586 

E-mai1: neuro21@pharm.kyoto-u.ac.jp 

く入会申し込み先>

日本神経科学学会/日本神経化学会

干113-8622 東京都文京区本駒込5-16-9 

(財7日本学会事務センター内

TEL 03-5814-5810 

FAX 03-5814-5825 

日本神経化学会ホームページ http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/jsn/ 

日本神経科学学会ホームページ http://jns.sb.gunma -u.ac.jp/ 
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第18回国際神経化学会ブエノスアイレス大会

第18回国際神経化学会議 (ISN/ASN)は、 2001年8月26日"--'31日、 BuenosAires、Argentine

で開催されます。池中一裕教授を委員長とする ISNProgramme Committeeによって本大会

のプログラムとサテライトシンポジウムが下記のようにほぼ固まりました。日本神経化学会会

員には近い内に 2nd circularが送られて来る予定です。若手研究者の方には、 ISNから旅費

の一部を援助受けることも可能です(申請締め切り;2001年 1月末日)。

[1] Tentative program 

8/27， Monday 

8 :30"--' 8 :40 Opening Remarks 

8 :40"--' 9 :30 Opening Lecture 

Nicolas Bazan (USA) 

9 :30"--' 10:30 Plenary Lecture (I) 

Char1es Weissmann (UK) 

10:30"--' 11 :00 Coffee Break 

11 :00"--' 13:00 Symposia 

“Cellular and Molecular Mechanisms in Exocytosis (In memory of Prof. 

Eduardo De Robertis)" 

0ヶganizer:JM  Tr抑ro(Canada) 

Speakers: W. Almers (USA) ， A.G. Garcia (Spain)， ].M. Trifaro CCanada)， 

R.D. Burgoyne (UK) 

“The genetic， molecular and cellular basis of Alzheimer's disease" 

Organizer: S，αηgram S. Sisodia (USA) 

Speakers: Rudolph Tanzi (USA) ， Sangram Sisodia (USA) ， Christian Haass 

(Germany)， Donald Price (USA) 

“Transcriptional control of neural patterning and differentiation" 

Organizer: Christo Goridis (France) 

Speakers: Shinichi Aizawa (Japan)， Christo Goridis (France)， Kamal Sharma 

(USA) ， Gonzalo Alvarez -Bolado (Germany) 

“Molecular mechanisms of activity dependent synaptic modulation" 

Organizers: Katsuhiko Mikoshibaゆμn)and Heinrich Betz (Germany) 

Speakers: Robert Malenka (USA)， Heinrich Betz (Germany)， Yoshimi 

Takai (J apan) ， Katsuhiko Mikoshiba (J apan) 

13:00"--' 14:30 Lunch 

14:30~16:30 Young Investigators' Colloquia and Workshop 

“Advances in the gene transfer techniques aiming at gene therapy of the 

nervous systems" 

Chairperson: Kazuhiro Ikenaka (Japan) 
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Speakers: Karen J. Chandross (USA) ， Matthew J.A. Wood (UK) ， Fernando 

J. Pitossi (Argentina)， Hiroyuki Miyoshi (Japan) 

“Formation of protein comp1exes in the neurona1 membrane" 

Chairperson: Masami Takahashi (Japan) 

Speakers: Fiona K. Bedford (UK) ， Nico1as Tricaud (France)， A1an Morgan 

(UK) ， Matthias Kneusse1 (Germany) 

“Metabolic cooperation between neurons and glia (I)" 

Chairperson: Arne Schousboe (Denmark) 

Speakers: Cristina B1azquez (Spain)， John P. Lowry (Ire1and)， L. Pellerin 

(Switzer1and)， David R. Brown (UK) 

Workshop 

“Proteases and the metabolism of the amy10id protein precursor: nove1 

targets for therapeutic intervention in A1zheimer's disease" 

Organizers: David H Small (Australia) and Frederic Checler (France) 

Speakers: Frederic Chec1er (France)， Mark S. Shearman (UK) ， Robert 

Vassar (USA)， Roberto Cappai (Australia)，羽Teiming Xia (USA)， Fa1k 

Fahrenho1z (Germany) 

16:30~ 19:00 Posters with beverage and snacks 

8/28， Tuesday 
9 :OO~ 10:00 Plenary Lecture (11) Ranwell Caputto Award 

Irwin B. Levitan (USA) 

10:00~10:30 Young Scientist Lectureship Award (1) 

10:30~11:00 Coffee Break 

11:00~13:00 Symposia 

“Proteins Associated with Inhibitory Ligand -Gated Ion Channe1 Receptors" 

Organizers: Richard阪 Olsen(USA) and Steve Moss (UK) 

Speakers: Heinrich Betz (Germany)， Bernhard Luscher (USA)， Richard 

O1sen (USA) ， Steve Moss (UK) 

“Oxidative Stress in Neurodegenerative Diseases: Cause or Consequenceγ' 

Organizer:・MarkA. Smith (USA) 

Speakers: George Perry (USA) ， M. Flint Bea1 (USA)， Migue1 Pappolla 

(USA) ， Ash1ey 1. Bush (USA) 

“Regu1ation of Neura1 Signa1 Transduction in G1ycosphingolipid -Cho1estero1 

Microdomains" 

Organizer: Rashmi Bansal (USA) 

Speakers: Rob G. Parton (Austra1ia)， Stephen Robbins (Canada)， Roger 

Morris (UK) ， Steven E. Pfeiffer CUSA) 

“Signa1ing by axona1 guidance cues during deve10pment and regeneration" 
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Organizer: Mαrie T. Filbin (USA) 

Speakers: Stephen M. Strittmatter (USA) ， Patrick Doherty (UK) ， Alex L. 

Kolodkin (USA) ， Marie T. Filbin (USA) 

13:00~ 14:30 Lunch 

14:30~16:30 Young InvestigatorsユColloquiaand W orkshop 

“Targeting of protein and mRNA in neuron and glia" 

Chairperson: Anthony Campagnoni (USA) 

Speakers: Gerardo Morfini (USA) ， Graciela L. Boccaccio (Argentina)， 

Stefan Kindler (Germany)， Alejandra Gardiol (Grance) 

“Metabolic cooperation between neurons and glia (II)" 

Chairperson: Bernd Hamprecht (Germany) 

Sperkers: Steven W. Barger (USA)， Shigeki Furuya (Japan)， Larry C.H. 

Park (USA) ， Ralf Dringen (Germany) 

“Ion channels and signal transduction in developing nervous systems" 

Chairperson: Francisco J. Barrantes (Argentina) 

Speakers: Kensuke Nakahira (Japan)， Yu Nakamura (]apan)， Car1os-

Alberto Goncalves (Brazi1)， A. Belen Elgoyhen (Argentina) 

Workshop 

“Molecular identity of neuronal connexins" 

Organizer: D. C. Stray (USA) 

Speakers: Rolf Dermietzel (Germany)， Daniele Condore1li (ltaly) 

Other speakers not confirmed yet 

16:30~ 19:00 Posters with beverage and snacks 

8 /29， Wednesday 
8 :30~ 9 :30 Plenary Lecture (111) Basic Neurochemistry Award 

Lutz Birnbaumer (USA) 

“Mechanism of Capacitative Calcium entry: Roles of IP3 and Ryanodine 

receptors. " 

9 :30~ 10:30 Plenary Lecture (IV) De Robertis Award 

Alberto Aguayo (Canada) 

1 0:30~ 11 :00 Coffee Break 

11:00~13:00 Technology Fora 

“DNA Microarray -New Technology-" 

Organizer:・MarieClaude Potier (France) 

Speakers: Catherine Nguyen (France)， Tom Freeman (UK) ， Marie Claude 

Potier (France) 

“Molecular Imaging" 

Organizer: Rosario Rizzuto (Jtaly) 
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Speakers: Arthur Konnerth (Germany)， Uli Aebi (Switzerland)， Rosario 

Rizzuto (Italy)， Kevin Fogarty (USA) 

13:00~ 14:30 Lunch 

8/30， Thursday 
9 :OO~ 10:00 Plenary Lecture (V) 

Rona1d D. McKay (USA) 

10:00~ 10:30 Young Scientist Lecture Award (11) 

10:30~ 11:00 Coffee Break 

11 :OO~ 13:00 Symposia 

“Mitochondrial Dysfunction and Cell Death in the CNS" 

Organizer: S，αra Robb (UK) 

Speakers: John]. Lemasters (UK) ， David G. Nicholls (USA) ， Sara]. Robb 

(UK) ， lan Reyno1ds (USA) 

“Neura1 stem cells: basic bio1ogy and the prospects for brain repair" 

Organizer: Hideyuki 0初ηo(japan) 

Speakers: Arturo A1varez -Buylla (USA) ， Derek van der Kooy (Canada)， 

Tetsuya Taga (Japan)， Hideyuki Okano (Japan) 

“N euron -Astrocyte Cross Ta1k at the Synapse: N ove1 Mo1ecu1ar and 

Cellu1ar Mechanisms Regu1ating Glutamate Uptake and Release" 

Organizer: Georgi Gegelashvi・li(Denmαrk) 

Speakers: Georgi Gegelashvili (Denmark)， Michael B. Robinson (USA) ， 

Andrea Volterra (Italy)， Niels C. Danbolt (N orway) 

“Molecular Genetics of Neuropsychiatric Disease" 

Organizer: Michel Cuenod (Switzerland) 

Speakers: N ot confirmed yet 

13:00~ 14:30 Lunch 

14:30~ 16:30 Young Investigators' Colloquia and W orkshop 

“Dynamic changes of synaptic molecu1es and structures for plasticity" 

Chairperson: J ohn Rostas (Australia) 

Speakers: Eric Klann (USA) ， Ben A. Bahr (USA) ， Kobi Rosenblum (UK) ， 

Andres Barria -Roman (USA) 

“Recombination in the brain" 

Chairperson: Alcino Silva (USA) 

Speakers: Jerold Chun (USA) ， Sandra Pena de Ortiz (Puerto Rico) ， 

2 speakers not decided yet 

“What wi11 microarray studies tell us about brain function" 

Chairperson: Jean Rossier (France) 

Speakers: Rick 1. Cohen (USA) ， R.P. Rukmini Devi (India)， 
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2 speaker not decided yet 

Workshop 

“New aspects in CNS glutathione metabolism in relation to synaptic function 

and brain disorders" 

Organizer: Kim Q. Do (Switzerland) 

Speakers: Ralf Dringen (Germany)， Ole P. Ottersen (Norway)， Christopher 

A. Shaw (Canada9， Simon J.R. Heales (UK) ， Glenn. Dryhurst (UK) ， Kim 

Q. Do (Switzerland) 

16:30~ 19:00 Posters with beverage and snacks 

8/31， Friday 

9 :00~10:00 Plenary Lecture (VI) Blackwel1 Award 

Masao Ito (Japan) 

“Long -term depression in the cerebellum -signal transduction and 

functional roles." 

10:00~10:30 Coffee Break 

10:30~ 12:30 Symposia 

“Microtubule Motor Protein in the Brain from Structure to Function" 

Organizer: Scott T. Brady (USA) 

Speakers: Nobutaka Hirotaka (Japan)， Eckhard Mandelkow (Germany)， 

Alfred O. Caceres (Argentina)， Richard B. Vallee (USA) 

“Current understanding and controversy of the modes of neuronal death 

(apoptosis and necrosis) " 

Organizers: Ronald Hayes (USA) and Kevin Wang (USA) 

Speakers: Pak H. Chan (USA) ， Pierluigi Nicoteria (Germany)， Kevin K.W. 

Wang (USA)， 

1 speaker not confirmed yet 

“Genetics of Learning and Memory in the Mouse" 

Organizer: John C. Roder (Canada) 

Speakers: John C. Roder (Canada)， Jeanne M. Wehner (USA)， Seth G.N. 

Grant (UK) ， Masayoshi Mishina (J apan) 

“New perspective for mye1in repair" 

Organizer: Bernard Zalc (France) 

Speakers: David R. Colman (USA) ， Monique Dubois -Dalcq (France)， 

Catherine Lubetzki (France)， E1ior Peles (IsraeI) 

12:30~ 14:00 Lunch 

14:00~16:00 Young Investigators' Col1oquia 

“lmaging biochemical function in vivo using FRET， PET and other emerging 

technologies" 
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Chairperson: Mary McKenna (USA) 

Speakers: Caroline Rae (Australia)， Rolf Gruetter (USA) ， Ravi Menon 

(USA) ， 

1 speaker not decided yet 

“General cell biological functions of presenilin and its relationship to 

Alzheimer's Disease" 

Chairperson: Denis Monard (Switzerland) 

Speakers: Suzana S. Petanceska (USA)， Michael Mayne (Canada)， Hui 

Zheng (USA) ， 

1 speaker not decided yet 

‘Neuron -glial cell recognition during myelination" 

Chairperson: Kazuhiro Ikenaka (Japan) 

Speakers: Matthew N. Rasband (USA) ， Tetsushi Kagawa (Japan)， Maria 

L. Fe1tri (Italy)， Ernesto.R. Bongarzone (USA) 

16:00~ 17:30 Posters 

[11] Satellite Meeting 

Pre-meeting satellites 

August 22-24，2001 Cell Communication in the Nervous System: Function and 

Dysfunction 

Rio de Janeiro， Brazil 

For details contact: Dr. Fernando G. de Mello， Instituto de Biofisica Carlos 

Chagas Filho. CCS B1oco C 31 UFRJ I1ha do Fundao， 21949~900 Rio 

de Janeiro Brasil， Fax 55 21 2808193， e-mail: fgmello@biof.ufrj.br 

August 22-24， 2001 Cellular and Molecular Mechanisms of Drugs of Abuse: 

Cocaine， GHB， GBR， Ibogaine倒ldSubstituted Amphetamines 

Mar del Plata， Argentina 

For details cοntact: Dr. Syed F. Ali ， Neurochemistry Laboratory， 

Division of Neurotoxicology， HFT -132， National Center for Toxicological 

Research/FDA， 3900 NCTR Road， Jefferson， Arkansas 72079-9502， USA 

Tel: + 1-870-543-7123， Fax:十ト870-543-7745，e-mail: sali@nctr.fda.gov 

August 24-25，2001 Directions in sphingolipid research for the new millenium 

Puerto Iguazu Argentina 

For details contact: Dr. Hugo J.F. Maccioni， CIQUIBIC (UNC-

CONICET) Dpto. Quimica Bioloica， Facultadde Ciencias Quimicas， 

Universidad Nacional de Codoba， 5000 Codoba， Argentina Tel: +54 

-351 4334168， Fax:十54-3514334074，e-mail: maccioni@dQbfcq.uncor.edu 

August 24-25， 2001 Novel百lerapeuticS回 te.握手凶basedon G -protein Coupled Rec叩Itors

Austral Univ.， Pilar， Argentina 
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For detai1s contact: Dr. Marce10 J. Villar， Facu1tad de Ciencias 

Biomecas， Universidad Austra1 Av. Pte. Pero 1500 B1664INZ Pi1ar， 

Buenos Aires， Argentina Te1:十54-2322482948， Fax:十542322 482204 

e-mai1: mvillar@cas.austral.edu訓・

POst -meetin~ Satellites 

September 1-2， 2001 Gene transfer in Neurosciences: Towards Gene Therapy of 

the N ervous System 

Estancia San Ceferino， Argentina 

For detai1s contact: Dr. Diana Jerusalinsky， Laboratory of Neurop1asticity， 

University of Buenos Aires Schoo1 of Medicine， 2155 Paraguay st.， 

2nd floor. 1121 Buenos Aires， Argentina Te1: + 54一一4508-3675/6ext. 

20， Fax: +54-11-4863-6579， e-mai1: jerusali@mai1.retina.ar 

September 1-3， 2001 GABA receptors and Ca2+ channels: actions on neuronal 

growth， plasticity and survival 

Mar de1 P1ata city， Argentina 

For detia1s contact: Dr. Monica Fiszman， Laboratorio de Neurociencias， 

Centro de Investigaciones乱1eicasA1bert Einstein， Luis Via1e 2831 

(1416) Buenos Aires， Argentina Te1: +54-11 4584-2594， Fax: +54 

-11 47727224， e-mai1: fiszman@connmed.com.ar 

Saptember 1-5， 2001 Myelin: Development， Disorders and Neural Repair 

Co1onia， U rguay 

For detai1s contact: Dr. Jean de Vellis， Menta1 Retardation Research 

Center， 68-177 NPI， UCLA， 760 Westwood P1aza Los Ange1es， CA 

90024-1759 USA， Te1: + 1-310-825-9395， Fax: + 1-310-206-5061， 

e-mai1: jdevellis@mednet.uc1a.edu 

September 2-4，2001 Cascades and Networks: Spatial Organization of Protein 

Phosphorylation in the CNS 

Iguazu， Argentina 

For details contact: Dr. J ohn A. P. Rostas， Facu1ty of Medicine and 

Hea1th Scienes， The University of Newcast1e， Callaghan， NSW 2308， 

Austra1ia Te1: +61-2-4921-5615， Fax: +61-2-4921-6903， e-mai1: 

J ohn.Rostas@newcast1e.edu.au 
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広報委員会からのお知らせ

学会木一ムページをご覧になりましたか?

http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/jsn 

学会ホームページでのメールアドレスの確認をお願いします

先の総会で、学会ホームページで会員名簿を公開することが決められました。各個人の情報

の掲載の是非は、本年度行いました名簿改訂に際しての葉書による調査で確認しています。そ

の情報を基に、ホームページ上へのメールアドレス等の登録を行いましたが、掲載されたメー

ルアドレスが間違っている場合が少なからずあるようです。今後会員への連絡などをメールを

通じて臨機応変に行っていきたいと考えていますので、ご自分のメールアドレスに誤りがない

か、是非神経化学会のホームページを開いてご確認ください。もしも誤りがありましたら、三

木理事長ヘメールでお知らせ下さい (nmiki@pharmal.med.osaka-u.ac.jp (@pharmalの最

後の文字はエルではなく、数字の 1ですのでお間違えのないように願います))。

ホームページへの掲載依頼方法をご存じで‘すか?

学会ホームページには、セミナー開催や公募などのお知らせコーナーがあり、掲載を随時受

け付けています。

ホームページのリンクコーナーをご存じですか?

学会ホームページには、神経化学会員や関連研究室などのHPへのリンクコーナーを設け

ています。この様なリンクを張ることは、会員聞の相互交流のみならず、神経化学に興味を持

つ大学院志望者やポストドク志望者が研究室を選ぶ際の貴重な手がかりにもなると考えられます。

ホームページへの記事掲載や、リンクを希望される方は下記の広報・編集担当理事までご連

絡下さい。

高橋正身

三菱化学生命科学研究所

masami@libra.ls.m -kagaku.co.jp 

Tel: 042-724-6269 

Fax: 042-724-6314 
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学会に少しの競争原理を

第43回日本神経化学大会が、金沢市内で10月23

日から25日まで開催され、成功裏に終りました。

すばらしい大会だったと思います。お世話いただ

いた東田陽博大会長はじめ、関係の方々に厚く御

礼申し上げます。金沢大会では、若手奨励賞を設

け、その第一回の賞を仲嶋一範氏と山形要人氏に

授与することができたことを大変うれしく思って

います。受賞された方々が、今後、神経化学会の

中心となり、学会をひっぱてほしいと思います。

奨励賞の選考方法も他の学会と異なり、候補者に

シンポジウム形式で発表していただいてから、選

考委員会で受賞者を決定するやり方をとりまし

た。また、すばらしいメダルのデザインをしてい

ただいた名誉会員の田中亮先生に感謝申し上げます。

今期の理事会では、理事と各種委員会委員長の

合同会議を2回開催し、 2年間でやるべき事を提

案していただきました。また、休眠中であった評

議員会を再開し、いろいろな意見を直接聞くこと

ができました。奨励賞の選考方式も、このような

会合から出てきたものです。

電子メールを用いて、理事や評議員への学会案

内や、持ち回り審議を積極的に行いました。大い

に時間の節約になりました。また、今期は新しい

名簿の作成を行いましたが、許可をいただ会員の

電子メールアドレスを載せました。さらにこれを

ホームページ (HP)から検索できるようにしま

した。ぜひ名簿をご覧いただき、メールアドレス

などの誤りや、 HPIこ登録を希望される方は、三

日本神経化学会理事長三木直正

(大阪大学大学院医学系研究科情報薬理学)

木までお知らせ下さい。

金沢大会から WEBによる大会の抄録の投稿

を、学会事務センターのシステムを利用すること

に決めました。今後このシステムが引き継がれる

ことにより、抄録の投稿形式が毎回ほぼ同じにな

り、大会をお世話いただく方々のプログラムや抄

録集作成が楽になることを期待しています。

今後の残された課題として、理事選挙の時期の

変更があります。現在の理事選挙は、 2-3月に

行われますが、これをもっと早めて、 8月頃に行

い、秋の総会で次期理事および理事長を公表し、

活動の準備をしていただくのが良いと考えていま

す。学会の収支決算が赤字となっていますので、

そろそろ年会費の値上げの時期が来ています。そ

の時はご協力をお願い致します。さらに、本学会

の方向性を明確に打ち出すために、大会のいくつ

かのシンポジウムを理事会から提案しでもよいの

ではないかとの意見が出されています。

学会の活性化には、競争原理を持ち込むことも

一つの方法だと考えます。奨励賞やポスター賞な

どもその例ですが、一般演題から良いものはシン

ポジウムにまわす、学会の抄録のレフェリー制度

復活など、競争原理を少し取り入れた学会運営を

工夫してはいかがでしょうか。

最後に、副理事長および将来計画委員長として

ご活躍いただいた加藤泰治先生が、 9月4日にご

逝去されました。謹んでお悔やみ申し上げます。

(2000/10/30) 
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理事会議事録

平成12年度第2回理事会

日 時:平成12年10月18日(水 18: 00~20 : 30 

会 場:金沢市観光会館会議室

出席者:三木直正、池中一裕、植村慶一、高橋正身、高松研、武田雅俊、遠山正調

中村重信、鍋島俊隆、野村正彦、野村靖幸、宮本英七、山脇成人

佐武明(監事)

小宮義嘩(科研費調査委員長)、御子柴克彦(国際対応委員長)

東田陽博(第43回大会長)

畠中寛(第44回大会長)、吉川和明(第44回大会組織委員)

欠席者:竹田稔(理事)

中嶋照夫(監事)

議題

I.報告事項

1.庶務報告

池中庶務担当理事より、庶務報告が行なわれた。

会員数(平成12年 7月31日現在) 1， 827名

名誉会員 10名

一般会員 1， 561名

学生会員 222名

賛助会員 22名

団体会員 12名

新入会員(平成11年8月l臼以降 122名

退会者 ( か 188名

物故会員

加藤泰治先生(名古屋市立大学)

金子 厚先生(埼玉医科大学)

原田博之先生(淀の水病院)

2.出版・広報報告

高橋出版広報担当理事より、報告が行なわれた。

(1)学会誌「神経化学」の発行について

スケジュール通り順調に刊行されている。尚、来春の40巻 l号については合同大会の案

内を掲載するため、若干、発行を早める予定。
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(2) 会員名簿発行の件

9月に会員名簿の改訂版を発行した。会員名簿を作成する時に、昨年の総会での承認に

基づきHPに会員情報を載せる事を前提に会員データの調査を行った。

(3) 学会誌のニュースレター化について

学会誌をニュースレター化してはどうかという意見について編集委員会で諮ったが、多

様な意見が出てまとまらなかった。学会からの会員宛のインフォメーションについてはニ

ュースレターを発行せずHPの利用や電子メールによるインフォメーションの配信等で

対応してはどうかという意見もある。問題点を整理して、次期委員会に申し送りをする予定。

3.委員会報告

(1) 国際対応委員会

御子柴委員長より ISNの現況が説明された。

現在、 ISNの傘下にAPSN、ASN、ESNというリージョナルな組織があり、 Hamprecht

会長には傘下の組織を 1つのファミリー化する意向がある。この場合、日本はAPSNの

傘下に入るが、世界の神経化学会で]SNの発展は会員数や学会の活動において際立つた

ものがある。従って]SNはAPSNを通してではなく、現在のように直接ISNに関与で

きるようにAPSNとの関係をどうするのかを今後考えていく必要があるとの提案がなさ

れた。

日本はAPSNに隔年毎(2年ごとのAPSN大会の年)に、 ]SNの会員1名につき 1ド

ルの加盟費を納めている。今回も納入することが理事会で承認された。

第5回APSN会議はオーストラリアのブリスベンで2001年1月28-31日に開催される。

演題の締切は10月13日だったが広報不足だったこともあり10月27日に延期されている。

また、来年はISNのカウンシル改選選挙の年にあたる。 Hamprecht会長からは18回

ISN会議のプログラム委員長を務めた池中一裕教授を是非日本からカウンシルに推薦し

て欲しいとの依頼があり承認された。

第19回ISN会議は2003年8月26日 31日に第6回APSN会議との共催で香港で開催さ

れる予定。

(2) 科研費調査委員会

小宮委員長より報告がなされた。

前期日本学術会議において生物系の研究連絡委員会の再編の動きが見られ、第18期にお

いて新しく「神経生物学」研連が発足した場合に本学会は積極的に関与していくことが、

前回の理事会で提案され、了承されている。

現在、本学会が第1希望で登録している第7部「脳・神経学J研連は二つの大きな学会

が主導を取っており本学会から会員を出すことは困難となっている。従って、第4部に新

しく「神経生物学」研連ができた場合に、本学会のスタンスを第7部から第4部に移し、

本学会の第 l希望登録研連を第4部の「神経生物学」してはどうかという提案がなされ、

状況を見てフレキシブルに対応していくことが了承された。尚、その場合には第7部「脳

・神経学」研連は第2希望の登録研連として研究連絡委員を輩出できるようにしておく事

が確認された。
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(3) 研究助成金等候補者選考委員会

遠山委員長より下記の報告がなされた。尚、ブレインサイエンス振興財団の褒賞・各助

成については学会内の応募者がなかったため、学会内締切を11月2日迄延長し再公募する

ことが了承された。

1.平成12年度推薦状況

1 )内藤記念科学振興財団

海外学者招聴助成(学会内応募1件)

2 )日産学術研究助成

奨励研究助成(学会内応募4件)

3 )東レ科学振興会

科学技術賞(学会内応募 l件)

科学技術研究助成(推薦枠2件/学会内応募3件)

2.平成11年度採択状況

1 )ブレインサイエンス振興財団

研究助成

五十嵐道弘氏(群馬大・医・分子病態学)

「シンタキシンの新規結合蛋白質の機能解析」

海外研究者招鴨助成

東田 陽博氏(金沢大・大学院・医・分子情報)

Dr. Claude Elise B1anc Klee (米国国立癌研究所)/第43回日本神経化学会講演のため

2 )ノバルティス科学振興財団

海外学会出席助成

内田 敦子氏(東京工大・大学院・生命情報医学)

「国際神経化学会/ヨーロッパ神経化学会合同会議(ベルリン)J

(4) 将来計画委員会

代行して三木理事長より下記の問題提起がなされた0

.学会運営の件

理事長の任期は2年だが従来の理事長就任時期では実質的な運営期聞がかなり短くなっ

てしまう。また年2固という理事会開催回数では運営に際しての審議にうまく機能できて

いないという指摘がなされている。従って将来計画委員会や評議員会では「次期理事長を

早く選出するJI委員長会議(役職理事および委員長による会議)を開催するJI理事長の

任期を3年とする」といった案も出された。

しかし現実的な対処方法としては、理事会の他に新執行部発足後に委員長会議を開催し

て実務を進める事や、現在、春と秋の年2回開催される理事会を 3回にする事が提案され

了承された。

また、次期理事長の選出を早める件に関しては、現在、理事任期満了直前に実施される

理事選挙の時期を前年の夏頃に早め、大会時の理事会には新理事候補者も出席しその場で

新理事長を選出してもらい引継を円滑に行う案を次期理事会への申し送り事項とした。
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-大会運営の件

将来計画委員会・評議員会では学会のアイデンティティに基づいた核(コア)となるシ

ンポジウムを、理事会から毎年の大会に 1-2題提案していき、学会として継続性をもた

せてはという意見があった。一方、シンポジウムが多すぎると若手が発表する場がなくな

ってしまうので、若手の発表を中心とする企画をたててはどうかという意見もでた。

今後も継続的に審議していくこととした。

.HP上の会員検索の件

過日、作成した会員名簿のデータ調査を基に、学会のHPで会員の電子メールの検索

ができるようにすることについて提案がなされ了承された。

(5) シンポジウム検討委員会

山脇委員長より以下の報告がなされた。

現在の「公開シンポジウム」は本学会を広くアピールし、他学会、非会員、大会開催地

域の研究者・医療従事者との交流を図ることを目的としている。

しかし「公開シンポジウム」という名称のイメージは一般を対象とした所謂「市民公開

シンポジウム」と混同される恐れがある。そのため名称を「日本神経化学会主催オープン

シンポジウムJとしてはどうかという委員会からの提案があり了承された。

また、どういった聴講者を対象にシンポジウムを開催するかによってシンポジウムの内

容・レベルが変わってくる。例えば、地元の医師会と密接に連絡をとって医療従事者を対

象にしたシンポジウムを開催する場合と、大学病院の臨床研究者や基礎医学系の研究者を

対象としたシンポジウムでは目的・方針・内容を変える必要が生じる。

今後の学会のあり方を念頭におき、シンポジウムの学問的レベルを維持しつつも、本年

実施した様に学際領域が重なる他学会とのジョイントや、大会開催地の地元医師会から後

援を得て広く広報する事なども視野にいれる等、色々な方策を検討していくこととした。

尚、次回は「アルツハイマー」をテーマとし、鍋島俊隆教授・武田雅俊教授にオーガナ

イザーをお願いすることとした。また、次々回は「再生」をテーマに取り上げることを次

期委員会に申し送ることとした。

4.プログラム編成報告

東田会長より第43回日本神経化学会プログラム編成経過報告がなされた。

報告後、理事より、今回、実行委員会で企画していただいた「わくわく生意気コロキュウ

ム」に関して、若手の活性化に対して有効であり、オーガナイザーも若手に任す事も検討し

た上で、今後も継続して開催した方がいいのではという意見が出された。

一般演題の口演については若手の発表者が多く、発表10分:討論10分というセ、ソションの

時間設定も適当だったという意見が出された。

関連して、大会運営をその都度の大会校に一任してしまうのではなく、大会運営を管掌す

る役職理事を設けてはどうかという意見が出され、理事会が強い指導権限をもって大会校と

密接な関係を築くことの重要性が指摘された。また、学会として長期的な観点に立って学会

の核(ゴア)となるシンポジウムを企画してはどうかという提案がなされた。
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(1)演題数集計結果

特別講演

教育講演

シンポジウム 13セッション

(合同公開シンポジウムを含む)

ワーキンググループセミナー lセッション 5題

奨励賞選考シンポジウム 4題

わくわく生意気コロキュウム 1セッション 4題

一般演題(口演 58題

題

題

題

一般演題(ポスター)

総数

155題

305題

(2) 大会のサブテーマ

大会のサブテーマをつけることを引き続き行い「神経化学の原点から2000年代を展望す

る A Perspective on the 21st Century's Science in Neurochemistry -Jとした。
(3) 特別講演

シンポジウムでとりあげられていないテーマで、神経化学会にふさわしいと思われる、

アメリカ人2人を含む3人に特別講演をお願いした。

(4) 教育講演・ワーキンググループセミナー

昨年度ノーベル生理学医学賞受賞のテーマをとりあげ、神経細胞の持つ極性について、

来るべき 5~10年間の神経化学の研究を指向する内容を教育・ワーキング、グループセミ

ナーとした。

(5) 奨励賞選考委員会シンポジウム

(6) シンポジウム

シンポジウムを公募し、応募のあったものと実行委員から出されたテーマにつき、プロ

グラム委員にメールでどの内容を取り上げるべきかを採点してもらった。得点の多い11

テーマと、全体を見た上で大会長の判断した1テーマを加え、 12テーマを決定した。その

後オーガナイザーに内容をつめてもらった。今回のシンポジウムの特色として、フロアー

を交えてDiscussionを必ずしてもらい、 21世紀の神経化学のその分野に研究について考

えてもらうことにした。

加えて、公開シンポジウムはシンポジウム企画委員会に企画をお願いした。

(7) わくわく生意気コロキュウム

神経化学会伝統の口頭発表重視の関点をさらにおしすすめ、若手研究者の発表のトレー

ニングと内容の発展を期待したコロキュウムを米田実行委員が企画し、将来計画委員会か

ら出されている学会のあり方に対する一つの解決を試みた。

(8) 一般演題

応募演題の中に、本学会で発表にそぐわないと判断できるものはなく、全てを採択する

こととした。発表形式はプログラム委員会で決定した。
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(9) プログラム編成に携わった者

1 )実行委員

小川智(金沢大・医)、加藤聖(金沢大院・医)、狩野方伸(金沢大・医)、辻

彰(金沢大・薬)、東田陽博(金沢大院・医)、米田幸雄(金沢大・薬)、菅原 清(金

沢大院・医)、橋井美奈子(金沢大院・医)、星直人(金沢大院・医)、松川 通(金

沢大院・医)、横山 茂(金沢大院・医[助言委員]越野好文(金沢大・医)、山

下純宏(金沢大・医)、山田正仁(金沢大・医)

2)メール会議によるプログラム委員

浅野富子(愛知県コロニー)、阿部輝雄(新潟大・脳研)、池中一裕(生理研)、井上

和秀(医薬品食品衛生研)、植村慶一(慶庭大・医)、小倉明彦(大阪大院・理)、加

藤兼房(愛知県コロ二一)、加藤泰治(名古屋市大・医)、加藤尚彦(横浜市大・医)、

熊倉鴻之助(上智大・生命研)、高坂新一(精神・神経センター)、小宮義理(群馬大

・医)、佐野護(京都府医大)、仙波りつ子(愛知県者コロニー)、高橋正身(三菱

化学生命研)、東田道久(富山医科薬科大・和漢薬研)、遠山正晴(大阪大院・医)、

永津俊治(藤田保衛大・総合医科研)、中村洋一(金沢大・薬)、那波宏之(新潟大・

脳研)、額田敏秀(都精神研)、野田百美(九州大院・薬)、野村正彦(埼玉医大)、野

村靖幸(北海道大院・薬)、芳賀達也(東京大院・医)、畠中 寛(大阪大・蛋白研)、

林要喜知(旭川医大)、樋口宗史(新潟大・医)、福井裕行(徳島大・薬)、古川昭栄

(岐阜薬大)、御子柴克彦(東京大・医科研)、宮本英七(熊本大・医)、山内 卓(徳

島大・薬)、山形要人(都神経研)、山脇成人(広島大・医)、横山 茂(金沢大院・

医)、吉川和明(大阪大・蛋白研)、渡辺建彦(東北大院・医)、渡辺義文(山口大・医)

5.会計報告

野村会計担当理事より平成12年度中間報告がなされた。

II.審議事項

1.平成13年度予算の件

野村会計担当理事より平成13年度予算(案)が提案され承認された。

2.評議員選任の件

下記の17名の評議員候補者を審査し、了承されたため、平成12年度第1回理事会で承認さ

れた14名を含めて総会に諮ることとした。尚、今回の候補者を含め、現在の評議員の任期は

平成13年の総会までとなる。

また、関連して評議員の定年制について今後検討していくこととした。

五十嵐道弘(新潟大学医学部生化学第2講座)

池田 正明(埼玉医科大学第一生理学教室)

一瀬 宏(藤田保健衛生大学総合医科学研究所分子遺伝学研究部門)

小川 智(金沢大学医学部解剖学第3講座)
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小田垣雄二(北海道大学医学部精神科神経科)

加賀谷有行(広島大学医学部神経精神医学講座)

上崎 善規(大阪大学大学院歯学研究科顎口腔病因病態制御学(歯科薬物学))

河村 悟(大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻)

坂本 安(埼玉医科大学中央研究施設機能部門)

津田 誠(藤田保健衛生大学総合医科学研究所難病治療共同研究部門)

武田 泰生(東京老人総合研究所細胞認識部門)

辻 彰(金沢大学薬学部薬効動態学教室)

久永 真市(東京都立大学大学院理学研究科生物科学専攻生理学研究室)

森山 芳則(岡山大学薬学部分子細胞薬品科学講座)

吉村和法(埼玉医科大学第一生理学教室)

渡辺 康裕(防衛医科大学校医学教育部薬理学講座)

渡部 和彦(東京都神経科学総合研究所分子神経病理部門)

3.名誉会員推薦の件

今回、柿本泰男先生・田中 亮先生が推薦されている。既に郵送による持ち回りの審議で

承認されており、今回の理事会での承認を経て、総会に諮ることとした。

4.平成12年度奨励賞選考結果の件

池中奨励賞選考委員長より報告がなされた。平成12年度より制定された奨励賞には 9件の

応募があり書類選考により選考シンポジウムで発表していただく4名の候補者を選出した。

4名の候補により発表20分:討論10分のセッションを行っていただき、シンポジウム終了

後、選考委員会を開催した。

今回は非常にレベルの高い発表だったこともあり、選考委員会では議論が伯仲したが最終

的には投票により下記の 2名が第 1回目の奨励賞を受賞することになった。

仲嶋一範(東京慈恵会医科大学DNA医学研究所分子神経生物学研究部門)

山形要人(東京都神経科学総合研究所神経薬理研究部門)

尚、評議員会、理事会で若手研究者のオーガナイザーによる若手研究者を主体としたシンポ

ジウムをしてはどうかという意見が出ている。また、アメリカ神経化学会では奨励賞受賞者に

は翌年の大会においてシンポジウムをオーガナイズする権利を与えている。本学会奨励賞受賞

者は三十代の若手研究者なので同様の権利を与えてはどうかという提案がなされ了承された。

但し、来年度の大会は合同大会となるため、スケジュールの調整が困難な場合には再来年度

の大会から実施することとした。

今回は応募要項に選考シンポジウムで発表する時の研究課題・発表要旨の提出を求めなかっ

たが、次回からは提出書類とし、大会抄録に掲載していただくこととした。

5.第44回日本神経化学会の件

畠中次期大会長より下記の報告がなされた。

次回は日本神経科学学会との2回目の合同大会となる。前回の合同大会では双方の学会で別



9 

々にプログラム委員会を発足し合同プログラム委員会を開催して協議する方法をとった。今回

の合同大会では個別のプログラム委員会は発足させず、プログラム合同委員会を発足させて共

同で作業を行うこととした。

また合同大会としての一体感を出すために合同大会の名称を INuero2001Jとした。

一般演題は前回同様にすべてポスターセッションとし、 2001年 1月末日を締切としてシンポ

ジウムを公募している。

第44回日本神経化学会

日時:平成13年9月26日 28日

会場:国立京都国際会館

6.第45回日本神経化学会の件

平成14年度の第44回日本神経化学会大会長として、野村靖幸教授(北海道大学)が推薦され

了承された。

7 .学会抄録データベースの件

高橋出版広報担当理事より学会抄録データベースの件で説明がなされた。

現在、公的な学会抄録データベースには主なものとして文部省国立情報学研究所の「学会発

表データベース」と、科学技術振興事業団の「予稿集全文データ」がある。

今回、次期大会長の畠中教授より第44回日本神経化学会の大会抄録を国立情報学研究所の「学

会発表データベース」に参加させたいという提案があり承認された。

尚、国立情報学研究所の「学会データサービスJに参加し、データを供与した場合、原稿料

が学会に支払われる。この収入に関しては、国立情報学研究所にデータを引き渡す際に負担が

かかるため大会校の収入とすることが承認された。

また、科学技術振興事業団の「予稿集全文データJiこも学会として参加することとした。

8.理事改選の件

平成13年2月末日をもって現理事の半数が改選される。「神経化学J39巻4号に選挙公示を

行い、年明けに改選選挙を実施する予定でいる。選挙に先立ち細則第3条により選挙管理委員

会を設置し、下記の 5名に選挙管理委員会を委嘱することが了承された。尚、委員長は互選で

選出される。

阿相陪晃(都老人研)、今泉美佳(杏林大)、今井嘉紀(精神・神経センター)、

奥田隆志(東京大)、中嶋一行(創価大)

9.その他

(1) 弔慰申し合わせ書の件

学会として今まで弔慰規定がなかった。今回、現役の副理事長が逝去するという事もあり、

理事会として「弔慰に関する申し合わせ書」を定めた。

(2) 学会の理念について件

過日、「臨床精神医学講座J(中山書庖)の続編として「別巻・データブックJが出版され
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るために「精神医学関連学会・学会誌」の箇所に掲載するデータを供与して欲しいという依

頼が本学会をはじめ関係学会にあった。その中に「学会設立の理念Jを記載する項目があっ

たが、本学会には規約等には「理念」についての記載がなく、学会としての記録にも明文化

されたものはなかった。

「学会としての理念」を今すぐに規定し明文化することは困難だが、今後も継続的に検討

していくこととした。

(3) その他

大学評価・学位授与機構より本学会をはじめ日本学術会議の医学系及び理学系に団体登録

をしている学会に対して大学評価委員会専門委員および評価員候補者の推薦について依頼が

なされた。本件に関しては電子メールで理事に諮り候補者を推薦したところ、本学会からは

医学系教育評価専門委員に小宮義嘩教授、医学系研究評価評価員に中村重信教授、宮本英七

教授が選任された。

中村教授より今後は各大学・研究者の評価が大きな問題となっていくが、学会に専門委員

・評価員の推薦依頼が届いたことを鑑み、学会のアイデンティティを大学評価に反映できる

よう理事会において情報公開がなされるよう依頼があり了承された。



評議員会議事録

日 時:平成12年10月17日(火 17:00~18: 40 
A 
-z. 

議

場:金沢市観光会館

長:三木直正理事長

副議長:池中一裕庶務担当理事

11 

下記の案件について議長より問題提起がなされ、評議員より闇達な意見が述べられた(当日

の内容については理事会記録の出版・広報報告、将来計画委員会報告を参照のこと)。

1.学会運営

・理事及び理事長の任期

.委員長会議の役割

2.大会運営

・大会運営方針と学会のアイデンティティーについて

.大会運営と理事会との関係について

3.広報

・「神経化学」誌の形式

.会員情報の充実と公開
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総会議事録

日 時:平成12年10月20日(金 12: 00~13 : 00 
A 
= 場:金沢市観光会館

議事:

1.理事長報告

三木理事長より最近の学会活動や今後の展望についての包括的な報告がなされた。

2.庶務報告

池中庶務担当理事より会員状況報告等、庶務関連報告がなされた。また、逝去会員に対し、

追悼の意を表し黙祷を捧げた。

3.出版広報報告

高橋出版広報担当理事・編集委員長よりこの 1年間の出版広報関係および学会ホームペー

ジの状況と今後の計画等について報告がなされた。

4.プロゲラム編成報告

東田大会長より、プログラム編成経過が報告された。

5.委員会報告

(1) 国際対応委員会

御子柴委員長より報告がなされた。

(2) 研究助成金等候補者選考委員会

遠山委員長より報告がなされた。

(3) 将来計画委員会

三木理事長より報告がなされた。

(4) シンポジウム企画委員会

山脇委員長を代行し、池中庶務担当理事より報告がなされた。

(5) 科研費調査委員会

小宮委員長より報告がなされた。

6.平成12年度奨励賞選考結果報告

池中奨励賞選考委員長より選考経緯と本年度の受賞者の報告がなされた。

受賞者

仲嶋一範(東京慈恵会医科大学DNA医学研究所分子神経生物学研究部門)

山形要人(東京都神経科学総合研究所神経薬理研究部門)
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7 .平成11年度決算の件

野村会計担当理事より平成11年度決算書が説明された。引き続き佐武監事より監査報告が

なされ、了承された。

8.平成13年度予算の件

野村会計担当理事より平成13年度予算(案)の説明がなされ、了承された。

9.評議員選任の件

池中庶務担当理事より、新評議員として以下の31名が示され了承された。

五十嵐道弘(新潟大学医学部生化学第2講座)

池田 正明(埼玉医科大学第一生理学教室)

一瀬 宏(藤田保健衛生大学総合医科学研究所分子遺伝学研究部門)

今泉和則(田辺製薬側創薬研究所)

太田 茂(広島大学医学部社会薬学講座)

小川 智(金沢大学医学部解剖学第3講座)

小田垣雄二(北海道大学医学部精神科神経科)

加賀谷有行(広島大学医学部神経精神医学講座)

上崎 善規(大阪大学大学院歯学研究科顎口腔病因病態制御学)

河村 悟(大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻)

北村佳久(京都薬科大学薬学部病態生理学)

阪中雅広(愛媛大学医学部解剖学第2講座)

坂本 安(埼玉医科大学中央研究施設機能部門)

佐藤 真(福井医科大学医学部解剖学第2講座)

佐藤康二(浜松医科大学医学部解剖学第 1講座)

津田 誠(藤田保健衛生大学総合医科学研究所難病治療共同研究部門)

武田 泰生(東京老人総合研究所細胞認識部門)

谷山紘太郎(長崎大学医学部薬理学教室)

辻 彰(金沢大学薬学部薬効動態学教室)

西津 正豊(国際医療福祉大学臨床医学研究センター)

野田 百美(九州大学大学院薬学研究科生命薬学講座病態生理学分野)

久永 真市(東京都立大学大学院理学研究科生物科学専攻生理学研究室)

福井裕行(徳島大学歯学部薬理学講座)

古市 貞一(理化学研究所脳科学総合研究センタ一分子神経形成研究チーム)

星 直人(金沢大学大学院医学研究科細胞遺伝子学講座)

堀尾嘉幸(札幌医科大学医学部薬理学講座)

森山 芳則(岡山大学薬学部分子細胞薬品科学講座)

吉村和法(埼玉医科大学第一生理学教室)

和田 圭司(国立精神・神経センター神経研究所疾病研究第4部)

渡辺 康裕(防衛医科大学校医学教育部薬理学講座)
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渡部和彦(東京都神経科学総合研究所分子神経病理部門)

(任期:平成13年総会終了迄、所属は申請時のもの)

10.名誉会員推薦の件

理事会から推薦された下記の2名について了承された。

柿本泰男氏

田中 亮氏

11.理事改選の件

平成13年 2月末日をもって現理事の半数が改選される。理事選出選挙にあたり、選挙管理

委員会を発足し委員5名を委嘱することについて報告がなされた。

12.次期大会の件

畠中寛会長より、概要が説明された。

第44回日本神経化学会

会長:畠中 寛(大阪大学蛋白質研究所生合成部門)

期日:平成13年 9 月 26 日 ~9 月 28 日

会場:国立京都国際会館

・第24回日本神経科学大会との合同大会

(報告内容等については、理事会議事録を参照のこと)



日本神経化学会
平成11年度決算

(平成11年1月1日---12月31日)

収入の部

勘定科 日 平成11年度予算
一般会費 12，510，000 
賛助会費 1，450，000 
団体会費 140，000 
会誌売上代 430，000 
雑収入 400，000 

計 14，930，000 
前年度繰越金 20，093，146 
メ口h、 計 35，023，146 

支出の部

勘定科 目 平成11年度予算
大会運営補助費 750，000 
学会誌作成費 5，000，000 
学会誌発送費 1， 110，000 
英文抄録関係費 50，000 
国際交流費 500，000 
特別シンポジウム予備費 300，000 
会議費 1，000，000 
通信連絡費 1，000，000 
印刷費 900，000 
事務用品費 10，000 
ホームページ維持費 500，000 
雑 費 300，000 
委託費 5，500，000 
特別事業積立金 500，000 
予備費 500，000 

計 17，920，000 
次年度繰越金 17，103，146 
メ口h、 計 35，023，146 
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平成11年度決算
10，737，000 
1， 180，000 
130，000 
445，000 
225， 159 
12，717，159 
20，093，146 

32，810，305 

平成11年度決算
750， 000 
3，314，400 
874，745 
50，000 。
290，240 
1， 302， 007 
815，749 
664，855 
2，638 
231， 120 
258，226 
5，223，706 
500，000 。
14，277，686 
18，532，619 

32，810，305 
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日本神経化学会

平成11年度会計監査報告書

本会平成 11年度会計収支報告の監査の結果は、公正かつ適

正なものであると認定致します。

平成 12年 1月 31日

日本神経化学会

監事 β 訪問

監事寸防ぷァ入感



日本神経化学会
平成13年度予算案

(平成13年l月1日'"'-'12月31日)

収入の部

勘定科目 平成13年度予算
一般会費 10.472.000 
賛助会費 1. 180.000 
団体会費 120.000 
会誌売上代 。
特別事業積立金取崩収入 。
雑収入 230.000 

計 12.002.000 
前年度繰越金 ※ 24.135.324 
メ口当、 計 36.137.324 

※前年度決算見込額

支出の部

勘定科 目 平成13年度予算
大会運営補助費 1.000.000 
学会誌作成費 4.000.000 
学会誌発送費 900.000 
英文抄録関係費 70.000 
奨励賞関係費 250.000 
国際交流費 300.000 
特別シンポジウム予備費 500.000 
会議費 1.000.000 
通信連絡費 1.000.000 
印刷費 900.000 
事務用品費 10.000 
ホームページ維持費 350.000 
名簿作成費 。
雑 費 300.000 
委託費 5.500.000 
特別事業積立金 500.000 
予備費 500.DOO 

計 17.080.000 
次年度繰越金 19.057.324 
iロL 計 36.137.324 
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平成12年度予算
11.250.000 
1.400.000 
140.000 
430.000 
1. 000. 000 
225.000 
14.445.000 
18.532.619 
32.977.619 

平成12年度予算
1.000.000 
4.000.000 
1. 110.000 
50.000 。
300.000 
500.000 
1.000.000 
800.000 
700.000 
10.000 
400.0001 
2.500.000 
300.000 
5.500.000 
500.000 
500.0001 
19.170.000 
13.807.619 
32.977.619 
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*日本神経化学会理事会役員名簿*

【理事】

・任期:平成13年2月末日まで

理事長 三木直正(大阪大・医・情報薬理学)

副理事長 加藤泰治(名古屋市大・医・分子研) (故人)

植村慶一(慶磨、大・医・生理学)

高松 研(東邦大・医・生理学)

遠山 正蒲(大阪大・医・機能形態学)

野村靖幸(北海道大・薬・医療薬学)

・任期:平成15年2月末日まで

庶務担当 池中一裕(国立生理研・神経情報)

出版広報担当 高橋正身(三菱化学生命研)

武田 雅俊(大阪大・医・精神医学)

竹田 稔(昭和大・医・生化学)

会計担当 野村正彦(埼玉医大・生理学)

宮本英七(熊本大・医・薬理学)

.補充理事(任期:平成13年2月末日まで)

【監事】

鍋島俊隆(名古屋大・医・医療情報)

中村重信(広島大・医・内科学)

山脇成人(広島大・医・精神医学)

・任期:平成13年総会終了まで

佐武 明(長岡療育園)

中嶋照夫(仏教大・健康福祉学)

*日本神経化学会委員会名簿*

1 )シンポジウム企画委員会

委員長 山脇成人(広島大・医)

植田弘師(長崎大・薬)

岡野栄之(大阪大・医)

小倉明彦(大阪大・理)

加賀谷有行(広島大・医)

武田雅俊(大阪大・医)

国代朋子(青山学院大・理工)

鍋島俊隆(名古屋大・医)
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西川 徹(東京医歯大・医)

西津正豊(国立医療福祉大)

2)国際対応委員会

委員長 御子柴克彦(東京大・医科研)

安藤 進(都老人研)

池中一裕(国立生理研)

植村慶一(慶雁大・医)

小幡邦彦(国立生理研)

加藤 尚彦(横浜市大・医)

加藤泰治(名古屋市大・医)(故人)

高坂新一(国立精神・神経センター)

高橋正身(三菱化学生命研)

融 道男(東京医歯大・医)

鍋島俊隆(名古屋大・医)

野村靖幸(北海道大・薬)

芳賀達也(東京大・医)

畠中 寛(大阪大・蛋白研)

東田 陽博(金沢大・医)

ニ木直正(大阪大・医)

宮武 正(昭和薬大・薬)

宮本英七(熊本大・医)

3 )将来計画委員会

委員長 加藤泰治(名古屋市大・医) (故人)

池中一裕(国立生理研)

岡野栄之(大阪大・医)

今泉美佳(杏林大・医)

佐野 輝(愛媛大・医)

白尾智明(群馬大・医)

高橋正身(三菱生命研)

辻 省次(新潟大・医)

野村正彦(埼玉医大)

古市貞一(理化研)

柳津勝彦(国立長寿医療研)

山脇成人(広島大・医)

和中 明生(福島県医大・生体情報伝達研)

アドバイザー熊倉鴻之助(上智大・生命研)

小宮義嘩(群馬大・医)
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高坂新一(国立精神・神経センター)

竹田 稔(昭和大・医)

品中 寛(大阪大・蛋白研)

4 )研究助成金等候補者選考委員会

委員長 遠山正晴(大阪大・医)

阪中雅広(愛媛大・医)

谷山紘太郎(長崎大・医)

西川 徹(東京医歯大・医)

野村靖幸(北海道大・薬)

山脇成人(広島大・医)

山本績子(藤田保健衛生大・医)

5 )編集・広報委員会

委員長 高橋正身(三菱化学生命研)

植田 弘師(長崎大・薬)

熊倉鴻之助(上智大・生命研)

HP担当 平 英一(大阪大・医)

中村洋一(金沢大・医)

福永浩司(熊本大・医)

松岡一郎(北海道大・薬)

森 啓(大阪市大・医)

米国幸雄(金沢大・薬)

山脇成人(広島大・医)

6 )科研費調査委員会

委員長 小宮義嘩(群馬大・医)

高坂新一(国立精神・神経センター)

竹田 稔(昭和大・医)
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日本神経化学会 評議員

秋山一文 (岡山大・医・神経精神医学) 加藤 f申勝 (介護老健施設ヒルトップ・ロマン)
浅井清文 (名古屋市大・医・分子医研・生体制御) 加藤隆一 (慶慮義塾大)
麻川武雄 (佐賀医大・薬理学) 門田 健 (千葉市環境保健研)
朝倉幹雄 (聖マリアンナ医大・神経精神科) 金松知幸 (創価大・生命研)
浅沼幹人 (岡山大・医・分子細胞医研・神経情報) 上崎善規 (大阪大・歯・顎口腔病因病態制御学)
浅野富子 (愛知県コロニー・生化学) 神谷大雄 (福岡大・薬・薬理学)
阿相陪晃 (都老人研・細胞生物学) 亀山仁彦 (生命工学工業技術研・生体機能制御)
阿部輝雄 (新潟大・脳研・細胞神経生物学) 河村 悟 (大阪大・環・生物科学)
阿部敏明 (帝京大・医・小児科) 神庭重信 (山梨医大・精神神経際学)
安藤 進 (都老人研) 北村邦男 (埼玉医大・生理学)
安藤正人 (愛知学泉大) 北村佳久 (京都薬大・病態生理学)
五十嵐道弘 (新潟大・医・生化学) 鬼頭昭三 (兵庫大・附属研究所)
池田正明 (埼玉医大・生理学) 杵鞭宏育 (石巻専修大・理工・酵素薬環)
池中一裕 (国立生理研・神経情報) 木山博資 (大阪市大・医・解剖学)
石川紘一 A (日本大・医・薬理学) 工藤 喬 (大阪大・医・神経機能医学・精神医学)
議辺俊明 (都立大・院・分子生命化学) 熊倉鴻之助 (上智大・生命研・神経化学)
一瀬 宏 (藤田保衛大・総合医科研・分子遺伝学) 栗原 正 (創価大・生命研)
伊藤仁一 (名古屋市大・医・生化学) 栗山欣弥 (明治銭灸大)
井上和秀 (国立医薬品食品衛生研・薬理部) 黒田洋一郎 (都神経研・分子神経生物学)
井上 !頓雄 (横浜市大・医・生化学) 桑野良三 (新潟大・遺伝子実験施設)
井原康夫 (東京大・医・神経病理学) 小池達郎 (北海道大・理・行動知能学)
今泉和則 (田辺製薬・創薬研) 高坂新一 (国立精神・神経センター・代謝研究部)
植田弘師 (長崎大・薬・分子薬理学) 小暮久品 (脳機能検診センター)
上野修 (愛媛学・医・神経精神医学) 小嶋久子 (北里大・医・生化学)
棟村慶一 (慶麿義塾大) 小宮義章 (群馬大・医・分子病態学)
上村敬一 (信州大・医・加齢適応研・加齢生化学) 小山 司 (北海道大・医・神経機能学・精神医学)
内村英幸 (国立肥前療養所) 五嶋良郎 (横浜市大・医・薬王里学)
江頭 亨 (大分医大・薬理学) SAFFEN， DAVID (東京大・医・神経生化学)
衛藤義勝 (慈恵医大・遺伝子治療) 斎藤章二 (日本大)
大熊誠太郎 (jll崎医大・薬理学) 斎藤平Ij和 (札幌医大・神経精神医学)
大熊康修 (北海道大・薬・薬理学) 阪中雅広 (愛媛大・医・解剖学)
大鹿英世 (静和会石井病院) 坂本 安 (埼玉医大・中央研究施設)
大杉 武 (日本ベーリンガーインゲノレハイム) 佐武 明 (長何療育園)
太田 明 (藤田保衛大・医・生理学) 佐藤康二 (浜松医大・解剖学)
太田 茂 (広島大・医・総合薬学) 佐藤修三 (佐藤神経内科クリニック)
大西 博 (浅香山病院) 佐藤 真 (福井医大・解剖学)
大平敦彦 (愛知県コロニー・属生期) 佐藤公道 (京都大・薬・生体機能解析学)
岡田安弘 (神戸大・医・生理学) 佐野 輝 (愛媛大・医・神経精神医学)
岡野栄之 (大阪大・医・神経機能解剖学) 佐野 護 (京都府医大・生物学)
小笠原信明 (愛知県コロニー) 津田 誠 (藤田保衛大・総合医科研・難病治療)
小)11 智 (金沢大・医・解剖j学) 塩坂貞夫 (奈良先端科学技術大学院大・細胞構造学)
小川紀雄 (岡山大・医・分子細胞医研・神経情報学) 島田昌一 (名古屋市大・医・解剖j学)
荻田喜代一 (摂南太・薬・薬理学) 嶋津 孝 (広島女学院大・生活科学)
奥山典生 (プロテインテクノスインスティテュート) 庄盛敏廉 (吉備国際大・社会福祉・精神保健福祉学)
小口勝司 (昭和大・医・薬理学) 白尾智明 (群馬大・医・行動分析学)
小倉明彦 (大阪大・理・生物科学) 鈴木龍雄 (信州大・医・加齢研・神経可塑性)
小鹿幸生 (名古屋市大・医・内科) 須田治彦 (都立保健科学大・作業療法)
小田辰雄二 (北海道大・医・精神医学) 仙波純一 (放送大)
小幡邦彦 (国立生理研・神経化学) 仙波りつ子 (愛知県コロニー・周生期)
加賀谷有行 (広島大・医・神経精神医学) 仙波纏1台 (三重大・医・解剖j学)
郭 哲輝 (大阪大・医・情報薬理学) 祖父江憲治 (大阪大・医・神経生化学)
笠井久隆 (都立保健科学大・理学療法学) 反町 勝 (鹿児島大・医・生理学)
片岡喜由 (愛媛大) 平 英一 (大阪大・医・情報薬理学)
加藤兼房 (愛知県コロニー・生化学) 高野行夫 (福岡大・薬・薬理学)
加藤 聖 (金沢大・医・分子神経情報学) 高橋正身 (三菱化学生命研)
加藤尚彦 (横浜市大・医・生化学) 高松 研 (東邦大・医・生理学)
加藤 武 (横浜市大・理・分子認識) 田口 淳一一 (メディケアファーマシ一回口)



22 神経化学 vo1.39(N 0.4)， 2000 

〈任期:平成13年総会終了迄)

竹内 宏 (岐阜大学) 馬場明道 (大阪大・薬・神経薬理学)
武田雅俊 (大阪大・医・神経機能医学・精神医学) 馬場広子 (名古屋市大・医・生理学)
竹田 稔 (昭和大・医・生化学) 東田陽博 (金沢大・医・細胞遺伝子学)
武田泰生 (都老人研・細胞認識) 樋口宗史 (新潟大・医・薬理学)
武富 保 (信州大) 久永葉市 {都立大・理・生物科学)
田代朋子 (青山学院大・理工・化学) 日高弘義 (デ・ウエスタン・セラピテクス研究所)
田中千賀子 (兵庫県高齢者脳機能研究センター) 平松 緑 (山形大・医)
問中稔久 (大阪大・医・神経機能医学・精神医学) 福井裕行 (徳島大・薬・薬物学)
問中英明 (熊本大・医・神経分化学) 福永浩司 (熊本大・医・薬理学)
田中正敏 (久留米大・医・薬理学) 藤沢 (旭川医大・生化学)
谷山紘太郎 (長崎大・医・薬理学) 藤田 忍 (三菱化学生命研)
図説l和雄 (佐賀医大・脳神経外科学) 古市貞一 (理化研・分子神経形成研究)
玉井洋一 (人間総合科学大) 古川昭栄 (岐阜薬大・分子生物学)

田丸政男 (広島県保健福祉大・コミュニケーション障害)星 直人 (金沢大・医・締胞遺伝子学)
辻 彰 (金沢大・薬・薬効動態学) 堀江秀典 (横浜市大・医・生理学)
辻 省次 (新潟大・脳研・神経内科学) 堀尾嘉幸 (札幌医大・薬理学)
津田正明 (富山医薬大・薬・分子神経生物学) 松岡一郎 (北海道大・薬・神経科学)
遠山正禰 (大阪大・医・機能形態学) 松谷天星丸 (JII村学闘女子大)
融 道男 (東京医歯大) 松田敏夫 (大阪大・薬・複合薬物動態学)
戸谷重雄 (慶慮義塾大) 三木直正 (大阪大・医・情報薬理学)
豊島 至 (秋田大・医・内科学) 御子柴克彦 (東京大・医科研・脳神経発生・分化)
直井 信 (応用生化学研・脳科学) 三須良実 (しのぶ病院)
中嶋一行 (創価大・生命研) 溝沸l隆彦 (愛媛大・医・神経精神医学)
中嶋照夫 (傍教大・健康福祉学) 溝部文夫 (大正製薬・総合研)
仲田義啓 (広島大・医・薬効解析科学) 宮武 正 (昭和薬大・薬物治療学)
中村和生 (北里大・医・生化学) 宮本 篤 (札幌医大・薬理学)
中村重信 (広島大・医・内科学) 宮本英七 (熊本大・医・薬理学)
中村 俊 (精神・神経センター・診断研究部) 村上富士夫 (大阪大・基礎工・生物工学)
中村泰治 (昭和大) 毛利皆郎 (北陸大・薬・生物活性)
中村 祐 (大阪大・医・神経機能医学・精神医学) 森 則夫 (浜松医大・精神科神経科)
中村洋一 (金沢大・薬・薬効動態学) 森 啓 (大阪市大・医・老年研究・脳・神経系)
中谷一泰 (昭和大・薬・生物化学) 盛政忠臣 (大田記念病院)
中山 孝 (横浜市大・医・生化学) 森山芳郎 (岡山大・薬・生化学)

永井康雄 (ピーェフ研究所) 矢崎貴仁 (慶態大・医・生理学)
永井克孝 (三菱化学生命研) 柳津勝彦 (長寿医療研究センター・痴呆疾患研究)
長池一博 (三菱化学・横浜総合研) 矢部千尋 (京都府医大・薬理学)
永田 豊 (藤田保衛大) 山内 卓 (徳島大・薬・生化学)
永津俊治 (藤田保衛大・総合医科研・神経化学) 山形要人 (都神経研・神経薬理)

鍋島俊隆 (名古屋大・医・医療薬学・薬剤部) 山口知子 (東京女子医大・生化学)

西尾康昭 (福山大・薬・応用薬理学) 山田和雄 (名古屋市大・医・脳神経外科)
西川 徹 (東京医歯大・医・神経精神医学) 山田清文 (名古屋大・医・医療薬学)
西津正豊 (国際医療福祉大・臨床医学研究センター) 山本敏文 (横浜市大・理・分子認識)
西村 健 (甲子園大・人間行動学) 山本秀幸 (熊本大・医・薬理学)
丹羽正美 (長崎大・医・薬理学) 山脇成人 (広島大・医・神経精神医学)
額田敏秀 (都精神研・神経化学) 横山和仁 (東京大・医・公衆衛生学)
野口鉄也 (東邦大) 横山 茂 (金沢大・医・細胞遺伝子学)
野田百美 (九州大・薬・病態生理学) 吉岡充弘 (北海道大・医・薬理学)
野村正彦 (埼玉医大・生理学) 吉川和明 (大阪大・蛋白研・蛋白質機能制御)
野村靖幸 (北海道大・薬・医療薬学) 吉村和法 (埼玉医大・生理学)
芳賀違也 (東京大・医・神経生化学) 米田幸雄 (金沢大・薬・薬効動態学)
楠井美奈子 (金沢大・医・神経物性) 渡遁建彦 (東北大・医・細胞薬理学)
橋本恒一 (京都府医大・薬理学) 渡辺康裕 (防衛医大・薬理学)
畠中 寛 (大阪大・蛋白質研・蛋白質生合成) 渡辺義文 (山口大・医・神経精神医学)
鳩谷 龍 (水口病院) 渡部和彦 (都神経研・分子神経病理)
林 恭三 (岐阜薬大・分子生物学) 和田圭司 (国立精神・神経センター)
林要喜知 (旭川|医大・生命科学) 和中明生 (福島県医大・生体情報伝達研・細胞科学)
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第43回日本神経化学会大会を終えて

日本神経化学会第43回大会長東 田 陽 博

(金沢大学大学院・医学研究科・分子情報医学系独立専攻・細胞遺伝子学)

第43回日本神経化学会(金沢)大会は、平成12

年10月18、19、20の3日間、金沢市観光会館で開

催されました。ミレニアム大会に相応しく 550名

以上の参加者を得て盛会に終りました。本大会は、

金沢大学の小川智(医・解剖学)、加藤聖(大

学院・分子神経情報学)、狩野方伸(医・生理学)、

辻彰および米田幸雄(薬・薬効動態学)の各教

授を中心に実行委員会を構成し、運営にあたりま

した。

今世紀最後の大会として、神経化学会のあり方

やアイデンティーは何かという議論が進む中、大

会の運営にいろいろ新しい試みを行いました。第

一に抄録等の受付を、インターネットを使用して

行いました。この件について1999年5月頃、理事

長の三木直正先生に言われました。可能な種々の

方法を検討した結果、学会事務センターが(生化

学会で使われている方法をもとに)神経化学会用

に提供してくれる方法を取り入れました。今から

思うと、もしそれをやっていないと、この IT時

代に大変な遅れをとるところでした。

この方法の利点は三つありました。第一に費用

がリーズナブルであること、第二にこちら側に専

属の担当者(例えば助教授や助手)を充でなくて

済むこと、第三に事務センターのコンビューター

にデーター管理を頼めて安全であることでした。

特に第二番目は、小さな教室が学会運営をしてゆ

く上で大変な利点で、最初の見通しどうり省力化

出来ました。 7月1日よりの受付けスタート前、

利用上の不備をチェックするために多少のエネル

ギーを削った他は、抄録受付の 7 月 1 日 ~24 日の

期間はもちろん、さらに投稿終了後8月5日まで

も何もタッチする必要がありませんでした。 7~

8月にかけての 1ヶ月は、教室でたっぷり実験す

ることが出来ました。事務センターの方で一切の

対応や情報の整理をしてくれたからです。ただ、

一般演題のプログラム編集が実質たった 1週間し

かなかったこと、お盆休みに引っ掛かったため、

口演の座長を決めるのに充分な考慮がはらえなか

ったことは否めませんでした。

インターネット上、受付けた情報を印刷する情

報として並び替え打ち出してみると、所属名の不

揃いが目立ちました。タイプミスが見つかった時

に、どこまで主催者として修正するかが問題にな

りました。発表者リスト作成上では、名前を英語

の読みから作ると、旧姓を付けている方は日本語

名としての分類の思わぬ所に表われ吃驚しまし

た。また、キーワード(英語)を自分で入力され

ると大文字になっていませんでした。これからこ

ういったことにソフトを整備してゆく必要がある

と思われました。

第二として、プログラム委員会をメール会議形

式で行いました。実行委員会であらかじめ作った

議案を送付、そしてそれを判断して頂きました。

直接金沢に集まって頂くことは一度もしなかった

代わりに、39名という多くの方に意見をお聞きし、

プログラムを検討して頂くと共に、情報を早くか

ら見て頂くことが出来ました。シンポジウム決定

は、公募に応じられたテーマム実行委員会が提

案したテーマをプログラム委員に、大会として相

応しい順にA (2点)、 B (1点)、 Cを付けて採
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点してもらい、その集計により12テーマを選びま

した。得点の多いもの順に大きな会場を割り振り

ました。実際、シンポジウム参加者と会場のサイ

ズがそれぞれのテーマでびったり合っていたのに

は驚かされました。従ってこのことから、神経化

学会員が現在どの様なテーマに興味をもっている

かがある程度わかりました。

第三は、若手奨励賞がスタートするにあたって、

そのシンポジウムと奨励賞選考委員会による選考

と、理事会での承認、懇親会での表彰を行うため、

庶務幹事の池中一裕教授と相談し、普段の学会と

は異なる日時に学会としての行事(理事会、総会、

評議員会)を行いました。多少驚かれたりしたと

思いますが、スムースに運んだと思っております。

故加藤泰治教授の将来計画委員会からの提言

を、少しでも大会運営上実現しようと、現執行部

と密に連絡を取り合いました。また、池中先生と

国際神経化学会のテーマや、そのやり方とに整合

性をもたせるように努めました。その結果、シン

ポジウムを午前中の横並びにしたことで一般口演

とのパッテイングを無くしました。また、一般口

演では発表10分討論10分を守りました。討論で盛

り上がるようにどちらかというと若い人や、未完

成の論文を選びました。さらに、米国先生により、

若手育成の一環として発表のトレーニングを兼ね

た「ワクワクなまいきシンポジウム」を設けまし

た。しかしそこではかえって堂々とした発表がな

されていました。ポストゲノムの時代になってい

ろいろな所で、ディスカッションが活発に行ない

得るようになったと多くの人の印象でした。一方

で、ポスタ一発表者のため、ポスター賞を行いま

した。松山大会で実際に担当された中村助教授(現

金沢大・薬)の応援を得て、 Top10%fこ入る良い

(定義はいろいろ)ポスターを15題選び大会長名

で表彰しました。

特別講演は、コロンピア大学のスターン教授に

「ベータアミロイドタンパクのレージ受容体を介

する神経細胞アポトーシスについて」、彼の精力

的な仕事を語って頂きました。次に、 NIHのク

リ一博士に「カルシウム・カルモジュリンで活性

化されるカルチニューリンについて」、この重要

なタンパク質の今持つ問題点を静かに述べてもら

いました。話の最初に垣内先生の写真を見せて語

られたのが印象的でした。最後に、藤田保健衛生

大学分子医学研究所長の永津俊治先生に「パーキ

ンソン病をチロシン代謝からみた病態について、

先生の25年に亘るわたる研究を披露して頂きまし

た。今年度ノーベル賞のスエーデンのカールソン

博士のエルドーパの発見を生化学的に発展された

内容で、永津先生に講演をお願いしたことが正に

タイムリーでした。

懇親会では、 1972年第15回大阪大会(神経化学

第11巻)で、宮本英七とグリーンガードの連名で

「ウシ脳からの3'，5' サイクリック AMP依存

性蛋白リン酸化酵素の精製と基質タンパク質によ

る活性化」という演題を発表されていたことを紹

介しました。グリーンガード教授の長年の大成果

に対する本年度のノーベル賞受賞を本大会として

も心から喜びました。金沢大会のあった年に、こ

のような記念すべきことがあり、 30年、 40年と自

分の信じる神経化学的研究を続けることの大事さ

を改めて感じました。本学会のこれからの益々の

隆盛を念願し、神経変性症等の病因・治療開発へ

の決意と、 21世紀の研究への展望をこの金沢大会

で会員一同決意した次第でした。

最後に、「いろいろな趣向が凝らされており、

久しぶりに神経化学会らしい大会になった」とい

ろいろな方に言ってもらいました。神経化学会が

単独で聞く大会の一つのあり方を示せたかも知れ

ません。一人ひとりが、「我が学会と」その必要

性を新たに感じられることが、学会の強みになる

かも知れません。いろいろの課題を積み残しては

いますが、無事閉会できました。皆様のご協力ご

援助に心からお礼を申し上げる次第です。
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公開ンシンポジウム一日本生物学的精神医学会合同企画シンポジウム-

「神経ステ口イドーその脳機能調節作用と分子基盤」

本シンポジウムは、最近注目を集めている神経

系で産生されるステロイド類いわゆる神経ステロ

イドの生合成と作用機構について、最新の興味あ

る話題を提供することを意図して山脇(広島大・

医)と植田(長崎大・薬)が企画したものである。

まず、鍋島ら(名大院・医)は、不安神経症やス

トレス疾患動物モデルであるマウスの強制水泳試

験法を用いて、抗ストレス作用を示すシグマ受容

体リガンドとしての神経ステロイドの作用につい

て紹介した。次に、名和田(九大院・医)は、神

経ステロイドである DHEASの生体調節機構に

ついて、これまでに詳しく解析されている末梢臓

器における生合成機構を加齢に伴う変化とコルチ

ゾルとの関連から説明した。川戸(東大院・総合

文化)は、脳内のステロイドホルモン合成経路に

関わる酵素群の発現とその調節、及び、神経ステ

ロイドのNMDA受容体に関わる急性作用につい

て述べた。また、吉田ら(長崎大-薬)は、神経

ステロイド受容体としてのG蛋白質連関型シグマ

受容体の存在について、生化学的及び行動薬理学

的な研究結果を発表した。最後に、三園(群馬大

・医)は臨床的な立場から、うつ病患者における

神経ステロイド生合成系に対する抗うつ薬の関与

や、がん患者などにおける心理的ストレスとうつ

病、不安といった症状との関連について概説した。

この中のいくつかの話題と神経ステロイド研究の

現状についてについて取り上げてみたい。

まず、神経系でのステロイドホルモン類の合成

については、これまで合成経路に関わるいくつか

の酵素群が成体脳において、その存在が確認され

植田弘師
(長崎大学薬学部分子薬理学教室)

ていないという問題点があった。今回、晴乳動物

の成体海馬錐体細胞層に一群のステロイドホルモ

ン合成酵素が存在することが免疫組織化学的に示

された。なかでも、 P450アロマターゼまでもが

存在し、エストラジオールが脳で生合成されてい

るのではないかという報告が注目される。これま

でに確認できなかった原因として、用いた抗体の

差異が指摘されてた。また、脳内でのステロイド

ホルモン生合成は、一つの細胞ではなく複数の異

なる細胞が、生合成のそれぞれ異なる部分を担当

していることも示唆された。このような分業制が

敷かれているのであれば、各細胞の役割分担とそ

れぞれの中間代謝物の作用点との関連を明らかに

することが、今後の重要な課題と考えられる。一

方、マウスの強制水泳時に脳内で神経ステロイド

のallopregnanolon量が上昇し、その上昇は血中

での上昇より早くまた大きな変化であった。この

ことは強制水泳により脳内での合成系が調節され

ていることを伺わせる。また、培養神経細胞の実

験から、 NMDA刺激、細胞内カルシウム濃度上

昇を経て、ステロイド合成の調節因子である

StARを介するプレグネノロン産生促進機構が報

告された。

脳で作られる神経ステロイドの作用点として

は、これまでに核内受容体以外に、細胞膜受容体

として、 GABAA受容体、 NMDA受容体、シグ

マ受容体などが報告されているが、本シンポジウ

ムでは、特IこNMDA受容体及びシグマ受容体に

関する最新の知見が発表された。

NMDA受容体に対する作用としては、 DHEA、
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エストラジオール、コルチコステロンなどによる

アロステリックな増強作用が見られた。特に興味

深いのは、これまで報告されていないエストラジ

オールの作用で、プレグネノロンの 1万倍の作用

を示し、脳での産生量が少なく微量であったとし

ても無視できないのではないだろうか。その作用

機序の仮説としては、 NMDA受容体以外の細胞

膜受容体に作用し、 srcによるリン酸化を介する

NMDA受容体活性化の可能性が述べられたが、

今後の検証が注目される。

一方、シグマ受容体を介する作用としては、動

物行動薬理学的な解析から、 DHEASやPREGS

がシグマ lアゴニストとして、また、プロゲステ

ロンが同アンタゴニストとして作用し、さらに、

シグマ l受容体の中でもフェニトイン感受性のサ

ブタイプに対して作用するのではないかと考えら

れた。まだシグマ受容体については不明な点が多

いが、神経ステロイドの作用するシグマ受容体が

G蛋白質連関型の受容体であることが示唆され

た。特に再構成実験の結果から、この受容体は

Giと連関し Goとは連関しないものであること

が示された。このG蛋白質連関型受容体を介する

神経ステロイドの作用は、 invivoでの末梢性痔

痛試験法によっても確認され、核内受容体では説

明できない神経ステロイドの急性作用が個体レベ

ルでも確認された。更に興味深いこととして、こ

の神経ステロイドの急性作用が、内分泌撹乱物質

によって抑制された点がある。神経ステロイドあ

るいはシグマ化合物は、ストレスや情動行動に影

響することが知られており、内分泌撹乱物質の精

神機能に影響する作用点であるかも知れない。ま

た別に、内分泌撹乱物質と神経ステロイドとの関

連として、海馬神経細胞での実験で、 EPSPに対

しエストラジオールと同様にピスフェノールが増

強作用を示すことが発表された。今後、内分泌撹

乱物質の脳機能に及ぼす影響として、これらの細

胞膜に存在する神経ステロイド受容体を介する作

用が非常に注目される。

神経発生の分子・細胞メカニズム

岡野栄之
(大阪大学大学院医学系研究科・医学部神経機能解剖学)

日本神経化学会は、脳生化学・神経薬理学の中

心的な学会であることは間違いないが、これに加

え、臨床的な側面(特にこユーロトランスミっター

とその受容体系を中心とした精神神経疾患に関す

る研究)に関するトピックをコアにしているイ

メージがあるであろう。一方、今回私達がオーガ

ナイズしたシンポジウム(神経発生の分子・細胞

メカニズム:オガナイザー・岡野栄之(阪大)、

中福雅人(東大))と密接な関係のある神経系の

発生Iこ関する分子細胞生物学的研究や再生医学を

目指した神経系の幹細胞生物学に関しては、特に

specializeした学会基盤がなく、我が国のこの分

野の研究者は、日本神経科学会、日本発生生物学

会、日本分子生物学会、日本生化学会等に適当に

分散して学会活動を行っているようである。要は

我が国のこの分野の若手からシニアの方までが一

同集まり、議論する officialな場がなかったので

ある。国内のこの分野の研究聞のdiscussioil、情

報交換は主にゲリラ的な研究会、個人的努力、限

られた人間による班研究によって担われてきてお

り、当然ながらもっと改善すべきものがあるであ

ろう。そこで単純な発想法であるが、人数的にも

こじんまりとしており、小回りも利く本日本神経

化学会が、神経系の発生に関する分子細胞生物学

的研究や再生医学を目指した神経系の幹細胞生物

学等の領域(分子神経発生生物学とでもよびまし

ょうか?)の最も代表的な学術集会として情報発

信できないものだろうか? と数年前から考える



ようになった。 3年前の松山大会では、神経発生

研究と脳の高次機能の研究の接点を何とか求めこ

とをテーマとしてシンポジウムを組み、今回は再

生医学的な応用を始める前に必要となる神経発生

過程における細胞の運命決定機構と、細胞移動を

含めた形態形成に関する基礎的研究をテーマとし

たシンポジウムとした。本学会にとって新しい人

材の発掘という意味も考え、大隈典子先生(東北

大学大学院・医)、田賀哲也先生(熊本大学発生

医学センター)、小川正晴先生(理研BSI)とい

った非会員でありながら、大変高名な方々をおよ

びした(大隈先生は残念ながら御風邪のため御欠

席。次回に期待したし、)。また、大会長の東田陽

博大会長には、この非会員のシンポジストの旅費

を捻出いただいたことに、この場を借りて深く感

謝したいと思う。

本シンポジウムにおいては、オーガナイザーで

ある中福雅人先生と私は、神経幹細胞の基本性質

とその分化調節にかかわる遺伝子産物の機能に関

する発表を行った。田賀哲也先生は、神経幹細胞

からアストロサイトの分化において、分泌性因子

である LIFとBMPが協調して働くこと、さら

に両因子によるシグナル情報伝達の下流ではたら

く転写因子である Stat3とSmadの両方が p300 

蛋白を介し、アストロサイトのマーカーである

GFAP遺伝子のプロモーター上で機能的な複合体
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を形成し、同遺伝子の転写活性化を起こすことを

示す素晴らしい研究結果を紹介された。細胞分化

を引き起こすサイトカインの働きと、分化遺伝子

の転写活性化を結びつける大変興味深い仕事であ

るといえる。また、小川正晴先生は、大脳皮質形

成に関する一連の壮大な研究結果を発表された。

特に大脳皮質形成に異常を示すreeler変異マウス

の原因遺伝子産物Reelinとそれに対する機能阻

害抗体CR50をどうやって見つけていったか?

Reelinに対する受容体分子は何か? そのシグ

ナル機構はどうなっているのか? 結局のところ

大脳皮質はどうやって作られるのか? 等のエキ

サイティンな問題に次々と addressした御話は、

圧巻であった。質疑応答では、マトリックス細胞

説により「神経幹細胞」の概念を古くから提唱さ

れている藤田哲也先生()レイ・パスツール医学研

究センター)から大変示唆に富んだコメントをい

ただけたことも本シンポジウムの大きな収穫であ

った。欲を言えば、本大会では、奨励賞その他多

くの企画があったものの、特に20代の元気のよい

若手があまり参加していなかったことが少し気に

なることであった。本シンポジウムでもある程度

いのシニアメンバーによる質疑応答が中心であっ

た。何とか多少粗削りでも、若手の熱気で煽られ

るような雰囲気にしたいものである。

コリン作動性神経の神経生物学:最近の話題

シンポジウムは、 10月18日に下記の要領で行わ

れた。聴衆は増減があったが、 50-100名程度で

あった。かなり活発な質疑・討論が行われた。

奥田隆志(東大医・神経生化:9 -9.30 

高親和性コリン取り込みとアセチルコリン合成

松井稔(東大・薬・遺伝:9.30-10 

ムスカリン性アセチルコリン受容体のノックアウトマウス

芳賀達也

(東大・医・神経生化学)

木村文隆(阪大・医・バイオメデ) : 10一10.30

大脳皮質におけるアセチルコリンによる制御機構

小山純正(福島医大-生理:10.30-11 

アセチルコリン作動性ニューロンと睡眠

小笹貴史(エーザイ・筑波研:11-11. 30 

アルツハイマー病治療薬塩酸ドネベジルの神

経化学的特性および臨床効果
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重本和宏、加藤武、鍋島俊隆 : 11. 30-12 

総合討論

アセチルコリンは最初に同定された伝達物質で

ある。受容体という概念が提唱されたのむアセチ

ルコリン受容体についてである。ムスカリン、ニ

コチンなど薬物による受容体の分類でも先例とな

っている。ニコチン性およびムスカリン性アセチ

ルコリン受容体は、それぞれイオンチャンネル受

容体とGタンパク質共役受容体を代表し、最初に

同定された神経伝達物質受容体である。アセチル

コリンは、運動神経、自律神経の伝達物質である

だけではなく、中枢神経系では学習・記憶、睡眠

などに重要な役割を担っている。このシンポジウ

ムでは、元祖伝達物質ともいうべきアセチルコリ

ンを持つ神経、コリン作動性神経について最近の

話題を取り上げた。

アセチルコリンはアセチルコリンエステラーゼ

によってコリンと酢酸に分解されて不活性化され

る。他の伝達物質は、細胞内に取り込まれること

によって作用が停止する。取り込みは Na+濃度

依存性に働くトランスポーターによって行われ

る。アセチルコリンを細胞内に取り込むトランス

ボーターは知られていないが、コリンをNa+依

存性に取り込むトランスポーターは30年前から知

られていた。しかし、多くの伝達物質トランスポー

ターがクローニングされたにもかかわらず、コリ

ントランスボーターは長い間クローニングされな

かった。最近奥田氏らが、線虫やヒトのゲノムプ

ロジェクトを利用してクローニングすることに成

功した。 InSilicoスクリーニングの走りである。

コリントランスポーターは、他の伝達物質トラン

スボーダーと相同性を持たず、栄養物質取り込み

系であるグルコーストランスボーターなどと相向

性を持っている。伝達物質の進化を考える意味で

興味深い。このトランスボーターがアセチルコリ

ン合成の律速過程であることが示唆されている

が、その直接的な証明はこれからの課題である。

ムスカリン性アセチルコリン受容体は 5種ある

が、全てのサブタイプのノックアウトマウスが作

成された。松井氏が報告した。どのマウスも、ピ

ンピンしているようである。 M3受容体のノック

アウトによって唾液分泌傷害が起こるが、消化管

機能は変わらないとのことである。正常マウスで

は何れも M3受容体を介すると考えられるが、 1

つは代償作用無く、他はありと 2つの場合がある

のはおもしろい。排尿のコリン神経支配に性差が

あるという結果もおもしろい。ムスカリン受容体

のアンタゴニスト投与で学習・記憶能力が低下す

ることはラットやヒトでよく知られている。そこ

で、学習・記憶がどうなっているかが最も気にな

るところであるが、まだはっきりした結果は得ら

れていないようである。不思議である。これも代

償作用が働いた例なのであろうか。ニコチン性ア

セチルコリン受容体については、総合討論の時ア

グリンによるクラスター化について重本氏から報

告があった。

アルツハイマー病でコリン作動性神経が脱落

し、それが痴呆の大きな理由と考えられている。

アルツハイマー病の治療薬として唯一認可されて

いるのは、アセチルコリンエステラーゼ阻害薬で

ある。小笹氏が新規治療薬ドネベジルについて報

告した。全ての患者に効くわけではないが、極め

て顕著な改善例が見られるとのことであった。フ

ロアからも著効例の発言があった。ドネベジルが

末梢作用がほとんどなく中枢にだけ効くという

データーが印象的であった。サリンの強い副交感

刺激作用などを考えると不思議な気がする。ブチ

ルコリンエステラーゼへの作用が弱いといういう

ことで全部説明可能なのであろうか、興味がある。

小笹氏の講演中は聴衆も増え、この話題に関する

関心の高さが伺えた。

コリン作動性神経は前脳基底部から大脳皮質-

海馬などに広く投射しているが、投射先でのアセ

チルコリンの役割はよく分かっていない。木村氏

は電気生理学的解析の結果を報告した、アセチル

コリンは大脳皮質内の他の神経からの情報をプレ

シナプス側で抑制し、視床からの情報をプレシナ

プス側で促進するとのことであった。これらのア



セチルコリンの作用はMl， M4ムスカリン受容

体、ニコチン受容体などを介して行われるとのこ

とであった。アセチルコリンは視床・皮質連絡を

強め、側方からの制御を抑制すると考えられる。

一方、中脳・橋にあるコリン作動性神経は視床な

どに投射し、睡眠調節に関わることが知られてい

る。小山氏が多数のデータを用いて報告した。レ

ム睡眠のときだけ活動するもの、レム睡眠と覚醒

時に活動するものなど、異なる機能を持つコリン

作動性神経が存在するとのことで、単純な結論を

出す段階には無いように感じられた。

色々な分野の人の仕事を順次聞いて行くと、受

容体ノックアウトマウスを用いて生理学的実験と

行動実験(学習-記憶、睡眠・覚醒など)を組み

合わせて行えば、「分子機能J. I細胞活動」

「行動」を繋ぐ経路が徐々に拓けてゆくのではな

かろうかという感じがしてきた。これからも、多

少の懸隔は気にしないで、神経化学・電気生理学
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-行動学を一緒の場で討議することが重要であろ

う。本シンポジウムでは、脳での伝達物質の動態

を直接測定している加藤武氏、マウスの行動を研

究している鍋島俊隆氏に多くの議論に参加してい

ただき、貴重な意見を聞くことが出来た。

東回大会会長のご厚意で、このシンポジウムは

ケーブルテレビで放送された。アルツハイマー病

治療薬は一般の人の興味を引くテーマだが、他の

4題はちょっと専門的すぎたかもしれない。今回

は我々の準備不足であったが、最初から一般向け

のシンポジウムを組んで、会場と共にケーブルテ

レビで流すのはよいことである。一般の人が分か

らないのは専門用語であって、最先端の神経化学

の成果に輿味と理解力を持つ人は大勢いると思わ

れる。高校の先生などにも参加してもらう企画も

よいのではなかろうか。そのような人たちに最新

の成果を分かりやすく提供するのも学会の lつの

使命であろう。

バイオインフォマティクス

一昨年から教室の輪読会でバイオインフォマティ

クスに関する 2冊の本を取り上げました。 Else羽er

社のTrendsシリーズのsupplementとして発行

されている TrendsGuide to Bioinformaticsと

Pharmainformatics: a trends guideです。そこに

は、従来の塩基配列のデータ解析にとどまらない、

統合的な学聞が確立しつつあることが感じとれま

した。

この時期がちょうど今大会の準備期間と重なっ

たこともあってか、バイオインフォマティクスを

新しい試みとしてプログラムに加えるという案が

大会長から持ち上がりました。これを受けて私が

シンポジウムの企画を担当し、委員会の承認を経

て実施の運びになった次第です。といっても、私

自身がバイオインフォマティクスに造詣が深いわ

横山 茂

(金沢大学大学院医学研究科細胞遺伝子学講座)

けでありません。入門者として一般的な考え方を

学びたいという思いもあって、神経との関連性に

こだわらず本格的な研究をされている 4人の方々

に講演を依頼しました。

五斗進先生(京都大学化学研究所生体分子情報

研究部門皿) からは、 KEGG(Kyoto Encyc10pedia 

of Genes and Genomes， http://www.genome.ad. 

jp/keggJ)、特にその中のMetabolicPathwaysを

中心に解説がありました。これは神経化学会ホー

ムページのリンク集の中にも収められているもの

です。バクテリアのリジン生合成経路を例にして、

現在の知識をどのようにしてデータベース化して

ゆくのか、またどのように代謝パスウェイを解析

して生物学的意義付けをするのかが示されました。

伊藤隆司先生(金沢大学がん研究所遺伝子染色
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体構築研究分野)のプロジェクトは、出芽酵母の

約6000個の蛋白の総あたり戦として2ハイブリッ

ドシステムによるスクリーニングを行い、蛋白質

問相互作用のデータベースを構築するものでし

た。得られた結果からネットワークを作ってゆく

過程を、細胞内小胞体輸送、自食作用に関与する

蛋白を例にして詳しく話されました。さらに、分

子間相互作用に供与するモジュールについて細胞

生物学実験への応用性と機能予測の観点から説明

がありました。

中山学先生(かずさ DNA研究所ヒト遺伝子第

一研究室)は、 HUGEprotein database (A Database 

of Human Unidentified Gene-Encoded Large 

Proteins Ana1yzed by Kazusa cDNA Project， 

http://www .kazusa.or担/huge)を解説しました。

4キロベース以上のヒ卜 cDNAを系統的に解析

するプロジェクトです。実験技術上の困難さに加

えて、大型蛋白は疾患の原因分子あるいは多細胞

生物の細胞間コミュニケーションに関与する分子

である頻度が高いという意味からも、重要性が高

いものです。この中から特定のモチーフを持つ蛋

白をコードする遺伝子を探索するモチーフトラッ

プ法を紹介しました。このコンビューター上のス

クリーニングは、PCRやクロスハイブリダイゼー

ションでは不可能に近かったクローニングをも可

能にするとのことです。 EGF様モチーフ

(CxCxxxxxGxxC)に基ずいて小脳頼粒細胞特異

的に発現する MEGF1をクローニングした成功例

が紹介されました。

Ro1and Somogyi先生 (Mo1ecu1arMining社、

http://www .mo1ecu1armining .comJ)には、カナ

ダ・オンタリオ州、|キング、ストンより遥々お越しい

ただききました。以前米国の学会で当時Incyte

社にいた彼の研究グループの発表に感銘を受け、

是非この機会にと思ったからです。 DNAチップ

あるいは定量的RT-PCRで得られた大量の遺伝

子発現プロファイルの解析例を紹介しました。脊

髄、海馬の発達過程における100個以上の遺伝子

の発現変化を Wave1-4， constant， otherという

具合にクラスター分類し、共通の発現コントロー

ルを受けている遺伝子群が存在することを推測

し、さらにその中から GABA系の分子 (GABA

受容体、 GABA脱炭酸酵素など)を選んで遺伝

子ネットワークを構築してみせました。

最後に個人的印象を付け加えさせていただけ

ば、バクテリア、酵母で行われている分子情報の

データベース化、ネットワーク解析は、今後神経

研究でも有用性を発揮するのではないかと感じま

した。高等動物の神経系の解析は分子種の多さや

形態学的複雑性ゆえに困難でしょうが、実験技術

とコンビューター解析技術の進歩によっていずれ

は容易になるのではないでしょうか。意識、記憶

といった究極的な問題はさておいても、既存の知

識枠を越えた物質問の相互作用関係を見出すこと

ができたら何とも楽しいのではないかと思いました。

ATP受容体の脳内生理機能

井上和秀

高坂新一

エネルギーの通貨として広く知られているアデ

ノシン 3リン酸 (ATP)が情報伝達物質として

機能している事実は、その受容体のクローニング

成功(1993年)とともにようやく認知されてきた。

中枢神経系においても ATP受容体は至るところ

(国立医薬品食品衛生研究所薬理部)

(国立精神・神経センター神経研究所代謝研究部)

で発現しており、重要な機能を担っているとの推

測はかねてよりなされてきたが、その実体になか

なか迫れなかった。しかし近年、神経細胞、ミク

ログリア、ならびにアストロサイトでのATP受

容体の機能に関する研究が発展しつつあり、 21世



紀にはそれらが大きく花開く予感がする。今回の

シンポジウムは、 21世紀を目前にひかえ、このよ

うなポテンシャルのある ATP受容体の脳内生理

機能に焦点を当てて、この研究の第一線で活躍さ

れている方々を集め、単にそれぞれの細胞系での

生理作用にとどまらず、神経細胞とミクログリア、

神経細胞とアストロサイト聞の情報伝達をも念頭

に入れて研究発表していただいた。

高坂新一グループ(国立精神神経センター神経

研究所代謝研究部)の発表「ミクログリアにおけ

るATP誘発性ラップリング形成とケモタキシ

スJでは、ミクログリアがATPの濃度勾配に従

って走化性を示すことを世界に先駆けて見事に証

明した。ミクログリアは様々な神経疾患や脳の障

害に応答して活性型ミクログリアとなり、病変部

位へ集積していくことが従来より知られていた

が、どのような液性因子によりガイダンスされる

のかについてはほとんど知られていなかった。今

回の知見はその走化性を誘発する因子として

ATPが重要な役割を担っていることを明確に示

されたものであり、極めて重要な発見である。し

かもその情報伝達系は、百日咳毒素感受性のGタ

ンパクに共役したATP受容体P2Yによる Rac

活性化という極めてユニークなものであり、その

詳細に関する今後の研究の進展が待ち遠しい。

さて、脳内の病変部位にたどり着いたミクログ

リアは何をなすのであろうか。その答えの一つを

提示してくれたのが仲田義啓グループ(広島大学

医学部総合薬学科薬効解析科学)の秀和泉による

発表 iATPによるミクログリアからのTNF一α

遊離」であった。活性型ミクログリアはサイトカ

インをはじめ様々な生理活性物質を放出すること

が知られている。高坂グループと井上グループ(国

立医薬品食品衛生研究所薬理部)は活性型ミクロ

グリアがATP刺激により神経保護作用を持つプラ

スミノーゲン(K.Nakajimaet a1.， J.Neurochem. 

61， 2155-2163， 1993)を放出することを既に明ら

かにしている (K.lnoue，et a1.， Br. J.Pharmaco1.， 

123， 1304-1310， 1998.)。プラスミノーゲンの放
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出は比較的低濃度のATP(EC50がおよそ15μM)

により主としてP2X7を介して引き起こされる。

またこの放出は刺激後5-10分をピークとした反

応であり、 denovo合成とは異にする機構と考え

られる。一方、秀らが明らかにしたATPによる

ミクログリアからのTNF一α遊離は、かなりの高

濃度のATPOmMが至適濃度)を必要とし、

遊離までに数時間を必要とするものである。

ATP刺激により ERK1/2ならびにp38MAPK活

性と TNFーαmRNA合成も高まることから、こ

の放出は denovo合成に由来すると考えられる。

放出はP2X7のアゴニスト BzATP (2'-and3' 

-0-(benzoy1benzoyl) -adenosine triphosphate) 

によっても引き起こされ、 P2X7の特異的ブロッ

カーであるブリリアントブルーGにより強く阻害

されることから、主として介在する受容体はP2

X7であると考えられる。なお、 MAPK活性化に

関する細胞外 Ca2+依存性に関するデータからそ

の他の因子が介在する可能性も残されており、こ

の点の解明が待たれる。

TNF一αは細胞に対してはアポトーシスを引き

起こしたり、あるいは障害性をもたらすサイトカ

インと考えられてきた。しかし、近年、 TNF一α

受容体ノックアウトマウスでの知見から、 TNF一α

はある条件下では神経保護的に働く可能性が報告

された。どちらの方向に作用するかは受け手側の

問題であろう。ではミクログリアから放出された

TNF一αが神経細胞に対して保護的に働く条件と

はどのようなものであろうか。井上グループは、

ATP刺激によりミクログリアから IL-6が放出さ

れることを報告した。ATPによる IL-6の放出は、

TNFα放出からさらに 3-4時間を要する時間

経過の遅いdenovo合成に基づいている。 IL-6の

神経保護作用については畠中グループならびに鍋

島グループから既に報告されている。井上らによ

ると、 PC12の血清除去による細胞死をIL-6はあ

る程度抑制するが、 TNFα でPC12を3-4時

間前処理すると IL-6による保護作用は増強され

る (Inoueand Shigemoto，私信)という。さら
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に、 TNFα刺激により神経細胞内ではIL-6受容

体と GP130の結合が完成され、いわばIL-6受容

の準備が整う。つまり、以上のことを整理すると

つぎのような仮説が想像される。ある障害部位で

ATPが細胞外に出てくる(神経末端からの放出

やダメージ細胞からの漏出)と、それに向かつて

ミクログリアは走化し、まず低濃度のATPに遭

遇して直ちにプラスミノーゲンを放出する。プラ

スミノーゲンは神経細胞に対して保護的に作用す

る。さらに進み、高濃度のATPにさらされると

ミクログリアは数時間をかけてTNF一αを放出

し、 TNF一αは神経細胞に働きかけてIL-6受容の

準備を整える。その後にミクログリアはIL-6を

放出し、神経細胞はそれを受容して神経保護作用

を発現させる。

ATPは神経終末以外にもアストロサイトから、

特に、機械刺激に応じて放出されていることが既

に報告されている。放出されたATPはパラクラ

イン的に隣接した細胞のP2Y型受容体P2Y1を

刺激してそれぞれの細胞で細胞内Ca2+濃度を高

める。小泉修ーら(国立医薬品食品衛生研究所薬

理部)の発表 iATP受容体の脳内生理機能と

Ca2+動態」ではP2Y1のみならずP2Y2による

Ca2+波伝播も観察され、放出されたATPはさら

に隣接する神経細胞に作用して、既報 (S.Koizurni

and K.lnoue. Br. J.Pharmacol.， 122， 51-58， 

1997)の通り、神経終末からのグルタミン酸放出

を抑制した。この事実は、神経 アストロ細胞

聞の情報伝達にATPが主要な役割を担っている

ことを明確に示している。小泉らの発表で最も印

象的であったのはアストロサイトからのATPの

放出をイメージングで明瞭に捕らえたことであっ

た。これまでの報告はATPの放出を間接的に証

明したにすぎなかったのであるが、今ょうやく実

際にアストロサイトからATPが放出されている

ことをリアルにとらえることが出来るようになった。

ATPは神経終末からのグルタミン酸放出に対

して、プレシナプスに働いて直接的に、あるいは

GABAの放出を促進し GABAAを介して間接的

に、抑制する。しかも、ミクログリアを刺激して

神経保護物質の遊離を引き起こす。これらのこと

から、 ATPによる神経機能の保護作用を推測で

きるが、それをスライス標本の系で示したのが西

崎知之(兵庫医科大学第2生理学教室)の発表

iATP受容体の脳虚血に対する防御作用」である。

ラット海馬から作製したスライス標本において、

貫通枝の電気刺激による集合電位 (PS)を頼粒

細胞層から導出し、 ATPの作用を検討した。そ

の結果、 ATPはGABAの放出を促進すること

により PSを可逆的に抑制した。また、無酸素・

無グルコースという実験的虚血状態に20分間さら

した場合、 PSは一旦消滅し、その後、コントロー

ル群では処理後60分かけて基準値の30%までしか

回復しなかったが、 ATP処置群では基準値の80

%まで回復した。 ADPでもやや弱く類似した作

用を示したが、アデノシンでは回復増強作用は全

く認められなかった。

末梢臓器からの多種多様な情報は延髄背側の弧

束核に入力され、そこで処理された後、自律神経

系の制御のために出力される。従って弧束核は中

枢性自律神経系制御の要と言える。ここにはプリ

ン神経系の受容体やアデノシントランスボーター

がたくさん発現している。加藤総夫(慈恵医科大

学薬理2)はスライス標本でのパッチグランプ法

により、弧束核ニューロンへ入力している神経末

端からのグルタミン酸放出を、 ATPは正負両方

向性に制御することを示した。すなわちATPは、

アデノシンにまで代謝をうけてのち、プレシナプ

スのアデノシン受容体を刺激することにより電気

刺激誘発グルタミン酸放出を抑制する一方で、介

在ニューロンのプレシナプスではATP受容体P

2X (おそらく P2X4とP2X6ヘテロマー受容体チ

ャネル)を刺激して、自発性グルタミン酸放出を

促進する。さらに、非常に重要な事実として、

ATPはインパルスに依存しない状態でむ神経伝

達物質の放出を引き起こすことを示した。これは

P2X非選択的イオンチャネルを介して流入した

Ca2+による放出と考えられた。このことは、例



えばアストロサイトから放出されたATPがある

種の神経細胞末端に作用して神経伝達物質放出を

引き起こしうることを意味している。神経インパ

ルスに依存しない神経伝達の存在が示唆されてい

て、興味深い。

以上のように、 ATP分子は脳内の様々な細胞

系に作用して多様な機能を発現している。紙面の

1歯

本年度の神経化学大会でも、脳虚血がシンポジ

ウムの話題として取り上げられ、大阪大学の遠山、

金沢大学の小川をコーディネーターとして、 3時

間にわたって熱い議論が行われた。

まず、遠山より神経化学大会が、脳虚血による

神経細胞死を救済するための情報発信源となるべ

きである、とのイントロがあり、まず、金沢大学

の堀らが新規ストレス蛋白 SUPIこ関する口演を

行った。堀らは、アストロサイトの低酸素ストレ

スへの応答を解明するため、培養ラットアストロ

サイトを用いて diffrentialdisplay法を行い、低

酸素ストレスにて誘導される新規ユビキチン様蛋白

SUP (Stress-associiated Ubiquitin-like Protein) 

をクローニングした。形態学的及び生化学的検討

から、 SUPはストレス下の細胞において主にゴ

ルジ装置及び小胞体に局在していると考えられ

た。 SUPは、ゴルジ装置及び小胞体膜に局在す

る新規エビキチン様蛋白で、直接あるいは間接的

にストレス下における蛋自分泌に係わり、ストレ

ス応答に重要な役割を担っている事が示唆された。

また、大阪大学大学院医学研究科機能形態学講

座の玉谷実智夫らは小胞体機能の制御による虚血

性稗経細胞死の抑制の可能性に関して報告した。

脳虚血による神経細胞死は脳細胞への血流の途絶

という単純な原因で発生するが、最近はpenumbra

においてアポトーシスを示す報告があいついでな

虚
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関係でふれなかったが、さらにATP分子自らが

神経栄養因子的に働くことに関しても多くの報告

があり、 21世紀にはこれらの全貌が明らかになる

であろう。生体のほとんどの部位で、実に多くの

伝達系に ATPの関与は報告されており、このよ

うな多様性を持った分子がかつてあったであろう

かと、あらためて驚嘆してしまう。

血

小川 智

(金沢大学医学部解剖学第3講座)

されている。細胞の生存に危機的な環境変化が起

こると細胞機能を保護するためストレスタンパタ

質と総林されるタンパク質が合成される。アスト

ロサイトは低酸素暴露に対し耐性を示し、この時

150kDaOxygen-regulated protein (ORP150)等

のストレスタンパクが誘導される。玉谷らは、こ

の小胞体に存在するストレス蛋白を神経細胞に強

制発現させることによって、神経細胞に虚血耐性

が誘導されることを示した。

兵庫医科大学の松山知弘らは新規シナプス蛋白

mint familyの脳内局在と虚血後の発現変化に関

して報告した。 Mint(muncl8-1interacting protein) 

はシナプス小胞蛋白として蛋白/蛋白相互作用を

介して神経伝達機構に重要な役割を担っている。

Mint 1とmint2の虚血時における脳内局在と微

細局在を決定、海馬遅発性神経細胞死の過程に生

じる小胞輸送機構の破綻を示した。脳虚血後の神

経伝達機能異常のメカニズムのひとつとして小胞

輸送蛋白機能変化が考えられる。

金沢大学脳神経外科の山嶋らは、霊長類に特異

的な虚血性神経細胞死に関して報告した。ヒトの

脳を探るストラテジーを開発する事を目標とし、

山嶋らは日本サルを用いて、死につつあるこユー

ロンにおけるシステインプロテアーゼの動態に関

しては、カルシウムによって活性化されたカルパ

インがリソソーム膜を分解する為、カテプシンB、
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Lがリソソーム外に放出されることを発見した。

また、カテプシン-インヒビターが虚血性神経細

胞死を抑制することを発見し、カルパインーカテ

プシン仮説を提唱している。

九州大学生体防御医学研究所の中別府らは、活

性酸素による脳・神経細胞の障害とその防御機構

に関して報告した。中別府らはこれまで IDNA

の酸化障害とその防御機構」について研究を進め、

生物は酸化されたDNAを修復する機構とそのヌ

クレオチド前駆体の酸化体を分解、排除する機構

を備え、活性酸素による酸化障害の危機に対抗し

ていることを明らかにした。神経細胞における、

これらDNA修復酵素の機能と細胞内局在の調

節、さらにヒト神経変性疾患での発現の変動など

について紹介した。

最後に、名古屋市立大学医学部脳袖経外科の山

田らは、脳虚血とトランスボーターにかんする最

新の知見を紹介した。まず水チャンネルであるア

クアポリン4型は虚血性脳浮腫の修復に働き、浮

腫の伸展を防止することで神経細胞死を防止して

いることが示唆した。またラットクモ膜下出血モ

デルで浸透圧調節因子である SMITmRNAと蛋

自の発現を解析し、脳虚血においても浸透庄スト

レスが虚血部位で起こり、 SMITはこれを修復

するために発現することを示し、浸透圧環境の修

復機構がネクローシスの防止に関連する可能性を

示した。

以上、ストレス蛋白、カルパイン、トランスピ

ボータ一等、最新の知見が多く報告され、きわめて

興味深いシンポジウムであったことを報告しておく。

ホスファチジルイノシ卜ール代謝とシナプス機能

最近の研究によって、ホスファチジルイノシ

トール代謝産物が細胞増殖、小胞輸送、アポトー

シス等に関与することが示されており、おそらく

他の様々な細胞内過程に関係しているものと予想

される。シナプスにおいても重要な役割を担って

いると推測されるが、具体的な証拠は乏しい。そ

こで、ホスファチジルイノシトール代謝のシナプ

ス機能における役割が現時点でどこまでわかって

おり、今後どのような研究が必要であるのかを明

らかにするため、この分野で積極的に研究してお

られる方々を招いて本シンポジウムを開催した。

金保(東京都臨床研)はホスファチジルイノシ

トール4ーリン酸5ーキナーゼ (PIP5K)のGTP依

存性活性化因子が低分子量GTP結合蛋白質

ARFであることを証明し、この両者を共発現さ

せると、ラッフル膜形成が起こることを示した。

また、神経芽細胞腫細胞においてPIP5Kが突起

形成を抑制することを見だした。有岡(東大院・

阿部輝雄

(新潟大学脳研究所細胞神経生物学分野)

農生科)は細胞膜を部分的に破壊したPC12細胞

からのノルアドレナリンの放出過程のプライミン

グにPIP5Krが重要であること示し、その細胞

膜への局在化に必要なドメインを同定した。根本

(理研)は脳内の主要なホスフォイノシチドホス

ファターゼであるシナプトジャニン 1のノックア

ウト・マウスの解析を行い、 PIP2量およびクラ

スリン被覆小胞の有意な増加を認め、シナプス伝

達の高頻度刺激後の回復が野生型に比較して遅い

ことを見だした。この蛋白質がシナプス小胞のエ

ンドサイトーシスに関与することが個体レベルで

裏付けられた。橋井(金沢大・医)はNGI08-15

細胞におけるサイクリック ADPリボースの作用

を解析し、それがリアノジン受容体に作用して、

細胞内貯蔵部位からのCa2+放出を促進するとと

もに、 L型Caチャネルを通してのCa2+流入も増

進することを見いだした。また、 v-ki-ras変異

細胞線維芽細胞において、 IP4によって持続性



Ca2+流入が起こることを示し、その機構として

rasGAP1を介する受容体作動性Caチャネルの活

性化を想定した。

以上のように、大変興味深い新知見が提供され、

シナプス機能におけるホスファチジルイノシトー

ル代謝の重要性が示唆された。最後の高橋(三菱
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生命研)によるまとめでも提示されたように、ホ

スファチジルイノシトール代謝の細胞骨格系等を

介したシナプスおける役割は広範囲にわたること

が予想され、今後の重要な研究分野であるとの認

識を持った。(文中、敬称略)

中枢神経軸索再生の分子機構

上記のシンポジウムが10月19日午前9時~正午

まで木山博資、加藤聖のオーガナイズの下で行

われた。背景としては、従来晴乳類では神経軸索

が傷害を受けると、末梢神経を除いて修復しない

のが定説であった。しかしこの分野の研究発展に

より、脳・脊髄の中枢神経軸索が傷害を受けても

再生能を有することが次第に明らかになってき

た。また、魚類や両生類では神経を障害しでも再

生できることは古くから知られている。再生でき

る系とできない系との違いは一体何に基づくのか

神経の問題なのか、或いはグリア細胞など周囲の

細胞環境によるものなのか未解決の問題が多く残

されている。これらの問題の解決に向けて本シン

ポジウムが企画された。

第l演者の木山博資(旭川医大-解剖学)は、

神経再生関連遺伝子の探索の結果、 Rhoファミ

リーに属する TC10を見い出した。 TC10は神経

発生過程には発現が見られず、成熟神経系にもご

く徴量見られるにすぎないが、運動神経障害時に

は著しく発現が増加すること。また培養細胞

(PC12、NIE細胞)に発現させると成長円錐様

の突起が出現し、後根神経節には、軸索伸展を促

進することを報告した。以上のことから、発生と

再生では異なる軸索伸展因子が作動しており、軸

索再生のメカニズムには、発生からだけでなく再

生側からのアプローチも重要であると結論した。

第2演者貝淵弘三(名古屋大・院・薬理学)は

加藤 聖

(金沢大学大学院医学研究科分子神経情報学講座)

低分子量G蛋白質の標的蛋自の一つである Rho

キナーゼがミオシンのリン酸化を介して成長円錐

を退縮させたり、また新規Rhoキナーゼの基質

としてCRMP-2蛋白を見い出し、そのリン酸化

により同じく成長円錐の退縮がおこることを報告

した。以上Rhoファミリーによる神経細胞形態

制御や極性形成(軸索と樹状突起の決定)につい

ての役割について論じた。

第3演者M.Schwartz (イスラエル、ワイズ

マン科学研究所、神経免疫学)は障害神経の修復

と保護に関して、前者にはマクロファージの後者

にはT細胞の重要性を報告した。成熟ラットの視

神経や脊髄の傷害に対してミエリン塩基性タンパ

クに対する白己免疫性T細胞を腹腔内に投与する

とCD4陽性ヘルパーT細胞が傷害神経に集積し、

二次変性を抑制し顕著な神経保護作用を示した。

またこのT細胞の作用はグルタミン酸誘発神経細

胞死に対しでも予防的効果があった。以上、神経

障害に対する保護作用における、免疫系と神経系

とのクロストーク特に自己免疫性T細胞の重要性

について論じた。

第4演者加藤聖(金沢大-院・分子神経情報

学)は、金魚の視神経の再生について、機能的修

復(行動学)、細胞応答(網膜神経節細胞の肥大

化)、分子について報告した。金魚では視神経を

切断しでも晴乳類とは異なり完全に再生がおこる

こと。更に再生を軸索伸長期(10日前後)、視蓋
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でのシナプス結合期 (30日前後)、シナプス再編

成期(3 ~4 カ月)に区分し各時期に関与する分

子としてトランスグルタミネース、 NO合成酵素

などを指摘した。また、晴乳類傷害神経への金魚

視神経再生関連分子の治癒的効果の可能性につい

ても論じた。

本シンポジウムでは再生神経の突起伸展や正し

い再投射への退縮過程、或いは二次的神経障害の

予防など多方面に亘り最新の知見が報告され、

200名を越えるオーディエンスの、活発な討論で

大盛況であった。

細胞接着による生理機能の制御とその異常

ーダウン症からがん転移機構まで-

五嶋良郎

平 英一

(横浜市立大学医学部薬理学教授)

(大阪大学医学部薬理学助教授)

本シンポジウムは五嶋良郎(横浜市立大学医学

部薬理学教授)と平英一(大阪大学医学部薬理学

助教授)が企画しました。金沢大会のシンポジウ

ムを企画するに当たり、大会を主催された東田博

陽先生の希望として、また、神経化学会の本来の

姿を踏襲する意味においても演者の先生方を絞

り、濃厚な内容の講演と討議を行うということが

望まれました。本シンポジウムは細胞接着因子の

生体における機能を明らかにしていくことが目的

であり、細胞接着という一つの現象をあらゆる角

度から検討する必要がありました。接着分子は細

胞表面に発現しており、細胞と細胞外環境の接点

となる分子であり、細胞により発現している接着

因子は異なります。また、接着分子は細胞接着と

いう基本的な機能は共通でありながら、各分子に

よりその機能は異なっています。従って細胞接着

因子の生体における働きを明らかにするために

は、その多様性をまず理解し、個々の特性を知る

ことが必要と考えました。そのために本シンポジ

ウムにおいては一つの分子、現象にこだわらず、

多くの細胞接着因子、さらにはその生理機能を取

り上げる事とし、聴講者の皆様に多岐に富んだ細

胞接着因子の機能を知っていただく事としまし

た。特に最近になり日本においても多くの新しい

細胞接着因子が見いだされてきており、細胞接着

因子を研究される先生方、さらには関連の研究を

されてる先生方が、自分の扱っている分子を違っ

た側面からおのおのとらえ直していただき、今後

の研究の進展に多少とも役立っていただければ本

シンポジウムの目的が達せられたと思います。

細胞接着因子の基本的機能は前述のとおり、細

胞の接着にありますが、本シンポジウムにおいて

は細胞接着因子を様々な生理機能、その制御機構、

さらには疾患との関連という三つの視点からとら

えてみました。現在神経系において知られている

生理機能としては、主に神経細胞からの突起伸展、

その際の成長円錐の運動、細胞の移動、さらには

神経シナプス活動への関与があります。本シンポ

ジウムにおいてもこういった視点から、 Semapho出1、

Ll、 Arcadrin，gicerinの講演がありました。

Semaphorinについては木村徹先生(住友製薬総

合研究センター)が膜結合型の Sema4F，6Bに

ついてその神経系の中で、も視神経における発現の

局在、成長円錐退縮活性、さらには遺伝子座の網

膜変性疾患の原因領域での存在についての講演が

あり、この分子の疾患への関連が示唆されました。

上口裕之先生(理化学研究所脳センター)からは

Ll分子が成長円錐において先端から中心部への

移動とリサイクリング機構についての講演があ

り、Llの成長円錐内での移動が成長円錐の運動

に関わっている事が示されました。山形要人先生

(都立神経研)からはシナプス活動に伴い発現の



上昇する分子Arcadlinの海馬における発現変化、

カドヘリン分子群、さらに TA02とのクロストー

クについての講演があり、 Arcadlinの神経活動

への関与が示されました。また、平英一(大阪大

医学部)からは gicerinの中脳形成における層構

造形成への関与とラット gicerinの成熟神経系に

おける発現の検討の講演があり gicerinが発生期

に加え晴乳類では神経活動にも関連している事が

示唆されました。これらの講演により、神経系に

おいても接着因子が神経突起伸展時の成長円錐制

御から、細胞移動、シナプス活動の制御といった

幅広い活動を行っていることが、また、現在その

微細な制御機構が明らかに成りつつあることが示

されました。

これらの細胞接着因子が細胞の動的な活動に関

与するには単に接着するだけではなく、接着と解

離、さらには細胞内への接着環境状況の伝達と細

胞内からの接着の制御が必要です。この視点から、

本シンポジウムでは吉田成孝先生(奈良先端技術

大)から細胞外での制御例として、細胞外に存在

するプロテアーゼである Neuropsinの神経活動

時における細胞接着因子の分解活性についての講

演があり、プロテアーゼによる分解と接着因子と

シナプス活動の関連が示されました。また、細胞

内からの制御機構の例として寓代研二先生(大阪

大医学部)から NAP系についての講演があり、

接着斑における新しい接着系である Nectin-

Afadin-Ponsin系についてカドヘリンとの関係、

細胞骨格系との関係を示されました。この二つの

講演は細胞接着をどの様に制御するかという点を

明らかにしており、接着分子するが動的に制御さ

れていることを示しており、今後さらなる解明が

期待されます。

一方、生理機能は疾患、機能異常から明らかに

される例が豊富であり、本シンポジウムにおいて

も疾患との関連から見いだされた接着因子の例を

取り上げました。桑野良三先生(新潟大遺伝子実
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験施設)から、成長円錐から単離されコクサツ

キ一、アデノウイルスレセプターであることが明

らかとなったgmp46/CARについての講演があ

り、この分子が、神経回路形成に関与する細胞接

着因子であることが示されました。また、田口明

彦先生(国立大阪南病院)からは神経細胞運動に

関係している amphoterinのレセプターであり、

糖蛋白レセプターでもある RAGEについての講

演があり、 RAGEがグリオーマにおいて発現し

ており、腫療の浸潤、移動、増大、転移を制御し

ていることが示された。そして最後には山川和弘

先生(理化学研究所脳センター)からダウン症原

因領域に遺伝子座がある DSCAMについての講

演があり、この蛋白質が実際に細胞接着活性を持

ち、神経発生時に発現しその形成に関与している

こと、また細胞内でDOKに結合することが示さ

れました。これらの講演から、本来接着因子の持

っている機能の欠損、もしくは増強が疾患を引き

起こしている事が示され、また、生体が利用して

いる本来の生理機能以外にも疾患と絡んだ機能を

持つことが示されました。

このように、本シンポジウムにおいては現在日

本内外で明らかにされつつある様々な細胞接着因

子についてその分子特有の機能についての講演が

ありました。この講演を聴きましでも、細胞接着

因子は名前は細胞の接着を掲げてはいますが、そ

の分子分子により大きく性質が異なり、今後の研

究が細胞接着の性質の普遍化ではなく、性質の個

別化にあること、さらにはその応用が疾患の治療

につながる可能性を秘めるものであり事が示され

たと思います。最後に本シンポジウムを快くお引

き受け下さり、素晴らしい講演をしていただいた

先生方、聴講され、熱心にディスカッションして

いただいた先生方、そして本シンポジウムの開催

を許可していただいた東田博陽先生に感謝すると

共に、今後のこの分野の大きな発展を楽しみにし

ております。
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選択的シナプス強化、除去の分子機構

神経化学学会の“選択的シナプス強化、除去の

分子機構"に参加して感じたこと、考えたことを、

私が今従事している研究に関連していくつかあげ

たいと思う。

井ノ口先生、畑先生、溝口先生はシナプス構築

に関与する分子に関して講演をされていた。私の

おこなっている研究に関連して興味を引かれたの

は、膜の裏打ちタンパク質群が、神経細胞の活動

などの要因により影響を受けたり、分布が変化し

たりする可能性を話された点である。神経団路網

はその形成期に一時的に大人には存在しない過剰

なシナプスをたくさん形成する。発達が進むと、

脳の機能発現に必要なシナプスのみ残して、あと

は排除される。私が研究している小脳登上線維

プルキンエ細胞投射系においても同様な発達

過程をたどることが分かっているが、このとき、

広く知られている仮説によると、神経活動依存的

に必要なシナプスと不必要なシナプスの選別が起

こるとされている。このメカニズムは現在のとこ

ろ不明であるが、活動依存的にシナプスを特徴付

けする分子メカニズムが解明されれば、発達期に

起こる必要なシナプス選別の分子機構という、神

経回路網の発達過程を研究する上での重要な謎の

橋本浩一

(金沢大学医学部・生理学第二講座)

一つが解けるのではないかと考えられる。真鍋先

生は記憶の素過程と考えられているシナプス伝達

の長期増強が、シナプス周辺からの要園により影

響を受けるという講演をされた。一例としてグル

タミン酸トランスポ ターのノックアウトマウス

の話をされていたが、我々の実験系においてもあ

る種のグルタミン酸のトランスポ タ を欠損す

ると、神経回路網の発達異常が起こることが分か

つており、様々な周辺要因の考慮の必要性を再認

識した。高橋先生はシナプス小胞の放出過程に影

響を与える因子に関する話をされていた。抑制的、

促進的様々な経路があり、シナプス終末ごとに存

在する修飾因子の分布が異なる可能性を示されて

いた。我々の研究においては、発達期の登上線維

において将来まで残存する線維と、いずれ排除さ

れる線維とでは、シナプス前終末の電気生理学的

な性質に差が生じてくることが分かっている。そ

のメカニズムとしてシナプス前に存在する制御タ

ンパクの分布が関与している可能性があるのでは

ないかと考えた。演者の先生方は、最先端の研究

の成果を専門分野以外のものにもわかりやすく説

明してくださったこともあり、私だけでなく多く

の聴衆にとって大変有意義な内容であったとd思った。

食欲調節の分子機構

肥満により種々の生活習慣病が引き起こされる

ことが、先進国において深刻な問題となっている

という社会的な背景もあって、食欲調節のメカニ

ズムの解明と新薬の開発が注目されている。 1994

樋 口 宗 史 (新潟大学医学部薬理)

仙 波 恵美子 (和歌山県立医大第二解剖)

年にob/obマウスの肥満の原因遺伝子がクロー

ニングされたのを契機として、食欲調節に関する

研究が飛躍的に進んだ。肥満遺伝子 (obgene) 

にコードされるレプチンは末梢の脂肪組織で産生



され、視床下部のレプチン受容体 (OB-Rb)を

介して食欲を抑制しエネルギ 消費を克進させ、

肥満を抑制するという仕組みが明らかにされた。

その後、食欲調節に関与する物質が次々と明らか

にされ、視床下部の諸核の機能についての理解も

進み、更にこれらの物質が食欲調節のみならず、

エネルギー代謝や睡眠・覚醒の調節、更には高次

脳機能にまで影響を与えていることが明らかにな

り、その研究は予想もしなかった方向に展開して

いる。シンポジウムでは、この分野で最先端の研

究を行っている 5人の演者により最新のデータが

報告され、活発な討論が展開された。

森川吉博ら(和歌山県立医大)は、レプチンに

より誘導される新規遺伝子群の探索の試みについ

て報告した。ヒトの肥満患者においては、レプチ

ンの異常による肥満が 2例、レプチン受容体

(OB-Rb)の異常による肥満がl例発見されたの

みで、多くはレプチンに対する抵抗性が肥満の発

症に関与していると考えられる。森川らはヒト肥

満においてレプチンに対する抵抗性が生じるの

は、下流での遺伝子発現に異常があるためではな

いかと考え、それらの遺伝子の単離を試みている。

レプチンあるいはPBSを静脈注射したob/obマ

ウスの脳の聞でPCR-selectcDNA subtraction 

を施行し、レプチンにより脳内に誘導される約

100クローンを得た。シークエンスの結果、新規

の遺伝子と考えられる17クローンについてノーザ

ンブロットによりその誘導性をチェックした。

subtractive cDNA library作成に使用したmRNA

を用いると17クローン中16クローン (94%)でそ

の発現に増加が認められ、再現性を確かめるため

に他のマウスで得られたmRNAでは、 8クロー

ン (47%)で発現の増加が認められた。そのうち、

2クローンについてinsitu hybridization により

脳内における発現の局在を調べたところ、どちら

も視床下部、特に弓状核 (ARC)や腹内側核に

おいて強い発現を認めた。このうち、転写因子で

ある可能性のある lクローンは醇臓のラ氏島にお

いてもレプチンにより誘導された。さらに、この

39 

クローンは拝戸細胞株をレプチンで刺激した時、

30分後の早期から誘導が観察された。レプチンは

脳に働くとともに、醇臓にも直接働いてインスリ

ンの分泌を低下させるという報告もある。最近

“adipoinsular axis"なる概念も提唱され、脂肪

組織と醇P細胞の相互作用による体脂肪量およ

び代謝の調節機構の重要性が指摘されていること

からも興味深い。

坂田利家ら(大分医大)らはこれまで、エネル

ギ 代謝の調節因子として、視床下部ヒスタミン

(HA)神経系に注目し、その生理的な役割を解

析してきたが、 HA神経系が視床下部においてレ

プチンの下流で働いていることを報告した。その

結果によると、レプチンはHA神経を賦活化し、

この賦活化はobgene発現を抑制する、つまり

両調節系の聞には負のフィードバック機構が存在

するという。レプチンにより視床下部室傍核

(PVN)における CRHの産生が増え、それが

CRH受容体を発現するtuberomammillarynuc1eus 

(TMN)働いてHA産生を増加させる O 脳室内

にCRHを注入すると、 HA産生が2倍に増える。

HAは、 Hl受容体 (HIR)を発現する腹内側核

(VMH)やPVNに働いて食欲を抑制する。 H1

受容体ノックアウト(HlRKO)マウスでは、レ

プチンによる摂食抑制作用が有意に減弱すること

から、この抑制作用はHA神経系を介している

ことが確認された。 HA神経の賦活化は一方で、

acyl CoA synthetaseやglucosetransporter4の

遺伝子発現を同時に抑制し、脂肪合成を抑制する。

HA神経慢性賦活やレプチン投与による脱共役蛋

白群 (UCPfamily)の発現克進が、 HIRKOマ

ウスではいずれも減弱していた。 OB-Rbに異常

のある Zuckerobese ratsやdb/dbmiceではレ

プチン作用が欠損するため、視床下部HA神経

系の機能が障害されることも明らかになった。脳

脊髄液中のHA濃度は肥満症で有意に低く、神

経性食欲不振症では逆に高かった。 HA神経系は

このように視床下部レプチン作用のターゲットの

ーっとしても機能しており、エネルギー代謝の恒



40 神経化学 vo1.39 (No.4) ， 2000 

常性維持に重要な役割を果たしていることがわか

ってきた。

桜井武ら(筑波大基礎医学系薬理)は、オレキ

シンによるエネルギーホメオスタシスの制御につ

いて報告した。オレキシン Aと Bは、桜井ら

が1998年に発見した神経ペプチドであり、動物の

脳室内にオレキシンAまたはBを投与すると、摂

食量の増加が認められる。オレキシン含有ニュー

ロンは、摂食中枢として知られる視床下部外側野

(LH)に存在し、脳内の広範な領域に投射してい

る。 LH のオレキシンニューロンの60~70%が

OB-Rbを発現しており、また、低血糖にすると

オレキシンニューロンの多くが活性化されてFos

を発現するという。このようなオレキシンニュー

ロンの特性はinvitroの実験系でも確認された。

ヒトオレキシン遺伝子プロモーターを用いて、

GFPを発現させるコンストラクトを構築し、ト

ランスジェ二ックマウスを作成し、その視床下部

から、 GFP蛍光を発生するこユーロンを単離し

てその性質を電気生理学的手法により検討する

と、レプチンによりそのactivityが低下し、低グ

ルコース濃度にすると activityが増加することが

わかった。更に、最近オレキシン遺伝子欠損マウ

スが作成され、摂食量が20%減少するとともに、

ナルコレプシ一様の症状を呈することが示され、

オレキシンが、摂食行動だけでなく、睡眠・覚醒

の制御にも関与していることが示されている。桜

井らは、ヒトオレキシン遺伝子プロモータを用い

て、神経変性疾患のひとつであるMachado-

Joseph病の原因遺伝子のcDNAのうち、ポリグ

ルタミンリピートをオレキシン神経特異的に発現

させたマウスを作成し、オレキシン神経の役割を

発生工学的手法により解析した。このマウスにお

いては、 8週令までに、全てのオレキシン神経が

神経細胞死により脱落するが、 MCH神経をはじ

め、他のニューロン群には影響がなかった。この

マウスは数秒~数分のナルコレプシ一様の症状を

呈するとともに、摂食量の減少を示す(約20%)。

しかし興味深いことに、摂食量が低下するにも関

わらず、 12週以降から肥満がみられた。基礎代謝

が低下することがその原因と考えられる。このこ

とから、オレキシンニューロンは覚醒の制御、エ

ネルギ一代謝調節においても重要な役割を果たし

ていると考えられた。

中里雅光ら(宮崎医大)は摂食に関わる新しい神

経ペプチド、特にグレリンGhrelinとNeuromedin

U (NMU)について報告した。グレリンは神経

組織外で胃に豊富に存在しているペプチドで、

1999年に成長ホルモン分泌促進因子として彼らに

より同定されている。この28残基ペプチドのセリ

ン残基に脂質がつくことで活性をもっユニークな

性質を持つ、 GHS(growth hormone secretagogue) 

受容体のリガンドである。グレリンを投与すると

エネルギーバランスが崩れて肥満が起こることを

報告した。グレリンによる肥満は摂食量の増加が

余り認められずに、エネルギーの代謝効率が上昇

していることによる。呼吸商が上昇するので、脂

肪代謝よりも炭水化物の代謝が克進しているかも

しれない。グレリンの肥満作用に摂食増加が関与

するかどうかは議論のあるところであるが、中里

らは視床下部でNPY神経にc-fosの発現があ

り、活動性が充進していることを示唆した。この

ことはグレリンによる摂食充進がNPY系を介し

て起こっている可能性を示している。さらに彼ら

はNeuromedinU (NMU)も視床下部の摂食抑

制ペプチドとして同定した。絶食にしたラットに

おいてNMUmRNAの発現が2分のlに減少す

ることを見い出している。このような摂食の制御

に関与する新規神経ペプチドは今後も多数発見さ

れる可能性がある。

和田圭司ら(国立精神・神経センター)は、ボ

ンベシン受容体と摂食について報告した。ボンベ

シンはヨーロッパ産スズガエルの皮膚から単離さ

れた生理活性ペプチドで、日甫乳類ではこれまでに

ガストリン放出ペプチド (GRP)およびニュー

ロメジンB (NMB) と呼ばれる 2種のボンベシ

ンによく似たペプチドの存在が確認されている。

ボンベシンファミリーの作用は膜を7回貫通する



少なくとも 3種類のG蛋白質共役型の受容体によ

り細胞に伝えられる。つまり、晴乳類ではGRP

に高親和性のGRP受容体、 NMBに高親和性の

NMB受容体、さらに、両者に相同性を示すもの

の内在性の高親和性リガンドが不明のボンベシン

受容体サブタイプ3(BRS-3)の3つが存在す

る。 GRP受容体、 NMB受容体が脳に加えて消

化管などの末梢組織に広く分布するのに対し、

BRS-3はほぼ脳に限局した分布を示し、特に視

床下部領域での発現が強い。和田らはボンベシン

各受容体の遺伝子欠損マウスを作製したところ

BRS-3欠損マウスが著明な肥満、高血圧を呈す

ることを見い出した。 BRS-3欠損マウスでは軽

度の過食、酸素消費量の低下を示し、インスリン

抵抗性、耐糖能障害も存在した。他方、 GRP受

容体欠損マウスでは明らかな肥満を認めないもの

の、マウスのSocialinteractionをしめす行動様

式が障害されていた。 GLP-lやインスリンの分

泌障害を認め耐糖能も低下していた。このように、

和国らはBRS-3はエネルギー収支の制御に主に

関係し、 GRP受容体は摂食抑制により強く関与

している可能性を示し、ボンベシン受容体システ

ムにおいては、摂食とエネルギー収支は多面的に

制御を受けていることを報告した。

樋口宗史ら(新潟大学医学部)は視床下部神経

でのorexigenicな神経ペプチド NPYの遺伝子発

現の変化が摂食行動に主要な役割を果たすメカニ

ズムについて報告した。日周リズムや絶食に伴い

NPY遺伝子発現が著しく変化するが、これは視

床下部ARCのNPY神経の神経活動の著しい増
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加によっている。このNPY神経活動を介する摂

食行動の変化は、 znvzvoで成長ホルモン、甲状

腺ホルモン、絶食、低血糖誘発薬物刺激によって

調節を受けていることを報告した。またNPY受

容体の5つのサブクラス (YI-Y5)のうち、 Yl，

Y2， Y5のNPY受容体が視床下部に分布し、ホル

モン刺激や絶食で弓状核・室傍核においてNPY

受容体サブクラスの遺伝子発現変化が生じている

ことを報告した。特に、絶食・甲状線ホルモンに

よる摂食行動の変化とNPY受容体サブクラス

(Y2)遺伝子発現調節との関連を明らかにした。

摂食行動に関わるNPY遺伝子発現調節の細胞

内分子メカニズムの主体は、神経活動にともなう

細胞核内のNPY遺伝子転写活性の変化である。

樋口らはNPY遺伝子転写活性化を引き起こす細

胞内シグナルの3つを明らかにした。その lつ、

leptinを介するシグナル系ではNPY神経細胞で

のSTAT3の関与を証明した。さらにCa/calmod叫恒

依存性の活性化シグナル系とニューロトロフィン

を介するシグナル系がNPY神経細胞でのNPY

遺伝子転写に関与しており、独特のエンハンサー

エレメントを介して摂食調節が行われていること

を報告した。 NPY神経の特有の転写因子の同定

が進んでおり、新しい転写因子の同定により、摂

食行動に関わるNPY遺伝子転写機構の調節が転

写因子のレベルで明らかになると期待される。

食欲調節の分子機構を探るこれらの研究は、更

に視床下部を中心とした幅広い脳機能の解明につ

ながると思われ、今後の研究の発展に期待するも

のである。

ニュー口フィラメン卜の軸索輸送-長年の懸案課題の解決か?

ニューロフィラメン卜 (NF)は非常にユニー

クな蛋白であり、また、それが構成する繊維構造

も非常に特徴的である。ただし、その面白さが充

久永真市

(東京都立大学大学院理学研究科生物科学)

分には理解されておらず、単に神経の分化マー

カーとしか見られていない傾向がある気がしてい

る(単なる僻みか)。その理由の一つはその古め
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かしいイメージにあるのではないかと思われる。

確かに、ウシやブタの脊髄から大量に単離できる

ため、一通りの性質が調べられており、新たな局

面を見つけ出すのが難しい状況ではある。しかし、

機能については分かつていないことの方が多い。

そのためか、 NFの性質を調べていても、機能と

どのように結びつくのか分からず、服の上から厚

いところを掻くようなもどかしさがある。未解決

の問題の一つがNFの軸索輸送機構である。 20年

以上前からの懸案の課題で、ここ15年程は2つの

異なった説が対立しており、激しく討論されてき

た。やっと、その問題に決着がついたかも知れない。

もし、 そうであるとすれば、 これまでspecu1ation

しかできなかったNFのユニークな性質を機能に

関連付け研究ができるようになるのではと期待し

ている。 NFを中心としたシンポジウム{実際に

はワーキングループセミナー (WGS)という名

称}が行えるのは、恐らく神経化学会のみであろ

う。新しい局面を迎えつつあるNF研究の面白さ

を、再認識してもらいたく本WGSを企画した。

15年程争われてきたNFの軸索輸送に関する 2

つの説とは、(1) NFは繊維状態のまま運ばれ

る、(2 )脱重合した小さいユニットとして運ば

れるというものである。今年 (2000年)初めに、

それを解決したかと思われる論文が本WGSの演

者の一人であるAnthonyBrown (Ohio大)によ

って発表された (NatureCell Biol. 2， 137-141)。

BrownらはNF含量の少ない上頚神経節細胞に

GFP-NFMを発現させるという手法を用いて、

一本のNFの軸索内輸送をリアルタイムで観察し

た。その結果、 NFが繊維状態のまま、しかも、

予想よりかなり速い速度(~3皿 /sec)で運ばれ

ることを見つけた。また、一部のNFは逆行輸送

もするというこれまでは考えられもしなかった挙

動を示した。ただし、 NFの輸送が常に起こって

いるわけではなく、それぞれのNFについて輸送

を停止した時聞が長いため、全体としては遅い速

度として移動していくとのことであった。 NFの

多い運動ニューロンでも同様な仕組みで輸送され

るか等の解決すべき問題は残されているが、 in

vitroでのNFの輸送観察系も開発されたとの話

もあり、今後は速い軸索輸送で見られたような研

究の進展が予想される。その際、これまですでに

調べられてきた以下のようなNFの性質がどのよ

うな意義を持ってくるかが関心の持たれるところ

である。

NFのユニークな性質とその意義:

(1) NFは中間径繊維の一つであるが、他の中

間径繊維とは異なり NFL、NFM、NFHの三つ

のサブユニットから構成されている。いずれも繊

維形成に参加しているが、どのように繊維内で組

み合わさっているかは残念ながらまだ判っていな

い。本WGSでは、田代(育学大)が加齢や軸索

再生に伴う NFの輸送速度の変化とNFサブユニ

ットの組成、リン酸化、溶解性の変化との関連に

ついて述べた。それらは輸送の制御系としての可

能性があり、興味深いところである。

(2) NFは神経細胞において最もリン酸化され

ている蛋白である。 NFHとNFMのC末尾部に

は多数のリジンーセリンープロリン (KSP)か

らなる軸索内では恒常的にリン酸化された部位が

存在する。これらは、神経の分化、生存などに関

わるMAPキナーゼ、 CDK5、GSK3sなどのプ

ロリン指向性キナーゼによってリン酸化されてい

る。キナーゼによってリン酸化部位の噌好性が幾

分異なるようであるが、よくは分かっていない。

久永(都立大)は神経分化直後のNFHのリン酸

化にはCDK5が関与すること、および、 NFHの

C末尾部にGSK3sによる新たなリン酸化部位を

見つけたことを報告した。 C末のリン酸化はNF

閉またはNFと他の蛋白との相互作用に関わって

いると推測されているが、輸送システムとの相互

作用はどのようになっているのであろうか?

(3) N末側には三つのNFサブユニットに共通

なリン酸化部位がある。これらはセカンドメッセ

ンジャー依存性のキナーゼ群によってリン酸化さ

れるが、 C末側とは対照的にこれらのリン酸化は

transientである。このリン酸化は繊維の重合制



御に関与していることがinvitroでは示されてい

る。脱重合して運ばれるという説では、その脱重

合に関与すると考えることができたが、繊維状態

で運ばれるとしたら、このリン酸化は一体何をし

ているのであろうか?中村ら(阪大)は長期増強

時、長期抑制時に一部の樹状突起内で、カルモジ

ュリン依存性キナーゼEによるリン酸化がこの領

域に起こることを見つけ、可塑性との関連を示唆

しfこo

(4) NFは軸索の最も主要な構成要素である。

運動ニューロンのような太い軸索では、 90%以上

の構成要素を占めている。それにも関わらず、

NFは必須の構造ではない。軸索NFの無い変異

ウズラは若干の行動異常を示すが、マウスはNF

が無くても元気そのものである。-方、 NFは軸

索内で圧倒的に多く存在するため、時として、悪

さをする原因になることがある。軸索輸送が障害

43 

を受けると軸索内でNFが蓄積し、軸索末端への

物質の供給を阻害する。佐々木(東女医)は筋萎

縮性側索硬化症 (ALS)患者や一部の家族性

ALSの原因遺伝子として同定された superoxide

dismutase 1 (SOD1)の変異遺伝子を導入したマ

ウスで、 NFが軸索近位部で実際に蓄積している

のを示した。その結果、軸索変性さらには細胞死

が引き起こされることになる。何故このような犠

牲を払ってまで、軸索IこNFを多量に存在させる

のであろうか?しかも、輸送速度自体が加齢に伴

って減少していく(田代)。年を取れば、軸索機

能低下が起きるのが当然、のような仕組みである

が、何故であろうか?

最後に、シンポジウムの申し込みが遅れたのに

も関わらず、 WGSという企画で参加させていた

だけたことを、東田委員長および大会関係者に深

く感謝いたします。

脳のホメオスタシスとミクロゲリアの機能

グリア細胞の一種であるミクログリアは、その

起源、機能ともに不明な点が多く、多くの議論が

なされている。特に起源については研究が進むに

つれ、ますます葎沌としてきているのが現状であ

る。機能については、今までミクログリアに関す

る多くの研究は病態時におけるミクログリアの重

要性についてであったが、今回のシンポジウムで

は正常時、病態時、および病態後の脳の再構築の

過程を含め、脳のホメオスタシスの維持という観

点からミクログリアの機能をとらえてみようとい

う主旨で計画した。シンポジストの数は、欲張っ

て他のシンポジウムに比べて多かったが、時間厳

守のため、ほぼ予定通りに終わり、最終討論も充

実して後味のよいシンポジウムであった。最初に、

我が固におけるミクログリア研究のパイオニア的存

在のお一人でおられる錫村明生先生IこOverview

野田百美
(九州大学大学院・薬学研究院・病態生理学分野)

をお話いただいた。ミクログリアはいろんな点で

マクロファージとそっくりである、では、どこが

違うのか、といったお話や、ミクログリアにはタ

イプが違うものが存在し、異なった機能を有する

が、それがミクログリアの機能において、神経保

護作用および神経障害作用という相反した作用を

示すのではないか、といった内容で、脳における

ミクログリアの機能の矛盾がうまく解決される話

であった。次Iこ、グルタミン酸とミクログリアの

話を、九大・薬の野田百美がした。ミクログリア

には長らくグルタミン酸受容体が無い、と考えら

れていたが、グルタミン酸受容体チャネルの活性

化・不活性化が速くて観察しにくかったのが原因

であり、 AMPA/カイニン酸型受容体があること

が電気生理学的測定およびRT-PCRで証明さ

れ、グルタミン酸受容体の活性化によって腫湯壊
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死因子 (TNF一α)が放出されることが報告され

た。また、アストロサイト同様、ミクログリアに

もグルタミン酸を取り込むトランスボーターが存

在し、アミロイドベータ蛋白を加えて培養するこ

とによりグリア型グルタミン酸トランスボーター

の一つ (GLT-l)が多く発現することがわかっ

た。神経が放出するグルタミン酸を介して、神経

・アストロサイト・ミクログリアの連聞が示唆さ

れた報告であった。

次に、ミクログリアにおけるカテプシンEの機

能について、九大・歯の中西博先生より報告され

た。アスパラギン酸プロテアーゼであるカテプシ

ンEは、ミクログリア特異的酵素であり、カテプ

シンDがリソソームにあるのに対し、カテプシン

Eはエンドソームに局在しており、各々のカテプ

シンはミクログリア内ですみ分けている。エンド

ソームにおけるタンパクの限定分解は外因性抗原

提示に重要な役割を果たすことがわかっている。

アスパラギン酸プロテアーゼ阻害剤であるベプス

タチンAやカテプシンDノックアウトマウスを用

いた一連の生化学的実験により、カテプシンEは

ミクログリアの外因性抗原提示において、抗原ペ

プチドの生成に重要な役割を果たす可能性が報告

された。今後、カテプシンEのノックアウトマウ

スを用いた研究が楽しみである。次に、病態時に

おけるミクログリアについてであるが、ミクログ

リアを活性化させるアミロイドベータ蛋白のシグ

ナル伝達系が、兵庫県立高齢者脳機能研究セン

ターの中井真通先生により報告された。アルツハ

イマー病患者の脳に見られる老人斑の主成分がア

ミロイドベータ査白であり、老人斑の周囲に集積

する活性化されたミクログリアとは密接な関係が

ある。ミクログリア活性化には、チロシンキナー

ゼ系・ PKC系およびMAP系の両方のシグナル

伝達系が関与しているという報告は、今後ミクロ

グリア活性化を分子レベルで理解する上で大変有

益であった。

次に、ミクログリアが関与する脳内ケモカイン

類の役割について、京大・薬の南雅文先生が報告

された。現在40個を超えるケモカインとそれらの

受容体がクローニングされており、そのうち唯一

の膜結合型蛋白質であるフラクタルカインは神経

に発現しており、その受容体がミクログリアに発

現していることから、フラクタルカインが神経・

ミクログリアの細胞間情報伝達物質である可能性

が示された。また、脳虚血により神経細胞におけ

るフラクタルカインの蓄積が示唆され、ミクログ

リアの遊走を惹起することが明らかになっている

ことから、神経細胞が死に至る過程でミクログリ

アがその場所に誘導されるメカニズムが示唆さ

れ、大変面白い報告であった。

次に、ミクログリアの数と活性を決める因子に

ついて、愛媛大・医の田中潤也先生が発表された。

ミクログリアの活性化には L セリン、グリシン

が必要であり、したがって培養の際、 DMEM中

のLーセリン、グリシンがミクログリアの活性化

を起こしている可能性があるとのことである。ま

た牛胎児血清には 1microMぐらいのセリンが入

っているとの報告であった。このLーセリン、グ

リシン依存性は、両アミノ酸の生合成に必要な 3

フォスフォグリセリン酸脱水素酵素の発現が極め

て低いためであると考えられ、ミクログリアの増

殖と活性化は異なる因子によって制御されている

ことを示すものである。また、 IL-4は活性酸素

を放出するような活性化ミクログリアに対して選

択的に細胞死を誘導し、過酸化水素存在下では

c-fosの発現が速く上昇し、細胞死誘導は加速さ

れる。また、ミクログリアと脳内に侵入してくる

Tリンパ球との関係が示されるなど、脳傷害時に

おけるミクログリアの数と活性を考慮する上で大

変有益な報告であった。

脳障害時におけるミクログリアの話題として、

さらに京都薬科大の北村佳久先生の報告があっ

た。グリア細胞は神経細胞より細胞死に陥りにく

い、その「生死を分けるものは何か」という疑問

に対し、着目したものが熱ショック蛋白質である

へムオキシゲナーゼ・ 1(HO-l)である。 NO

により神経細胞が死ぬのにミクログリアが死なな



いのは、ミクログリアでHO-lが誘導されるから

である。 LPSとインターフェロンg、カイニン

酸、抑制性プロスタグランジンなどが脳内HO-l

誘導を引き起こすことが示され、 HO-l誘導とス

トレス耐性獲得が推定される。利根川グループの

HO-lノックアウトマウス、ヒト HO-l遺伝子欠

損症例など面白い報告も相次いでおり、ミクログ

リアとストレスの関係も明らかになりそうである。

最後に、まさに脳内ホメオスタシスを担う重要

な因子である pHの調節について、電気生理学的

なプロトンチャネルの研究が大阪市大・医の久野

みゆき先生から報告された。ミクログリアにはユ

ニークな pH調節機構があって、ポンプやトラン

スボーターなどに比べ大量のプロトンを急速に排

出する能力がある o Acidosisの際など、この排

出したプロトンは神経組織でのプロトンシグナル

の発信源となる可能性もあるということは、神経

からの一方的な情報だけではなく、ミクログリア
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から神経への情報発信という新しい概念を生み出

している。

以上のように、さまざまな報告がなされ、では、

これからのミクログリア研究はどのような方向へ

進めばよいのか、多くの若い研究者を惹き付ける

ためにミクログリアの魅力をもっとアピールする

ためにはどうすればよいのかを討論した結果、葎

沌としたミクログリア研究はミクログリアの多様

性、細胞亜群の存在が原因であり、各々の研究者

がし、ろんな細胞亜群を相手に研究していたのでは

統ーできない。したがって一刻も早くミクログリ

アの種類分け、細胞亜群の同定を行うべきではな

いか、という意見に参加者が納得した次第である。

今後、この教訓を胸にクログリアの細胞生物学的

な解明をはじめ、さらなる機能解明に努力しよう、

と参加者が感銘を受けていただけたら幸いである

し、一人でも多くの若い研究者がミクログリアに

興味を持ってくれることを祈っている。
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神経化学会の若い皆様への希望とお願い

柿本泰男

(創精会松山記念病院理事長・愛媛大学名誉教授・元日本神経化学会理事長)

とうとう貴会の名誉会員にさせられる年になっ

てしまいました。それが素直な感想ですが、一方

では小生のような者をご推薦、ご承認下さった会

員の皆様の御厚意に厚くお礼申し上げます。出席

して御礼申し上げないといけないのですが、出席

しでも発表がわからなくなったので出ていかなか

ったのが本当の理由です。不登校のようなもので

すね。

1.神経化学懇話会の話

私は神経化学会の前身の神経化学懇話会の噴か

ら参加しています。この会は慶躍の塚田先生、東

大の台先生、黒川先生、阪大の佐野先生など、脳

やその病気に関する生化学的研究をしておられた

方々が集まって出来たようです。当時30才台の先

生方が中心で、私は20才台だった。参加してみて

塚田先生グループのスマートな椅麗な研究や、彼

の討論のカッコ良さにひかれた。また台先生の精

神分裂病をメタアンフェタミン中毒に糖代謝を用

いて結びつけたうまい理屈にも感心した。演題は

大体20から30位と思うが、それを2日間かけて傾

聴し、各演題を全員総掛かりで料理するといった

今ではやぼったいが、討論する者される者が一体

となった会であった。

私もその中にあって活発に発表したり、討論す

るのが楽しくなった。大体各演題の討議に加わっ

たが、時に遠慮していると松沢病院の故江副先生

が「こら柿本君、元気がないぞ病気か」とかいわ

れたりした。討議しようとするとよく勉強するし、

質問をして、その答えから教えられるところも大

きかった。私は関西弁でやったので少々目立った

らしいが、少々落語風になってその場をなごやか

にする効果のあることも感じとっていた。会場は

笑いにつつまれていた。しかし演題の選考に手落

ちがあったりすると、少々きびしくやらないと「こ

のような演題が出たのは選考委員会の責任だ。委

員会の責任を問う」といった会員の意見が出た。

私も先を制して「貴方の御研究は従来の報告と比

較して、何故研究されたのか。その結果当たり前

の結果が出ているのに何故発表されたのか理解で

きません。しない方が良かったんと違いますか?J

など言ったこともあった。

こんなことを書くと会は何と意地悪い人達の集

まりと思われるでしょうが、それがお互いの仲間

意識が根底にあって、この会は実に面白く、笑い

と緊張に充ちていた。私が一つ忘れられない失敗

がある。脳脊髄液中の睡眠物質の分離同定につい

ての発表が、ある先生とある大学教授の連名で発

表された。私は分離法、構造に疑問を持ったので

100教授もご一緒になさった仕事で間違いはな

いのでしょうが、 ・・・・の点で構造の推定も疑

問であるし、有機合成もなしに同定とはいえないJ

といった質問をした。それには明確な答えはいた

だけなかった。ところが後日、当時の塚田理事長

宛に謝罪要求があり、理事長も謝罪すべきである

と判断された。その内容は 100教授もご一緒で、

というのは権威主義であるJという抗議であった。

私もその通りと思って謝罪文をお送りした。これ

は私が明らかに間違っていた。しかし睡眠研究の

盛んな現在でもこの物質のその後の消息は不明で

ある。



2.研究者のアイデンティティ

その頃の研究テーマはそれぞれに個性豊かであ

り、論文を見ると著者はすぐにわかった。また基

礎、臨床との区別も境界はなく、生化学的方法は

用いていても、考え方、技術の種別、文章、文字

もそれぞれ特徴があった。今より研究は個性的で、

研究をたのしんでいたようだ。研究の自由という

のはその底にたのしみがある筈である。今日は「速

さ、掲載雑誌、役に立つ」などに主眼が置かれて

いるように思えるのはひがみであろうか?

それともう一つのちがし、は、昔は学会に出され

る抄論集は、学会前 2~3 週間かけて研究グルー

プで、全演題の輪読と討論をした。そして誰がど

の演題の討論をするかも決めていた。学会で討論

することは若い研究者にとって欠かせないトレー

ニングと思っていた。はじめは緊張するがそのう

ちにたのしくなる。そして自分のやっている仕事

にも批判の眼が肥えてくる。また他の大学の人と

討論していると友達にもなれるし、時にはアイデ

アやらサンプルの交換もできる。こんな時代が10

~20年も続いたのだろうか。学会は必然的に大き

くなり、神経化学会となり、その後ますます盛ん

となり、演題数も多くなり今日に至っているよう

だ。しかし今でも一部屋で20~30の演題で討論を

闘わせていた昔を惜しむ声はあるし、両方の特徴

が発揮できる方法が望ましい。さらに一つ、ポス

タ一発表の増大であるが、この方法はいくら演題

が増えても、各会員に接触する機会を与えること

ができることは良い。しかしそこでの話し合いは

個人レベルであり、話し合いにふくまれる思想や

考え方、示唆はオープンにならない。昔のように

一部屋だったら、いやおうなしに全演題を聞き、

皆で討論し合うことで広い分野のことが理解でき

る。今だったら自分の興味のあるポスターを探し

あてて学ぶ方式であるが、視野は広がらない。勿

論この欠点はシンポジウムや講演で補っているの

であろうが、この場合は聞く側はあくまでも受け

身である。

学会のあり方というのはむつかしいものだと思
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うo I常に変化させることJ、全会員の「主体的参

加」と「たのしみ」が大切だと思う。私は科学は

芸術と同様で、余り役に立っとか有名になるとか

考えると良くないと思っている。ところが最近の

遺伝子を扱う仕事は金と人と時聞を注ぎ込む必要

がある。また種々の業界や医療からも注目され、

特許にまで関係しているらしい。文部省は国家予

算の不足を特許料でカバーしたいらしい。私はこ

んなに忙しく、また気くばりの必要な大学をすで

に定年になったことを幸せに思う。

3.会員の権利

第一代の理事長は塚田先生で名理事長として長

年会の発展に尽くされた。一時期には日本学術会

議の議長も務められ、わが国の学術全般の発展に

も貢献された。またアメリカはじめ諸外国の学会

にも顔が広く、日本神経化学会の国際化にも多大

の貢献をされた。神経化学会の会則も変更され、

理事の任期も定められたので、理事長を交代され

た。その役を小生が4年間継ぐことになった。安

代して一週間位すると一通の手紙がまいこんだ。

見ると塚田先生からで「一会員からの要望書」で

ある。二つの要望事項があり、一つは科研費に神

経化学の項目を作ること、第二はアジア太平洋諸

国で神経化学会を作ることであった。理事会に諮

って、学会として科研費関係は従来の働きかけを

強化すること、アジアオセアニア会議もこの学会

が中心になって形成をはかることとした。第一の

問題は新潟大の佐武先生を中心にした委員会グ

ループがすでに努力しておられた。私は文部省、

学術会議、関連他学会との折衝を佐武先生と御一

緒して、やがて神経化学・神経薬理の部門が発足

しました。第二の問題は困難を極めた。神経化学

会があるのは日本と中国だけで、オーストラリア、

韓国、シンガポール、インド位に神経科学会があ

ったが、学会名簿があるのは日本とオーストラリ

ア、中国くらいであった。また会のあるところで

も会長の所在がわからず、主としてISNの名簿

からその国の有力?な学者を何人か探し、その人

々に知っている神経化(科)学者の名前を教えて
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もらい、徐々に私の下手なコンビューターに名前

や大学を入れていった。中国の場合は中国語の名

簿を送ってくれたが、留学生にたのんで英語にし

てもらった。会則も私が他の学会にならって作り、

オーストラリアや中国の人々の意見を聞いて、名

簿と会則案を作った。シドニーで国際神経化学会

があった時に古ぼけたビルの一室に20人くらいの

人々に集まってもらい学会を発足させた。その際

には名簿からぬけた人々からのクレームがあった

り、 Taiwanという国名に対して、ひどく攻撃さ

れたが、相手がすごく魅力的な女性であったので

それほど苦痛ではなかった。 Taipei，Chinaで事

がまとまり、中国側の先生も同意してくれた。そ

の他、各国の代表として出席してくれた人が、会

に召集した人と異なったり、準備や金(JSNと

ISNから50万円ずつ)は日本で用意して、会長

や主なポジションをある国がとったりといろいろ

あったが、日本は裏舞台の世話をして表向きはう

まく会が出来た。その後は塚田先生や小宮先生な

どがアジア太平洋神経化学会APSNを発展させ

ていただいているようで喜ばしい。

4.若い神経化学者の皆さんへのお願い

最近の学会誌をみせてもらうと知らない遺伝子

や蛋白の名前で満ちあふれでいる。また脳の構造

や機能と物質の関連についての研究も多い。大変

喜ばしいことであるし、若い研究者の皆さんに敬

意を表したい。一方では研究がすごい勢いで進み、

知識量がふえ、技術は進歩し、心の休まる時がな

くなったのではないかと心配します。昔とちがっ

てすごい情報合戦にまきこまれておられるようで

す。大学を離れて、 7年近く今の病院で精神科の

患者さんの治療をしていると、神経化学からは全

く遠ざかってしまいました。精神科の病院には最

近企業の人達、大学の先生方や県や市の役人がよ

く受診されますが、皆つかれておられると思いま

す。今の病院は750床位ですが、新築で、急性期

病棟、合併症病棟を除くと、静かでのんびりした

雰囲気があって、そこで働く私の心もなごませて

くれます。一方経営の仕事は大変で官公庁、銀行、

組合との交渉、管理者層のバランスなど多くの問

題がありますが、今の年まで仕事をさせてくれた

病院や患者さんに感謝しています。そんなことを

している中に神経化学とはますます遠くなりました。

今の若い研究者の方々に二つほどお願いという

か意見があります。間違っているかもしれません

が、一つは時間を争ってする仕事も大切なことは

わかりますが、時を争うということは、自分がし

なくても時がたてば誰かがしてくれるということ

です。また仕事を早くしようとすれば、人、金、

情報の多い方が強いので、特に日本の大学の研究

室だったら駄目でしょうね。私は若い頃は化学が

好きだからよく働きました。それはたのしい時間

でした。よく働くのは早くデーターを出して発表

するより、結果を見るのが楽しみだったからです。

テーマを選ぶとき自分がやらなければ10年は誰も

しないというような仕事をしました。研究結果を

論文に書くのも研究者の義務だから仕事の暇なと

きに書いたものでした。研究テーマを決めるのは

自由ですが、余りイライラするものを選ばない方

が良いのではないでしょうか。大学の研究に必要

なのは独創性でしょう。これには独創力が必要で

すが、たのしんでのんきにやると時としてアイデ

ィアが湧くように思います。また一緒に考えたり

働くことで一生の友人が出来るように思います。

もう一つ、皆さんは遺伝子研究あるいは遺伝子

分析技術の洪水の中におられます。研究の流れの

中で時代によって考え方、対象や技術に波がある

ことは常ですが、現状は激しいと思います。それ

はそれで、うまく自分が使いこなせば良いことで

しょう。ところが、一方で大きな大切なものを忘

れてしまう可能性もあります。例えば、同じ海で

も漁法によって獲れる魚は違います。一本釣りで

も、針やえさによって違う魚が釣れます。網では

魚の種類も量も多くなるでしょう。同じ網でも使

い方や網目の大きさで異なった魚が獲れます。こ

こで言いたいのは、セロトニン、ノルアドレナリ

ン、アセチルコリンなどは腸管や血管の収縮を指

標にして見つけ出され、大変な有機化学的手法で



単離され、構造決定がされました。脳でのノルア

ドレナリン測定の時の副産物がドーパミンです。

その頃からこユーロトランスミッターの研究が盛

んとなり、偶々進行していた抗精神薬の作用機序

と合体して、レセプターやトランスボーターの研

究が進みました。 yーアミノ酪酸は脳と他臓器の

アミノ酸とのペーパークロマトグラフィー上での

比較で、脳特有ということで着目され分離されま

した。そして今日のマイナートランキライザーの

研究に端緒を聞きました。他にも脳特有の物質は

沢山ありますが、働きは今の技術ではわからず、

忘れられたかのようです。しかし何の機会にめざ

ましく再登場するかもしれません。酵素や蛋白質

あるいはリピヅドが研究の中心的課題であった時

代もあります。その時々に研究テーマや扱う対象

となる構造や機能と物質にはやりがあり、新しい

分野がひらけると神経化学の主題も変化します。

その時に、もしそれ以前の研究が打ち切られなか

ったら見つかったであろう物質や機能が未発見の

ままに残ります。ですから余り時代にひっぱられ
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ないで、古い研究を見直すことも大切だと思いま

す。今のDNA関連研究はトロール船の漁法のよ

うなもので、大量に大きな魚はとれ成果は大きい

が、より小さく高価な魚はもれてしまって、かか

って来ないでしょう。

かつては大きな森の中を、それぞれの仲間たち

が、珍しい花やきのこや昆虫を探すために小道具

を持って散策していた。それで結構成果もあがり、

人々はたのしんでいた。そこへDNA屋さん達が

大群をなして、ある方向から森に入り込んできた。

その人達の得た成果を見て、人々は皆方向を変え

てDNAグループについて行き、そのグループは

益々大きくなりつつある。そんな風景が感じられ

るのは私の無知のせいだろうか。ひがみも大分あ

ると思う。しかし私の云うことも解って下さると

信じている。

日本神経化学会の皆様がこれからも頑張って、

オリジナルな研究をされ、それぞれが学び合い批

判し合う良いグループに拡大発展されることをお

祈りします。
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rpurines2000J 

及び
「第一回免疫系におけるヌクレオチドおよびその受容体に関するワークショップJ

井上和秀

(国立医薬品食品衛生研究所・薬理部&九州大学大学院薬学研究院)

その Purines2000:アデノシン 3リン酸

(ATP)およびアデノシンの生理機能に関する国

際的なシンポジウム (Purines2000:生化学、薬

理学および臨床的展望)が4年に一度開催されて

いることは、少なくとも国内ではそれほど知られ

ていない。ちょうどオリンピックの開催年と周期

を同じくして、今年はスペインはマドリッドで7

月9日から13日まで開催された。この会にはこの

分野の著明な研究者はほとんど参加するので、有

益な情報を得たり、研究者聞の交流を深めるのに

好都合である。私は組織委員としてScientific

Committeeに名を連ねていた関係上、関連の研

究をされている方々にはお知らせして、日本から

の参加者を募った。結局我が国からは10数名の参

加者があったが、全体参加者約500名からみると

いかにも少ない。この分野の研究が国内ではまだ

それほど盛んではないことを如実に表していると

も言える。 4年後には、国内学会誌に宣伝をお願

いすべきだと感じた。

学会は、 P1enaryLectures (5題)、 18テーマ

のシンポジウム(計72演題)、 2つのラウンドテー

ブル(10演題)、 3つのワークショップ (38演題)

および一般講演とポスターセッション (276演題)

で構成されていた。いつものように G.Burnstock

先生のオープニングレクチャーから始まり、様々

な分野で最新の情報が披露され、私にとって極め

て有益であった。 Nature誌上をにぎわしている

研究者たちも普段着で討論に加わっているし、い

わゆる大御所も若造も scienceの土俵上では隔て

は感じられなかった。ただ、あまり考慮せずに思

いつきで発言していた研究者(こいつも Nature

にでていたなあ)は、しつこく何度もそんなこと

を繰り返していたので、隣の人に揚げた手を下ろ

されていた。これはいただけない。 ATPおよび

アデノシン受容体は生体のほとんどの組織、すな

わち中枢神経系(神経細胞、ミクログリア、アス

トロサイトなど)、末梢神経系、各種臓器ならび

に血中細胞群で、何らかのサブタイプが発現して

おり、機能面から見ても、速い神経情報伝達、 G

タンパク共役シグナリング、トロフィックファク

タ一様作用、血液凝固、免疫機能、発生分化、生

殖機能など、関与する生理機能は極めて広範な様

相を呈している。私が企画したシンポジウムは

Purines and synaptic p1asticityであり、 P2receptors 

in CNSと一緒に聞くと、 ATPやアデノシンが

シナプスの可塑性に深く関与していることが実に

よく分かった。その他の説明は省略する。

さて、スペインはバスク地方独立問題をはらみ

政治状況がきわめて不安定であり、かっ経済的に

も問題があり、市内は治安が悪い。当時、外務省

による危険度も 2(もっとも安全が 5，危険がり

であり、市内を行き交う人々の視線はかなり厳し

かった。どうも北アフリカや中近東あたりからや

ってくる若者たちが危険分子であるという。「貧

すれば貧す」とか「恒産なくんば恒心なし」とか

いうが、貧しき若者は凶暴になりやすく、わずか

なお金のために犯罪を引き起こしてしまう。学会

期間中に襲われた研究者は8名とか、その中に l



名の日本人も含まれていた。ただし、その日本人

は、襲われた翌日も夜中まで外でお酒を飲んで遊

んでいたとか、結構な豪傑なのか。また、 7月12

日の未明、私の共同研究者・小泉某が泊まってい

たホテルの正面にあったデパートがバスク地方独

立問題にからむテロにより爆破され、重軽傷者が

出た。ホテルの窓ガラスは木っ端みじんに砕かれ、

彼は朝早くに爆音と衝撃でたたき起こされてしま

った。腰をぬかさんばかりに驚いて、早速フロン

トに電話をかけて何事か問いただしたところ、

「ノープロブレム」との返答であったとのこと。

一方、現地のヒトは人柄がとてもいいとの評判で

あった。確かに、現地の方らしきヒトに道を尋ね

ても、レストランで質問しでも、こちらが言葉は

理解できないのに(そのことをあいては分かつて

いるようだが)一生懸命説明してくれた。駅のホー

ムでは、私が乗った電車が動くまでじっと見守っ

てくれていた。振り返ってみても、いろんな不愉

快さがつきまとうことがあったが、スペインには

もう一度行ってみたいと思っている。そんな魅力

を感じさせる国のようである。

その 2 Ferraraのワークショップ:2000年9月

8日から10日までイタリアのフエラーラで「第一

回免疫系におけるヌクレオチドおよびその受容体

に関するワークショップ」が開催された。これは

免疫系細胞(リンパ球、マクロファージ、ミクロ

グリア等)における ATP受容体の機能に関する

きわめて狭い領域を話題としたワークショップで

あり、この分野の研究者にとっては非常に濃密な

3日間であったと思われる。

さて、フエラーラと聞いてどこにあるかをさっ

と示すことが出来る方はそれほど多くないと思わ

れる。この街に飛行場はなく、ペニスかボローニ

ャに降り立ち、そこからパスか電車で向かう。位

置としては、イタリア北部、ペニスの南西約100
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kmあるいはミラノの西南西200固にあり、古風な

城塞都市の趣を今に残している。安全かっ落ち着

いた雰囲気で、狭い露地に入つての散策も楽しめ

た。学会のボランティア嬢たちはフエラーラ出身

者が多くて、彼女たちは異口同音に「フエラーラ

で生まれ育ったことを誇りに思う、生涯をここで

過ごしたい」と言っておられたのが印象に残って

いる。

学会は、 8セッションとポスターセッション(合

計59題)のこぢんまりとしたものであったが、参

加者の顔ぶれはそうそうたるものであった。

G.Burnstock， A.M.Surprenant， M.Sitkovsky， 

T.Steinberg， S.Silverstein， G.Dubyak， E.S.Vizi， 

G.Buell， Gliaのエディターである H.Kettenmann，

M.Abbracchio， P.Illes， D.Ferrari， J.Neary， 

H.Zimmermann， S.C.Robson， G.Weismanおよ

び開催者のF.D.Virgilio達が3日間缶詰で白熱し

た議論を展開していった。我が固からは招待され

た私を含め7名の参加であったが、ポスタ一発表

をした私の共同研究者の重本由香里 iATPによ

るミクログリアからのIL-6放出メカニズム」と

高坂新一先生のグループの本田静世 iATP刺激

によるラップリングとケモタキシス」はともに

Y oung Investigator Prizeを戴き、光栄であった。

広島大学医学部総合薬学の仲田義啓グループの秀

和泉の発表 iATP刺激によるミクログリアから

のTNF一α放出メカニズムJも評判は上々であり、

共同研究の申し入れがいくつか来ていたようであ

る。これらをまとめた形で私は発表し、そのこと

がエンディングリマークでは、ミクログリアでの

ATPの生理機能を明確に示した日本勢の発表と

して評価されていた。帰国途上に立ち寄ったベ二

スは、やはり素晴らしくて、嫁さんと来るべきだ

ったと深く後悔した。なお、「今回は片目でしか

見ていないので. • Jという彼女へのいいわけは

通じなかった。
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国際シンポジウム“神経栄養因子によるシナプスの発達と可塑性"に参加して

今秋、 10月l、2日に新潟市で開催された神経

栄養困子の国際シンポジウムに参加しました。こ

のシンポジウム参加は、これまで明らかになった

神経栄養因子の機能性を網羅的に勉強するよい機

会であったばかりでなく、神経栄養因子に関連し

た最新の研究動向などを知ることができたこと、

そして何より、同分野の研究者の方々と和やかな

雰囲気でDiscussionする機会を得たことが私に

とっては最大の収穫であったと思います。

初日には、この分野の第一人者であるDr.

Hans Thoenen (Max P1ank Inst.)の講演、 2日

目には 3つのセッションに分かれた研究成果発

表、という形式で行われ、終始、活発な討論がな

されて非常によい刺激を受けた 2日間でした。

Dr. Hans Thoenenは、神経栄養困子に関する知

見をreviewされ、そして最近のトピックスであ

る分泌機構を含めた神経栄養因子の細胞内動態の

研究についても紹介されました。そもそも、私が

活動依存的な神経細胞内の変化(現在は転写制御)

に興味を持っているせいか、このシンポジウムで

特に印象深かったものの一つがこのトピックスで

した。神経栄養因子に限らず、最近では骨格系タ

ンパク質やシグナル伝達分子、転写制御因子にい

たるまで、“それら分子の局在がシナプス伝達に

よる神経活動によってどのように変化し得るの

か"、という活動依存的分子動態の研究は、現在

最もホットなところといえます。これに関連して

2日目には、生細胞におけるBDNF分子の動態

は、 GFPとの融合タンパク質 (BDNF-GFP)

の作成によって可視化が可能であるという演題を

小島正巳先生(通産省大工研)が紹介されました。

この融合タンパク質を海馬ニューロンで発現させ

ると、まずpreproproteinの形で合成され、そし

田淵明子
(富山医科薬科大学-薬学部・分子神経生物学)

てプロセッシングされてnativeBDNFと同じ活

性を有することが確認されたこと、長期培養によ

ってBDNF-GFPがクラスターを作ってneurite

に集積すること、そして脱分極によって細胞外へ

放出されることなどの結果が報告されていまし

た。また、 PSDへの集積のみならずpresynaptic

terminalにおける存在が指摘されるなど、今後、

この可視化技術を用いた試みは、さらに重要性を

持ってくるという印象を受けました。また、神経

活動依存的細胞内動態に関しては、リガンドであ

るBDNF同様、そのレセプターである TrkBfこ

関しても報告されていました (Dr.Bai Lu， NIH)。

つまり、 TrkBも神経活動で(おそらく CaMKII

を介して)膜に集まってくる可能性があるわけで

す。もう一つ、私が興味を持った話題は、タンパ

ク質合成に関連したBDNFの機能についてです。

CaMKIIやMAP2などのmRNAが樹状突起に輸

送され、タンパク質に翻訳される RNAtransport 

& Loca1 protein synthesisも前述のトピックスと

同様、最近のホットな話題の一つでありますが、

ここにも BDNFが関与しているらしいのです。

武井延之先生(新潟大脳研)は、 BDNFを初代

培養大脳皮質ニューロンに処理すると30分でタン

パク質合成レベルが上昇することをパルスラベル

実験などで示され、このタンパク質合成量の上昇は、

翻訳過程で機能している initiationand elongation 

factorがBDNFで活性化を受けていることによ

るのではないか、という内容の講演をされました。

(シグナル伝達系としては、 MEKあるいはPI3

Kが関与する可能性があるそうです。)FGF， 

GDNF， PDGF には、このような機能はないそう

で、 BDNFの幅広い機能性がここにも現れてい

るとし、う印象でした。 また、 ある特定分子(品ilPA



レセプター)の発現に注目した研究成果も報告さ

れていました(斉藤真子先生、難波寿明先生、新

潟大脳研)。これも転写過程ではなく、翻訳後修

飾過程をBDNFが制御しており、 Src-family 

tyrosinekinaseがこのレセプタ一発現上昇に寄与

するシグナル伝達分子であるようです。

以上において、私が特に興味を持った2点、“神

経栄養因子と、そのレセプターの神経活動依存的

な動態"と、“BDNFとタンパク質合成との関わ

り"について紹介しました。そのほかにも“視覚

野を用いたLTP/LTDの発生機構と BDNF(津

本忠治先生、大阪大医学研究科)"、“海馬CAl領

域における LTP発生と TrkBシグナリング

(Dr. Liliana Minichiello， EMBL) "、“ニューロン

新生に関連したBDNFの役割 (BDNFKOマウ

スの解析で著名なDr.Patrik Ernfors， Karolinska 

Inst.) "、“精神分裂病と BDNFとの関係(高橋

誠先生、新潟大医学部)"という特筆すべき講演

がありました。

“BDNFなどの神経栄養因子が神経系でいっ

たい何をしているのか?"これを一言で説明する

のは不可能と思われます。これは、神経栄養因子
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が持つ多彩な機能性のためといえるでしょう。こ

の多機能性については、現象論としては数多くの

報告があるものの、それが細胞内でどのように作

用した結果なのかという分子レベルでの機構は、

あまり明らかにされていないのが現状です。この

解決には、本シンポジウムで報告された研究のよ

うな、すなわち、その機能性に関わる細胞イベン

トをひとつひとつ明らかにしてしぺ試み、その積

み重ねが重要であると再認識させられました。

また、最後に一つ付け加えたいDr.Hans 

Thoenenのコメントがあります。それは、シン

ポジウム最後のConcludingRemarksにおける

“Transcription & Translation"の重要性です。

これには、 BDNFによるシグナリングに応答し

て発現制御を受ける遺伝子群の解析も、含まれて

いるとは思いますが、神経栄養因子それ自身の遺

伝子発現機構解析の重要性にも言及されていたよ

うに思います。私たちの研究グループでは、

BDNFなどの神経細胞の生存維持活性分子の転

写制御機構について研究を進めており、 Dr.

Tho巴nenのコメントにとても勇気づけられました。
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私の海外留学
(Centre for Research in Neurodegenerative Diseases， University of Toronto) 

トロントでは今年で2度目の冬を迎えようとし

ています。一日でも冬が来るのが遅くなることを

望みながら、太陽の出ている時はなるたけ日に当

たるようにして過ごしています。私は現在トロン

ト大学にある研究部門の一つである Centrefor 

Research in Neurodegenerative Diseases (CRND) 

に属している Dr.Hyslopのラボで、アルツハイ

マー病の病因、特にプレセニリン分子を中心とし

たアミロイド沈着のメカニズム解明に関する研究

をしています。

留学のいきさつ

「アルツハイマー病発症のメカニズム」は、私

が神経内科医としてトレーニングを受け始めてか

らの興味です。実はこれまでの私の短い臨床経験

では一例たりとも臨床的に確実と診断されるアル

ツハイマー病の患者さんは見たことがないので

(これは私が働いていた地域の問題なのか、神経

内科外来に来る患者が少なかったのかはわかりま

せんが)、患者さんの役に立ちたいなどという高

尚な動機ではありません。ひとつには単に神経変

性疾患に関する研究論文の中でアルツハイマー病

のものが最も目にし易いほど多く、その当時プレ

セニリンなどの発見によってアルツハイマー病研

究の進歩が目立っていたことが理由として考えら

れます。

カナダに来る前は、大阪市立大学の森啓先生

の研究室でアル、ソハイマー病の研究を行っていま

した。森研究室では研究のイロハから教えていた

だきましたが、森先生の研究に対する姿勢から、

狭い領域に閉じこもらず、良い情報を獲得する努

荒若繁樹

力をおしまないこと、そのためには海外を含めて

常に視野を大きく持たなければいけないことを学

ばせていただきました。そして、私もできること

なら留学をして、自分の視野を広げたいと考える

ようになりました。この時、留学先として真っ先

に頭に浮かんだのが、現在のスーパーパイザーで

ある Dr.St Geroge -Hyslopです。 Dr.Hyslop 

は先に述べましたプレセニリン遺伝子を発見され

たことで既に遺伝学者として世界的に有名でした

ので、まずミーハーな気持ちで研究室を覗いてみ

たいと思いました。またこの当時、プレセニリン

の生物学的役割についての基本的な情報がすこし

づっわかってきた段階でしたが、ちょうどプレセ

ニリンが他のタンパクと複合体を形成して生物学

的活性を発揮しているという論文を彼らのグルー

プが発表し、この研究方向に大きく興味をいだき

ました。それでも、基本的に遺伝学者だから、生

物学的な研究では私でも働ける場所があるだろう

と今思うと大変ずうずうしく考えていました。い

ずれにしましても、森先生から紹介していただき、

CRND研究所



幾つかの手紙の交換と、直接のインタビューを受

けた後、幸運にも希望のラボで研究できることに

なりました。

研究所の紹介

CRNDは隣接するトロント大学の医学部から

独立した建物にあります。建物自体は見た目が古

そうで由緒ありそうに見えます。その中身も新し

くはなくあまり機能的とはいえません。私の使用

しているベンチは、冬になると窓から隙間風が吹

いきてとても寒いです。ただ、全体的に暖房はも

のすごく利いていますから、外出する時は厚手の

外套を着て、中ではTシャツといういでたちの人

もいます(0度くらいでも外を半袖で歩く、信じ

られないカナダ人もみかけますが)0 Dr. Hyslop 

自身のラボは、 researchassociateが3人、私を

含めポスドクが 6人と t巴chnicianが4人という

構成になっています。また、 Dr.Hyslopはdirector

としてCRNDの何人かいる investigatorの研究

中央の西洋人がDr.Hyslopです。後列にいるのは、
Dr. Hyslopラボのポスドクとテクニシャンで、後列
右より二人目が私本人です。

室を総括しています。これらのラボは全く独立し

たものではなく、セミナーなどをいっしょに聞き、

研究も一部横断的になされています。基本的には

アルツハイマー病が各研究室に共通する研究テー

マですが、本来は prion屋さんやタンパク構造屋

さんなどがいて、それぞれの興味、特色が微妙に

ずれています。このような多様性が、研究に厚み

を与える要因になっているかもしれません。
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研究室について

Dr. Hyslopの研究室はgeneticgroupとbiology

groupの2つに分けられます。 geneticgroupは

リンケージ解析やassociatedstudyなどの手法を

駆使して疾患の原因遺伝子を探求しています。第

一の対象は家族性のアルツハイマー病ですが、

frontotemporal dementia (FTD)や他の幾つか

の神経疾患も解析しています。痴呆関連の分野で

は、メイヨークリニックのグループなどがFTDP-17

においてtauが原因遺伝子であることを同定した

ことが最近の大きな発見(1998年のことなのでだ

いぶ時闘が経過しましたが)といえると思います。

しかし、プレセニリンにしろタウにしろ、それぞ

れの家族性疾患の約半数または半数以上がこれら

の遺伝子とは無関係で、未だ同定されていません。

残る家系の原因遺伝子を見つけることに研究の精

力が注がれていますが、従来のリンケージ解析な

どの方法では発見することが困難かもしれないと

いう声がもれてくるほど、なかなか難しいようです。

もう一方のbiologygroupは、主に培養細胞を

用いた系でプレセ二リンとアミロイド沈着の関係

を研究しています。これまでの精力的な研究によ

り、家族性アルツハイマー病で認められたプレセ

ニリン変異により、アミロイド戸 (As)の産生が

充進することがinvitroとmVIVOの両方のレベ

ルで確認され、プレセ二リンが戸アミロイド前駆

体タンパク (APP)のrセクレターゼ切断に必

須であることがわかってきました。このrセク

レターゼとプレセニリンの関係がどのようなもの

であるかということが、アルツハイマー病研究の

ポスドクのfarewellpartyで、研究所の人達と。
左端が本人です。
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中心的な問題のひとつであり、私達の関心もこの

点に集中しているといっても過言ではありませ

ん。簡単に最近のアルツハイマー病研究の動向を

まとめますと、ハーバード大学のグループが提示

している、プレセニリンが yーセクレターゼその

ものであるという考え方が現段階で大きな流れで

あります。プレセニリンのactivesiteと考えら

れる配列が既知のタンパク分解酵素とホモロージー

を示さないことが問題視されてきましたが、最近

この配列が大腸菌で見つかった asparty1protease 

lこ一致することが報告され、この説の勢いが加速

しています。 また別に、 プレセニリンがco-factor

としてr セクレターゼに関与しているという考

えも現段階では否定できません。 Dr.Hys10pは

大きな複合体を形成したプレセニリンを活性ユニ

ットとして考え、 これまでs-cateninやnicastrin

といったプレセニリンと相互作用する分子につい

ての研究を発表されてきたので、 y セクレターゼ

との関係については後者の観点から捉えようとし

ていると思われます。

Dr. Hys10pはポスドクなどに対して強制的に実

験を押し付けるようなことはありません。良く言

えば、各個人の裁量が比較的大きく認められてい

ると思います。ただしご自分の関心がないことに

ついては、どのような結果になっているかなど尋

ねられませんし、説明しでも忘れられる時があり

ます。関心があることについては、結構頻繁に結

果の説明を求められます。そのような時は、足音

をたてられずに背後に立って、急にあれはどうな

ったかと聞かれます。自分の関心事とそうでない

ものについての区別が明瞭で、興味あることにつ

いて集中して取り組み、各人にこの実験をするよ

うにと全体的にオーガナイズしていきます。この

辺の集中力が、研究をまとめるための大きな鍵か

もしれないと個人的に思います。また、自分の思

いつきで日替わりに実験の遂行を命じるというこ

とがないので、比較的じっくりと実験に打ち込め

ることも Dr.Hys10pの良い点のひとつではないか

と思います。

トロン卜での生活

カナダは移民を大量に受け入れている国であり

ますが、特にトロントは人種のるつぼという感が

あります。日本人は私のような医学研究のために

留学される方が(移植外科や小児科が特に多い)

たくさん来られている他、企業などから派遣で来

ている人、ワーキングホリデーのOLや学生さん、

日系人の方々など多くの人が暮らしています。こ

のため、日本食の材料が手に入りやすく、わたし

のような米を食べないと元気がでない者にとって

は、住み良いところと言えます。これからは、歩

くことが困難なくらいに寒くなるので、研究室に

こもって、実験に勤しみたいと思っています。

Shigeki Arawaka 

Centre for Research in Neurodegenerative Diseases， 

University of Toronto 

6 Queen's Park Cr. West， Toronto， 

Ontario， Canada M5S 3H2 

te1: 416-978-1876 

fax:416-978-1878 

e-mai1: shigeki.arawaka@utoronto.ca 
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札幌医科大学医学部神経精神医学教室紹介

札幌の中心街からやや西側に私たちの札幌医科

大学があります。市街地にあるため広いキャンパ

スはありませんが地下鉄や路面電車(市電)など

交通機関の利用がしやすく、札幌の歓楽街すすき

のにもかなり近いことが本学に少なからず影響を

及ぼしているかもしれません(? )。しかし近隣

には麓に北海道神宮を擁する円山や毎年スキーの

ジャンプ競技が開催される大倉山など緑に接する

機会も多い場所にあります。

神経精神医学教室は札幌医科大学臨床教育研究

棟の10階にあり前述のごとく東に札幌中心街、酉

に山並みを臨むことができます。教室は昭和25年、

初代の中川秀三教授以後、藤田繁雄教授、高畑直

彦教授と引き継がれ、 4代目として粛藤利和教授

が平成10年9月に着任し主宰することとなりまし

た。粛藤教授はオープンな医局を指向し、主要な

ことは医局員とのdiscussionにて決定していき、

「前向きで夢をもった医局づくり」を目指してい

ます。この新体制のもと医局員一同臨床・研究・

教育に逼進する日々です。同門の諸先輩も非常に

多く、温かく教室を見守ってくださっております。

まず粛藤利和教授の略歴から紹介させていただ

きます。昭和48年札幌医科大学医学部を卒業し、

昭和54年に同大学院を修了、神経精神医学講座の

助手となりその後、講師、助教授を歴任しており

ます。平成8年より同大学保健医療学部臨床作業

療法学講座教授に就任していました。この問、昭

和57年から59年までの2年間イリノイ大学シカゴ

校へアルコール依存症研究のため訪問講師

(Visiting Assistant Professor)として留学して

小津寛樹

(札幌医科大学医学部神経精神医学教室)

います。アルコール依存症が専門であり神経精神

医学・医療といったフィールドで数々の業績があ

り、国際アルコール医学生物学会理事・副会長、

2000年度総会プログラム委員長に就任しておりま

す。このように多忙の中私たち教室員の研究指導

もしております。

医学部のー臨床の教室であるため多彩な研究活

動を行っておりますが神経化学といった側面から

紹介させていただきます。臨床的エピデンスを基

に生物学的手法を用いて精神神経疾患の病態解明

と新規治療法の開発を主眼とし、さらに脳高次機

能(情動・意欲・記憶)の神経分子基盤を明らか

にすことを目的として、このため国内外並びに

WHOとの共同研究を行っています。方法論とし

ては薬物の作用機序研究、ヒト死後脳研究、行動

薬理学研究、組織化学、生化学、生理学、分子生

物学研究など多彩な手法を用いて以下のことを研

究目標としています。

1.依存

アルコール依存症とモルヒネ類依存の病態解明

と生物学的マーカーの開発WHO、ドイツとの

共同して血球成分の情報伝達系の変化から依存

のモニターリングを目論む

ヘロイン依存者ヒト死後脳によるオピエト類依

存に関する研究

アルコール依存症に関するアポトーシスの関与

たばこ依存に関する疫学的研究
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2.内因性精神疾患

感情障害(操欝病)と精神分裂病の成因解明と

治療薬の開発を脳シグナル伝達系よりアプロー

チする

抗うつ薬投与により出現する遺伝子群の気分障

害の病態における役割

細胞膜内環境と精神疾患の病態に関する研究

ヒト中枢神経の発達と勇定に関連する遺伝子の

探索

3.痴呆疾患

アルツハイマー病の病態解明と関連する生物学

的マーカー及びその治療薬の開発

cAMP増強薬の抗痴呆薬の可能性を追求する

アルツハイマー病における最終糖化産物 (AGE)

の役割

アルツハイマー病における核転写因子 (CREB)

リン酸化の役割

アルツハイマー病血小板におけるアミロイド

ベータ蛋白とカルシウム動員に関する研究

4.遺伝子・分子生物

アルコール依存、感情障害の遺伝子研究

DNAパンク(国立精神神経センター共同研究)

性格と遺伝子(タイプA性格傾向と血小板カ

ルシウム動員に関する研究)

遺伝子からの創薬 (DNAチップを用いた研究)

5.ヒト脳高次機能(情動・意欲・記憶)の神経

分子基盤に関する研究

6.国際ネットワークに基づくブレインパンクの確立

とくに、最近当教室の重要事項として脳パンク

の設立の動きがあります。日本のおては精神神経

疾患を念頭においての脳パンクは無く、欧米に比

べ、立ち遅れています。これまで当教室ではドイ

ツWuzburg大学精神科と共同でヒト死後脳を用

いた神経精神疾患の研究に精力的に取り組んでき

ました。ヒト脳発達・老化や神経精神疾患の成因

と深く関わる情動・記憶などの高次機能における

関連する物質的基盤を解明するためにはヒトの中

枢組織を用いた研究が必須と考えられます。これ

らヒト死後脳を用いた研究により上記研究課題の

他、神経精神疾患の成因、薬剤の作用機序などの

理解が深まり予防・早期診断・治療への進展が期

待されます。今後、研究遂行に必要十分な脳組織

をブレインパンクから適切な研究者に提供できる

ようになることで脳研究における実際的な有用性

並びに貢献度は非常に大きくなると考えられます。

粛藤利和教授以下スタッフは芦津健講師、池田

官司講師、小津寛樹講師、中野倫仁講師、土岐完

助手、粛藤諭助手、橋本恵理助手、石川博基助手、

佐々木信幸助手、林和秀助手および大学院生2名

(山田真吾、長栄洋)も研究を行っています。

今年は11人の新入局者がおり 5人の臨床心理士

も含めるとかなり若々しい雰囲気となっておりま

す。今後も神経精神医学・医療に興味があり新し

い夢のある教室づくりに参加される人を当教室は

望んでおります。
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理化学研究所脳科学総合研究センターのニューロン機能研究グループでは、 2名のチーム

リーダーを募集します。

理化学研究所 (RIKEN)は1997年10月に脳科学総合研究センター (BSI)を設立し、「脳を知

る」、「脳を守る」、「脳を創る」を3つの戦略的研究領域として脳研究を推進しています。ニューロ

ン機能研究グループは、「脳を知る」領域に属し、第 1期では、分子生物学、細胞生物学およ

び神経科学の諸技術を駆使して、複雑な神経系を解明するための独特の研究法を確立しました。

第2期を迎えるにあたり、さらに研究を発展させるため、ニューロン機能研究グループでは、

現研究チームと相補しながらニューロン機能の解明を目指すチームを 2つ新設することになり

ました。以下の領域の研究に興味をもっ方がチームリーダーとして望まれます。

(1) 神経局所回路の相互作用(例:脳切片/細胞培養における神経活動の電気生理学的解析

または神経ネットワークの可視化)

(2) 特異的な行動と関連した神経回路形成のメカニズムの解明(例:学習、聴覚、睡眠、臨

界期の可塑性の個体レベルでの解析)

BSIでは多くの特定遺伝子欠損動物を作っており、新チームリーダーはこれらの動物を共同

利用して研究を展開できます。当研究センターおよび理化学研究所に関する情報は以下のホー

ムページに掲載されています (http//www.riken.go.jp )。

新チームリーダーは、 5~10名の研究員およびテクニカルスタッフから成るチームを組織す

ることができ、一定の研究費、スペースが保証されます。チーム発足後5年目に国際的なレビ

ュー委員会によるチームの研究計画及び進行状況等の検討が行われ、その評価結果により再任

が可能です。応募者の国籍は問いませんが、 BSI常勤を条件とします。またチームリダーは、

BSIの他の36チームとの共同研究を大きく展開させることが期待されます。

提出書類は、履歴書、研究業績目録、これまでの研究概要と採用された場合の研究計画 (4000

字以内)、照会可能な方3名の名前および連絡先。

応募書類の送付先:干351-0198 埼玉県和光市広沢2-1 

理化学研究所脳科学総合研究センター サーチ委員会制

ファックス:048-467-2306 

電子メールアドレス:searchI4@brain. riken. go. jp 

応募締切:2001年3月15日

問い合わせ先:サーチ委員会同
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CINP 
Collegium Internationale Neuro -Psychopharmacologicum 

2001 Hiroshima Meeting 
2001年国際神経精神薬理学会 CCINP)広島会議

2001年10月2日(火) ~10月 5 日(金)

広島国際会議場(広島平和記念公園内)

President : E.S. Paykel CUniversity of Cambridge) 

組織委員長:山脇成人(広島大学医学部神経精神医学講座)

本学会は、クロールプロマジンやイミプラミンなどの向精神薬が登場した1950年代に創設さ

れ、本年で45年目を迎える精神薬理学関係では最も歴史が古く、権威のある国際学会です。近

年わが国では、自殺者の増加、青少年の犯罪増加など「心の問題」や痴呆性疾患の増加などが

社会的問題となっており、その対策は急務となっています。本学会では、分子生物学、薬理遺

伝学、臨床薬理学、脳機能画像診断学など、基礎から臨床まで幅広いテーマで研究者が集まり、

神経精神疾患の病因解明と新しい治療薬の開発を目指しています。来年10月広島において、環

太平洋地区のRegionalMeetingを開催することになりました。日本神経化学会の会員の方々

の参加を心より期待しております。

演題募集締切:200 1年5月1日

学会案内、演題募集要項は学会事務局(インターグループ)までご請求下さい。

学会案内請求先(学会事務局):インターグループ(担当:武内)

電話:082-246-5955 E-mail: hiroshima@intergroup.co.jp 

学術事務局:広島大学医学部神経精神医学講座(担当:加賀谷)

電話:082-257-5207 E-mail: kagaya@hiroshima-u.ac.jp 

第23回日本学術会議卜キシコ口ジ-研究連絡委員会シンポジウム

メインテーマ:薬物の神経毒性の解析と機序の解明

日 時:平成13年 1月26日(金) 9 :30~ 17:00 

プロゲラム

9 :00 受付開始

9 :30 開会の辞第17期日本学術会議トキシコロジー研究連絡委員会委員長

杏林大学医学部薬理学遠藤仁先生

Over View/名古屋大学大学院医学研究科医療薬学・医学部附属病院薬剤部鍋島俊隆
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9 :40 シンポジウム

座長:東京大学大学院農学生命科学研究科唐木英明先生

1. IIn vitro試験系を用いた環境化学物質の神経発生毒性評価の試み」

国立環境研究所地域環境研究グ、ループ国本学先生

2. I電気生理学的神経毒性の評価方法」

広島大学医学部薬理学笹征史先生

座長:帝京大学医学部薬理学藤井信子先生

3. I錐体外路系に対する神経毒性の評価」

鹿児島大学医学部薬理学野元正弘先生

4. I有機水銀中毒における rat小脳変性機構の解析J

北海道大学医学部分子細胞病理学長嶋和郎先生

座長:千葉大学薬学部佐藤哲男先生

5. I有機溶剤の神経毒性の評価」

名古屋大学大学院医学研究科環境労働衛生学竹内康浩先生

6. I継世代的神経毒性」

帝京大学医学部薬理学藤井偉子先生、中木敏夫先生

15:50 総合討論

16:50 閉会の辞東京大学大学院薬学系研究科薬効安全性学長尾拓先生

場 所:名古屋国際会議場141~142号会議室

干456-0036 名古屋市熱田区熱田西町1-1 TEL: 052-683-7711 

名古屋駅より地下鉄桜通線「久屋大通」のりかえ名城線日比野駅下車1番出口

または西高蔵駅下車2番出口から徒歩5分

主 催:日本学術会議トキシコロジー研究連絡委員会

共 催:日本トキシコロジー学会

後 援:日本薬学会東海支部、愛知県病院薬剤師会、岐車県病院薬剤師会、

静岡県病院薬剤師会、三重県病院薬剤師会

資料代:500円(当日受付)

連絡先:干466-8560 名古屋市昭和区鶴舞町65

名古屋大学医学部附属病院薬剤部内

第23回日本学術会議トキシコロジー研究連絡委員会シンポジウム事務局

世話人代表鍋島俊隆

TEL: 052-744-2674 FAX: 052-744-2979 

*参加者は日本トキシコロジー学会認定トキシコロジスト受験資格および認定トキシコロジ

スト資格更新のための評点3点が得られます。また、(即日本薬剤師研修センターの集合研修

単位 (4単位)が認定されます。
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シンポジウム

医薬品の適正使用における病院薬剤師の役割

日 時:平成13年 1月27日(士) 17: 30~20 : 30 

~28 日(日) 9: OO~ 16 : 00 

参加費:無料

プ口ゲラム

l月27日

17:30 開会の辞

17:40 外国への日本人研究者派遣事業の成果報告

1月28日

(1)米国における臨床薬剤師教育

IUCSFにおける invitro薬物相互作用スクリーニング、システムに関する研

究およびClinicalPharmacy教官との交流」

「米国Samford大学(薬学部)における医療薬学実践教育」

「ノースカロライナ州における臨床薬剤師の養成」

(2) 米国におけるファーマシューテイカルケア

「米国薬剤師のファーマシューテイカルケア業務と薬剤経済学的関与」

「薬剤師が行うファーマシューテイカルケアクリニック」

(3) 米国における臨床試験

「米国(ヴアンダーピルト大学メディカルセンター)における臨床試験の実

施体制」

9 :00 挨拶

9 : 10 シンポジウム 1:日米臨床薬剤師の現状と相違(日本の病院薬剤師の問題および

将来の役割)

(1) I外国人薬剤師招轄による薬剤管理指導業務の改善」

(2) I招轄外国人研究者が若手病院薬剤師に与えたインパクト」

(3) I患者志向業務と臨床研究の一層の推進に向けて アメリカ病院薬剤師招聴

の成果一」

(4) I外国人薬剤師との交流で得られたもの:Pharmaceutical careの方向性」

(5) Iこれからのチーム医療:ファミリーメディスン部における臨床薬剤師」

10:35 シンポジウムII:チーム医療への参画および確立

(1) I病棟における専任薬剤師の役割」

(2) I腎臓内科病棟におけるチーム医療」

(3) I精神科神経科および神経内科領域における病院薬剤師の役割」

(4) I外科病棟における薬剤管理指導業務」

11:35 シンポジウムIII:薬剤管理指導業務の新しい試み

(1) I外来患者に対するワーファリン服薬指導の開始」

(2) I癌痔痛緩和ケアにおけるモルヒネの使用マニュアル作成」



(3) I入院患者服薬指導時における患者不安等の解消」

13:20 特別講演1(招轄外国人研究者)

14:30 特別講演II(招轄外国人研究者)

15:30 総合討論

15:50 閉会の辞

場 所:名古屋国際会議場レセプションホール

干456-0036 名古屋市熱田区熱田西町1-1 TEL: 052-683-7711 

名古屋駅より地下鉄桜通線「久屋大通」のりかえ名城線日比野駅下車 l番出口

または西高蔵駅下車2番出口から徒歩5分

主 催:平成12年度厚生科学研究費補助金(医薬安全総合研究事業)
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「医薬品の適正使用における病院薬剤師の役割j研究班主任研究者名古屋大学大

学院医学研究科医療薬学・医学部附属病院薬剤部教授・薬剤部長鍋島 俊隆

平成12年度厚生科学研究費補助金(医薬安全総合研究推進事業)

財団法人日本公定書協会会長寺尾允男

共 催:日本病院薬剤師会

後 援:日本医療薬学会 日本薬学会東海支部愛知県病院薬剤師会岐阜県病院薬剤師会

静岡県病院薬剤師会三重県病院薬剤師会

連絡先:干466-8560 名古屋市昭和区鶴舞町65 名古屋大学医学部附属病院薬剤部

鍋島俊隆 TEL: 052-744-2674 FAX: 052-744-2979 

* (約日本薬剤師研修センターの集合研修単位 (6単位)が認定されます。

日本医療薬学会(1日日本病院薬学会)

第 7回医療薬学公開シンポジウム

メインテーマ:新しい医療における薬剤師の役割

日 時:平成13年1月27日(土) 13:00~ 17:00 

プロゲラム

12:30 受付開始

13:00 開会の辞 日本医療薬学会会頭水柿道直先生

13: 10~ シンポジウム

座長:岐阜大学医学部附属病院片桐義博先生

三重大学医学部附属病院小島康生先生

1. I移植医療における薬剤師の役割」

京都大学医学部附属病院薬剤部乾賢一先生

2. Iオーダーメイド医療と薬剤師:薬物代謝能の個体差と遺伝的多型」

金沢大学薬学部横井毅先生
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3. rポストゲノム時代のチャレンジ:薬物輸送機構に基づく創薬分子設計」
東京工業大学生命理工学部石川智久先生

4. r治験における薬剤師コーディネーターの役割」
名古屋大学医学部附属病院薬剤部亀井浩行先生

15:10~ 総合討論

15:40~ 休憩

15:50~ 特別講演

座長:名古屋大学医学部附属病院鍋島俊隆先生

「遺伝子治療用 DNA製剤の開発」

名古屋大学大学院医学研究科脳神経外科学吉田純先生

16:50 閉会の辞

場 所:名古屋国際会議場141~ 142号会議室

干456-0036名古屋市熱田区熱田西町1-1 TEL: 052-683-7711 

名古屋駅より地下鉄桜通線「久屋大通」のりかえ名城線日比野駅下車 l番出口

または西高蔵駅下車2番出口から徒歩5分

主 催:日本医療薬学会

後 援:日本薬学会東海支部愛知県病院薬剤師会岐阜県病院薬剤師会

静岡県病院薬剤師会三重県病院薬剤師会

資料代:500円(当日受付)

連絡先:干466-8560 名古屋市昭和区鶴舞町65

名古屋大学医学部附属病院薬剤部内

日本医療薬学会第7回医療薬学公開シンポジウム事務局

実行委員長鍋島俊隆

TEL : 052-744-2674 FAX: 052-744-2979 

* (勝目本薬剤師研修センターの集合研修単位(2単位)が認定されます。

千里ライフサイ工ンス技術講習会第25回
「フローサイトメ卜リーによる細胞内サイト力イン測定」

一一測定原理と 4カラーによるアプ口ーチ一一

日 時:平成13年2月15日(木) 13: OO~ 17 : 00 

場 所:千里ライフサイエンスセンターピル 9 階 (903~905号室)

主 催:財団法人千里ライフサイエンス振興財団

協 賛:日本ベクトン・デ、イッキンソン株式会社

株式会社千里ライフサイエンスセンター



プロゲラム

技術解説 1 .細胞内サイトカインの測定原理

2.細胞機能解析への応用について

3.サンプル作成のポイント

実習(見学) さまざまな4カラー染色サンプルによる

機器調整法、および解析法

講 師 船渡裕美(日本ベクトン・ディッキンソン)

参加費:3，000円

定員:30名
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申込方法:氏名、干住所、勤務先、所属、電話及びFAX番号明記の上、郵便、 FAX又は電

子メールで下記宛にお申込ください。受付の通知を返送いたしますので、そこに

記載した振込先口座に参加費をお振込ください。入金を確認した後、領収書兼参

加証を送付いたします。

申込先:(財)千里ライフサイエンス振興財団

技術講習会G25係

〒560-0082 大阪府豊中市新千里東町1-4-2

千里ライフサイエンスセンタービル8F

TEL 06-6873-2001 FAX 06-6873-2002 

E-mai1 info-1sf@senri-lc.co.jp 

千里ライフサイエンスセミナー

「ヒ卜遺伝子多型とファーマコジェノミクス」

日 時:平成13年 3月2日(金) 10:00~ 17:00 

場 所:千里ライフサイエンスセンタービル5階ライフホール

主 催:財団法人千里ライフサイエンス振興財団

協 賛:株式会社千里ライフサイエンスセンター

コーディネータ一:東京大学医科学研究所 教授榊佳之

国立循環器病センター研究所部長森崎隆幸

プロゲラム

1. SNPと体系的遺伝子発現プロファイルに基づく臨床ゲノム薬理研究

国立小児病院小児医療研究センター部長辻本豪三

2.ゲノム多型を用いる疾患関連遺伝子同定へのアプローチ

徳島大学ゲノム機能研究センター教授 板倉光夫

3. 日本人ゲノム多型 CSNP)の収集とその特徴

国立循環器病センター研究所部長 森崎隆幸

4.国立がんセンターにおけるミレニアムゲノムプロジェクト
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国立がんセンタ一部長大木操

5.高血圧関連遺伝子と SNP

愛媛大学医学部教授三木哲郎

6. トゲノム計画の新しい展開

参加費(講演要旨集合む): 6，000円(会員[大学・官公庁職員、財団の賛助会員J); 8，000円

(非会員); 3，000円(学生)

定員:200名

申込方法:氏名、干所在地、勤務先、所属、電話およびFAX番号を明記の上、郵便、 FAX

または電子メールで下記宛にお申込下さい。受付の通知を返送いたしますので、そ

こに記載した振込先口座に参加費をお振込み下さい。入金を確認後、領収書兼参加

証を送付いたします。

申込先:(財)千里ライフサイエンス振興財団セミナー (P3)係

干560-0082 大阪府豊中市新千里東町 1-4 -2 

千里ライフサイエンスセンタービル8階

TEL 06-6873-2001 FAX 06-6873-2002 



日本神経化学会理事選挙有権者名簿

(2000年11月1日現在)

50音順

[注] この名簿は2001年度に実施される日本神経化学会理事選

出選挙の選挙人名簿となります。

但し、 2000年8月8日以前に入会された正会員の方のみが有権者

となります(学生会員には選挙権がありません)。
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【ア】 安楽 岡。 伊東亜紀雄 伊預雅臣 梅津邦彦

青木英子 【イ】 伊藤和光 入谷克己 浦上克哉

青木克子 飯島 員百 伊藤康一 岩崎克典 裏出良博

青木継稔 飯田昌孝 伊藤仁一 岩崎進一 【エ】

青野幸子 飯田竜一 伊藤武彦 岩崎 靖 江頭 亨

赤池昭紀 飯野年昭 伊藤龍生 岩崎靖乃 江川三生

赤池 忠 伊苅弘之 伊藤哲彦 岩瀬 環 衛藤義勝

赤川公朗 五十嵐道弘 伊藤 尚 岩田 弘 榎戸 靖

赤木宏行 井口昭久 伊藤英樹 岩坪 威 榎本理世

秋山一文 池内俊彦 伊東秀記 岩間久行 江橋節郎

秋山朝一 池田和正 伊藤康宏 岩本真知子 ELWAN， MOHAMED 
秋山治彦 池田幸弥 伊藤善規 岩森正男 遠藤昌吾

品 利明 池田修一 伊藤芳久 印南敏彦 遠藤玉夫

浅井清文 池田穣衛 糸原重美 【ウ】 遠藤 泰
浅井 聴 池田久男 糸山泰人 植木孝俊 遠藤真澄

浅井秀敏 池田 真 稲直 忍 上田園寛 遠藤みどり

麻川武雄 池田正明 稲置千代子 上田恵一 【オ】

朝倉幹雄 池田正行 稲垣昌博 上田啓司 大石一彦

浅沼幹人 池田幸穂、 稲津正人 上田健治 大江瑞恵

浅野富子 池田淑夫 稲葉 真 上田周一 大金信夫

浅野昌雄 池中一裕 乾 誠 植田弘師 大久保修

浅野 裕 池本 敦 犬塚 主F主ミ主 上田 浩 大窪忠利

浅原弘嗣 池本光志 伊野美幸 植月太一 大熊勝治

浅見麻乃 生駒弘造 井上明宏 上西国宏 大熊誠太郎

東 泰孝 井崎敏也 井上敦子 上野 聡 大熊康修

阿相借晃 石井 晃 井上 修 上野修一 大倉多美子

足立 淳 石井 俊 井上和秀 植野信水 大黒一哉

安達一真 石井 豊 井上幸紀 上野正孝 大河内正康

足立陪写 石同憲昭 井上幸江 上野隆司 大郷 真

阿部一樹 石川紘一 井上慎一 上原 孝 大迫俊二

阿部幸子 石川巧一 井上 猛 植村慶一 大津郁朗

阿部貴子 石川哲也 井上 勤 上村敬一 大津圭子

阿部隆志 石川雅博 井上順雄 上村公一 大鹿英世

阿部輝雄 石川 リカ 井上治久 植村秀治 大島章子

阿部敏明 石川良樹 井上宏子 植村富彦 大嶋明彦

阿部康己 石黒幸一 井上正則 上村尚人 大島登志男
天野博夫 石毛久美子 井上雄一朗 鵜飼清治 大須賀伸佳

新井公人 石崎泰樹 井上芳郎 鵜飼 渉 大杉 武
新井正一 石田外樹 稲生英俊 宇佐美美穂子 太田 章

新井 石田敦彦 井ノ口馨 生塩之敬 太田 明

荒井裕一朗 石丸裕久 井ノ口仁一 臼杵靖剛 太田 戊

荒川義弘 泉 順吉 井原康夫 内薗耕二 太田典子

荒木恵子 磯野藤男 井幡 巌 内田敦子 太田深雪

荒木敏之 磯部一郎 井端泰彦 内田和久 大谷義夫

荒木信夫 議辺俊明 茨木京子 内田修次 大津 洋

荒木 日 板倉 誠 今井伸一 内田庸子 大塚康史

荒若繁樹 板野俊文 今井嘉紀 内田幸宏 大西 博
有賀敏夫 井田逸朗 今泉和則 内田洋子 大野和茂

有馬 隆 市田成志 今泉美佳 内富庸介 大野知親

有松靖温 市田竜也 今泉 玲 内村英幸 大野紘宇

粟野菊雄 一瀬 玄~ー， 今川正樹 内海 晃 大平敦彦

粟屋 昭 市丸保幸 今川正良 内海裕也 大平美紀

安藤 進 市村 徹 今津正興 蓋 弘 大星博明

安藤正人 出宮一徳 今福 淳 梅北峻ー 大光正男
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大村 裕 尾高朋子 加藤隆一 神野哲夫 九穂泰三

大本高史 小鷹昌明 門多和広 神庭重信 久保孝夫

大森 彬 小田垣雄二 門田 健 蒲生昌仁 久保武一

大森哲郎 小渡 敬 門屋利彦 【キ】 久保田信雄

大森信彦 小野富男 金津一郎 木内祐二 久保田正春

大森啓充 小野秀樹 金津裕子 菊池 章 窪田恭彦

大屋敷孝雄 小野田学時 金松知幸 菊地哲朗 熊谷善弘

岡淳一郎 小野寺宏 金森憲雄 木皿憲佐 熊倉鴻之助

岡 哲雄 小幡邦彦 金子 勲 岸川秀実 熊津武志

同美智子 小原嘉彦 兼子 直 岸野晶祥 熊西敏郎

岡崎英雄 小柳清光 金子葉子 岸本年史 隈原英子

岡崎宏司 小山勝幸 金田典雄 岸本英爾 倉石 泰

岡田尚志郎 小山文隆 金野 滋 北川一夫 倉知 正

岡田伸太郎 【カ】 金光秀晃 北島哲子 倉橋 寿

岡田元宏 甲斐利弘 金行孝雄 北田千恵子 倉光正春

岡田泰土 開地泰介 加太英明 北中純一 倉本展行

岡田安弘 貝淵弘三 鎌田裕樹 木谷健一 栗野雅仁

岡野栄之 CACABELOS， RAMON 上崎善規 木谷隆子 栗原悦雄

岡野幸雄 鏡山博行 神鳥和代 北原功雄 栗原 正

岡村 均 加賀谷有行 神谷大雄 北村 修 栗山欣弥

岡本治正 加賀谷孝樹 亀下 勇 北村邦男 栗山 勝

岡本久代 鹿川哲史 亀谷富由樹 北村 健 車地暁生

岡本 仁 垣花 満 亀山仁彦 北村 主Z土当ヒ 黒川昌子

岡本 基 柿本泰男 亀山 勉 北村佳久 黒川正則

岡本泰昌 事日 哲輝 亀山正邦 北山 功 黒木俊秀

岡本右滋 影山晴秋 仮屋勝秀 北山滋雄 黒木祥文

小笠原信明 蔭山宏康 偲屋哲彦 吉川 潮 黒津美枝子

尾形直則 笠井久隆 川井 薫 鬼頭昭三 黒田洋一郎

小JII 智 笠井陽子 河合 洋 木戸 薫 桑野良三

小川紀雄 笠原二郎 川上 倫 杵鞭宏育 【ケ】

小河原緑 笠原友幸 川上秀史 木下 ↑専 慶野宏臣

荻田喜代一 笠原伸生 川北幸男 木村暁夫 【コ】

荻原政彦 笠間 透 河岸重則 木村和弘 小池達郎

奥瀬賢司 笠茂公弘 川口 毅 木村 徹 小泉修一

奥田隆志 柏原健一 川寄弘詔 木村尚博 小泉信一

奥野悦生 柏木雄次郎 川島育夫 木村 宏 鰹淵典之

奥野幸子 梶本康雄 川島誠一 木村文治 品 昌星

奥山典生 片岡喜由 川添陽子 木村光利 鴻上 繁

奥山治美 片山禎夫 河田光博 木山博資 高坂新一

奥山洋章 片山泰一 川浪祥子 清田一民 河野康子

小口勝可 勝元栄一 河野輝昭 切池信夫 甲村英二

小倉明彦 桂 昌司 河原 博 【ク】 郡山達男

長田賢一 加藤一麿 川原正博 久木野和暁 古賀 聡

小山内たか 加藤兼房 川端昌弘 九島洋一 小暮久也

長内嘉文 加藤啓子 川又敏男 楠 進 小暮美樹

尾崎宜洋 加藤 聖 河村克彦 楠見明弘 小笹貴史

尾崎直子 加藤尚彦 河村 d悟 久住一郎 小崎俊司

尾崎昌宣 加藤 武 川村将弘 葛谷博磁 越川憲明

小津光一郎 加藤忠史 川村勇樹 工藤 喬 小島直也

小津寛樹 加藤寿章 川本 Ji 工藤佳久 児島伸彦

小鹿幸生 加藤伸勝 川本洋一 園井修一 小嶋久子

小薗江浩一 加藤英政 神田知之 園松輝仁 古武弥一郎

小田 毅 加藤総夫 神成一哉 園見由佳理 小谷泰教

尾田富一郎 加藤みどり 神野早苗 久野高義 児玉俊夫
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児玉浩明 坂本 同日 志塚ふじ子 菅原正伯 反町 勝

児玉芳夫 坂本 安 品川理佳 杉浦弘子 河トiて-・ 時栄

古茶友二 佐賀 寛 篠崎幸喜 杉崎哲朗 【タ】

小浜一弘 崎村建可 篠田 京竜 杉田秀夫 田井 直
小林和夫 楼井栄一 篠田雅彦 杉田倫太郎 泰地睦夫

小林和人 楼井映子 篠原一之 杉谷加代 平 英一

小林哲幸 桜井洋子 篠村徹太郎 杉本 晃 田岡万悟

小林 徹 桜川宣男 柴 玲子 杉本 央 高井晶子

小林利雄 桜田 忍 柴崎 尚 杉本由美 高井義美

小林晴男 桜田 誓 柴田家門 杉山仁視 高垣玄吉郎

小林正明 笹川展幸 柴田 護 鈴木映二 高城昭紀

小林三和子 佐々木和男 柴田幸雄 鈴木恵理香 高木充弘

小林良二 佐々木和彦 芝軒信次 鈴木克治 高木芳夫

駒井清暢 佐々木幸生 柴山健三 鈴木邦彦 高島明彦

小松真紀子 佐々木洋 渋谷 健 鈴木健二 高嶋修太郎

駒野宏人 佐々木隆造 溢谷治男 鈴木二郎 高島秀敏

小宮義環 貴家康男 島田昌一 鈴木岳之 高田尚幸

小牟櫨修 佐武 明 島津邦男 鈴木龍雄 高寺恒雄

児矢野聡 佐藤康二 嶋津 孝 鈴木伸宏 高野行夫

小山 可 佐藤修三 嶋津基彦 鈴木 員 高橋 章

小山 豊 佐藤準一 島本啓子 鈴木政美 高橋清久

近 一夫 佐藤淳子 清水 遵 鈴木 勝 高橋慶吉

近藤智善 佐藤直也 清水孝雄 鈴木倫保 高橋俊一

郷田治幸 佐藤裕久 清水孝彦 鈴木康夫 高橋純子

合田雄二 佐藤 真 清水輝夫 鈴木裕介 高橋 勤

五嶋良郎 佐藤公道 清水信義 鈴木 豊 高橋哲也

後藤昭彦 佐藤麿人 清水範夫 鈴木義之 高橋久英

後藤希代子 佐藤道夫 清水博喜 錫村明生 高橋秀夫

後藤 淳 佐藤元信 清水宏俊 須田治彦 高橋 誠

五味慎太郎 佐藤雄治 清水浩光 須藤慎治 高橋正身

五味不二也 里見大作 清水淑子 須永克佳 高橋美枝

【サ】 佐野 輝 霜里和朗 鷲見芳彦 高橋 恵

SAFFEN， DA VID 佐野慎一郎 下条雅人 諏訪頼正 高橋康夫

西篠清史 佐野 昇 霜田 靖 【セ】 高橋義人

西須英雄 佐野 護 下浜 俊 瀬尾(桐生)寿美子高原ひろみ

粛藤巨志 佐原正明 下村 寸，>>4一 瀬川富朗 高松 研

斎藤茂治 沢 愛子 下山 誠 関根(藍津)陽子 高見健治

斎藤 繁 津 明 小豆原秀貴 関谷 紫 高村千鶴子

斎藤章二 津 温 正田孝明 妹尾 洋 高柳哲也

斉藤 優 津田 誠 圧盛敏廉 妹尾博文 高山清茂

粛藤多久馬 津村直哉 白石哲也 脊山洋右 高山房子

粛藤利和 三五一憲 白尾智明 仙波純一 多賀福太郎

斎藤尚亮 【シ】 白川 治 仙波 りつ子 瀧 孝雄

斎藤真子 司 秋生 白崎康文 仙波樟治 瀧尾援士

斎藤祐見子 塩江邦彦 白沢卓二 前正秀宜 滝沢 昇

西道隆臣 塩坂貞夫 白津信行 【ソ】 回熊一倣

佐伯清美 塩崎一昌 白瀧博通 相馬俊子 田口明子

酒井久美子 塩津俊一 白根正智 相馬 仁 田口淳一

坂井研一 塩田清二 調 恒明 曽我智子 田口隆久

阪上享宏 茂野 卓 城洋志彦 十川千春 田口雅之

榊 孝之 重本和宏 新郷明子 外松明美 竹居光太郎

榊原伸一 重吉康史 新家一男 曽根三郎 武井延之

阪中雅広 茂里 康 【ス】 祖父江憲治 竹内正吉

坂本恵一 七戸 真 菅原 清 染井宏祐 竹内 宏
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竹内正義 谷口隆之 【テ】 中川 豊 中山靖久

竹内 裕 谷口寿章 手塚隆夫 中川原章 永井克也

竹下司恭 谷向 知 寺内昭子 中木敏夫 永井康雄

竹島多賀夫 谷山紘太郎 寺岡 葵 中沢欽哉 永井克孝

武田 篤 田平 武 寺川 進 中沢恒幸 永井義隆

武田和也 田決| 明子 寺津 求 中津秀嘉 長池一博

武田俊彦 因調| 和雄 寺田恭子 中島 昭 永尾雅哉

武田弘志 玉井洋一 寺田庄一 中島邦夫 長崎美由紀

竹田二美代 玉谷実智夫 惇法倫久 仲嶋一範 永沢秀子

武田雅俊 田丸輝也 【ト】 中嶋一行 長嶋和郎

竹田 稔 田丸政男 砥出勝雄 中島 孝 永田栄一郎

武田泰生 田村明敬 東田千尋 中嶋照夫 永田悦子

武富 保 田村 晃 東田道久 中島 透 永田 豊

竹中敏文 田村和義 東藤直樹 中嶋秀人 永津俊治

竹林 実 田村員理 東原和成 中島光業 永山治男

竹村晴夫 田村潤一 当別当健司 中条茂男 永山素男

竹村基彦 田村隆明 遠山育夫 中田博子 永吉道子

田子久夫 大松孝樹 遠山正晴 中田裕康 夏苅直己

田代謙一郎 【チ】 遠山陽子 仲田義啓 鍋島俊隆

田代朋子 近岡洋子 融 道男 中谷篤史 波間美佐子

田島稔久 知久馬敏幸 富樫広子 中塚雅雄 楢原正則

多田国利 千谷晃一 土岐 にア壬じァ 中出真嗣 成瀬 浩

只野 武 千原和夫 土岐員一郎 中西亜紀 鳴瀬善久

立花陽子 千葉 晶 徳武 哲 中西圭子 【ニ】

龍野 徹 千葉厚郎 徳田雅明 中西左登志 新川久義

辰見 茂 千葉賢三 徳永尚司 中西純一 西江 弘

立石紀昭 崖 翼龍 徳丸 j閏 中根麻子 西尾健資

楯林義寛 張 力勇 徳山尚吾 中野紀和男 西尾チカ

田中喜久子 張 勤増 戸田啓介 中野浩一 西尾贋昭

田中健一 【ツ】 戸田健一 中野哲史 西川 徹

田中康一 塚田秀夫 戸田茂樹 中野重徳 西川正雄

田中耕太郎 塚田裕三 戸田正博 中野亮一 西垣 裕

田中佐知子 継 泰城 戸部昭広 中原辰雄 西木禎一

田中秀逸 津島宏美 戸部 倣 中平健祐 西崎 京電

田中静吾 辻 彰 富永康浩 中福雅人 西崎知之

田中千賀子 辻 浩司 富山勝則 中牟田弘道 西津正豊

田中利男 辻 主刃与て一」 朝長正道 中村和生 西国 朗

田中稔久 辻 省次 戸谷重雄 中村和彦 西沼啓次

田中晴美 辻 輝之 豊岡和彦 中村重信 西野幸典

田中英明 辻 稔 豊島 至 中村静雄 西堀正洋

田中秀和 辻 克宏 TRAN， MARH HUNG 中村 俊 西村伊三男

田中祥裕 辻田隆一 堂前純子 中村岳史 西村成子

田中 真 津田和志 土肥敏博 中村 肇 西村 健
田中正敏 津田正明 【ナ】 中村泰治 西村 康

田中正彦 津田基之 内藤 '1ζ 4 中村 祐 新田淳美

田中康一 津田守弘 直井 信 中村由紀 丹羽正美

田中 亮 土田哲也 中井正三 中村洋一 丹羽雅之

谷 邦彦 土橋宣昭 中井真通 中村陸郎 【ヌ】

谷 宗英 土屋 洋 中井康光 中谷ー泰 額田敏秀

谷 吉弘 筒井公子 中尾慎一 中矢直樹 温田 隆

谷池雅子 筒井 研 中尾 真 中山 孝 沼知陽太郎

谷浦秀夫 堤 哲之 中JII 猛 中山たかね 【ネ】

谷口 謙 坪川達也 中川照丈 中山高宏 根木哲郎

谷口泰造 坪倉省吾 中川敏幸 中山 均 根岸輝彦
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根本康夫 浜上尚也 比留間弘美 細木俊宏 松島 Zトiζ~ 

【ノ】 浜崎秀明 度井豊子 堀 耕治 松谷天星丸

野川 戊 浜田 淳 贋内雅明 堀員一郎 松田啓一

野倉一也 漬田潤一 広田暢夫 堀 誠治 松田敏夫

野口鉄也 直中裕喜 贋中郁朗 堀 英明 松田芳人

野口知雄 浜之上誠 【フ】 保理江智 松永雅美

野津 歩 早石 修 深堀元文 堀江秀典 松永 A寸4ー

野路久仁子 林 恭三 福井裕行 堀尾嘉幸 松野 聖

野田恭平 林 謙介 福井義弘 堀川 洋 松林弘明

野田昌晴 林 浩平 福内靖男 堀越哲郎 松原繁広

野田百美 林 秀樹 福田尚久 本郷茂樹 松原 守

野田幸裕 林要喜知 福田英俊 本田章子 松原良次

野々村健 林田雅希 福永浩司 本田静世 松宮輝彦

野村恭一 早原敏之 福良治彦 本田千穂 松村末夫

野村総一郎 原 諭吉 藤井敏弘 本藤久雄 松本暁子

野村正彦 原尻慎一郎 藤津 肇 本間啓子 松本 明

野村靖幸 原田智行 藤沢 仁 本間健資 松本 出

野本享資 原田信広 藤城正敏 本間秀樹 松本 清

野元正弘 原田正富 藤田公和 本望 修 松本 ヌじ

【ハ】 韓 大健 藤田 輿 【マ】 松本清治

芳賀和子 韓 春錫 藤田 忍 ，馬 福海 松本昌泰

羽賀誠一 馬場明道 藤田正一 前川昌平 松本真知子

芳賀達也 馬場広子 藤田精一郎 前川睦子 松本峰男

萩原達也 【ヒ】 藤田尚子 前久保邦昭 松本禎明

萩原正敏 東田陽博 藤田弘子 前田和久 松山善次郎

橋井美奈子 引地 充 藤田雄三 前固定秋 真謹泰宏

橋口美津子 樋口 進 藤野一郎 前田信明 丸井幸之助

橋本篤司 樋口輝彦 藤本一朗 前田英勝 丸野内様

橋本恵理 樋口宗史 藤本貞毅 前原光夫 丸山悦子

橋本喜次郎 久恒辰博 藤本征五 牧 正文 丸山 敬

橋本健志 久永欣哉 藤森 修 牧村瑞恵 丸山尚治

橋本恒一 久永真市 藤原智徳 真砂敦夫 丸山博文

橋本 均 菱沼文男 藤原道弘 増子博文 丸山六三

橋本吉秀 日高弘義 二木 啓 間島竹彦 丸山悠司

長谷川一子 秀 和泉 船江良彦 増尾好則 丸山和佳子

長谷川修司 等 誠司 船津宣雄 増田 達 馬渡一浩

長谷川仁美 氷見敏行 古市貞一 増田誠司 高木 浩

長谷川浩 平井久美子 古川 清 升村 誠 【ミ】

長谷川浩史 平井啓子 古川昭栄 増山善明 三枝理博

長谷川宏幸 平井俊策 古川美子 間瀬光人 三木浩司

畑 典男 平井みどり 古田知久 俣賀宣子 三木新也

秦 英代 平井基陽 古玉大介 町出 充 三木直正

畑 文明 平島 豊 古塚大介 松井太衛 三園雅彦

波多腰正隆 平田ゆかり 古屋茂樹 松居 徹 御子柴克彦

畠中健一 平田洋子 古家園子 松井徳造 三須良実

畠中 寛 平沼豊一 【へ】 松井秀樹 水島秀勝

畑中道代 平野修助 平家俊男 松井宏晃 水田英二

八田慎一 平野 均 【ホ】 松井ふみ子 水谷顕洋

服部成介 平野雅土 宝意幸治 松浦弘治 水谷昭弘

鳩谷 龍 平野雅己 芳地 松岡一郎 水智 彰

花岡一雄 平林義雄 星 直人 松岡邦枝 水野有武

漬 高夫 平藤雅彦 保住 功 松川 通 水野哲也

演登希子 平松正行 細井理恵 松川則之 水野 昇

漬井盟子 平松 緑 細川 武 松下兼介 水野憲一
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水野美邦 望月貴年 柳津勝彦 山本隆宣 吉村 良

溝淵真人 望月大介 柳瀬尚人 山元俊憲 芳本信子

溝淵睦彦 本橋伸高 矢野総一郎 山本敏文 米川| 賢

溝部文夫 桃井 隆 薮内洋一 山本直樹 米国託成

三回俊夫 桃井真里子 矢部千尋 山本秀樹 米田 博
三竹重久 百木忠久 山内 卓 山本秀子 米田幸雄

三谷 章 森 厚詞 山内理充 山本秀幸 米原典史

道川 誠 森 一也 山岡功一 山本績子 米増知子

三ツ汐洋 森 啓至 山岡貞夫 山本恵史 依藤史郎

満田憲昭 森 憲作 山同久t弘 山本由美子 【リ】

光本泰秀 森 浩一 山門 誠 山森周子 李 英培

湊川洋介 森 秀治 山川民夫 山脇成人 李 利彦

南 雅文 森 徹白 山形一雄 山脇正永 李 憲
南 正康 森 望 山形要人 山脇泰秀 RICHARD， NATHAN 
南 勝 森 則夫 山肩葉子 【ユ】 任 進
箕越靖彦 森 啓 山上 '悟 湯浅龍彦 【ワ】

三村雄一 森 厚文 山口和彦 湯川和典 若松佳子

三森康世 森 昌朋 山口幸子 湯川素子 脇 初枝

宮岡 岡。 森真由美 山口 向。 湯元 昇 脇 道典

宮川太平 森井 研 山口時男 【ヨ】 渡部昭仁

宮岸 勉 森井博史 山口知子 横井 功 渡辺英治

三宅正治 森尾保徳 山口三千夫 横尾秀康 渡辺えり

宮崎育子 森川将行 山口宜秀 横越英彦 渡辺高志

宮崎博文 森口 聡 山崎英智 横田 司 渡遺建彦
宮下 理 森下理香 山崎員津美 横屋幸彦 渡辺正知

宮嶋雅一 森島真帆 山崎泰広 横山和仁 渡辺雅幸

宮田雄平 森島義行 山下樹三裕 横山 戊 渡辺泰男

宮武 正 森田克也 山下 正 横山信治 渡辺康裕

宮地栄一 森田恭二 山下拓史 横山ちひろ 渡辺恭良

宮野和子 森田誠治 山下元司 横山秀克 渡辺義文

宮本 篤 森田貴雄 山下康子 吉岡 亮 渡部和彦

宮本英七 森田規之 山田淳夫 吉岡 亨 和田圭司

宮本茂昭 森田勇二 山田和雄 吉岡 昇 和田千鶴

宮本聖也 森野忠夫 山田和男 吉岡充弘 和田哲幸

三輪正人 森信 繁 山田清文 吉川和明 和田博夫

【ム】 盛政忠臣 山田佐登留 吉川政己 和田 博
撫井弘二 森本 潔 山田茂人 吉田 明 和中明生

武藤 厚 森本 Zトiζ~ 山田 j閏 吉田一成 藁科 彬
武藤多津郎 森本昌史 山田 孝 吉田謙一

村岡 修 森本(谷藤)高子 山田尚登 吉田 敏
村岡新一郎 森山芳則 山田久夫 吉田成孝

村上健一 諸井佳代子 山田浩司 吉田寿美子
村上直也 諸岡 弘 山田麻紀 吉田武美

村上富士夫 【ヤ】 山田雅司 吉田 博
村川雅洋 八木勇三 山田正信 吉田幸宏

村島善也 矢崎貴仁 山田真久 吉田 豊
村瀬真一 保田 稔 山田通夫 吉永至宏

村本和世 安田 穣 山田康枝 吉野 英
村山 洋 安田好美 山磨康子 吉野浩代
村山俊彦 安波道郎 大和谷厚 吉野昌孝
村山美由紀 安原 山中康光 吉見建二
室田誠逸 八十島講二 山之端万里 吉村和法
【モ】 谷内一彦 山本明広 由村健夫

毛利哲郎 柳川右千夫 山本勝信 吉村好之
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|編集後記 l
20世紀も終わろうとしている。「世紀末」ととるか、「新しい世紀への入り口」ととるかは人によって

様々かもしれない。「あれ」というのが正直な気持ちである。

学会誌を今後どうしていくかについては考えていく必要がある。もっと発行回数を多くして、ニュー

スレター的色彩を強めたものの方がよいという意見もある。 21世紀の最初の号までは今の形で編集を進

めたいと考えているが、今後学会誌をどうするかについてはメールを通じて広く意見を交わしていただ

き、問題点を整理して次期の広報・編集委員会に引き継ぎたいと考えている。

最後になりましたが、今回快くご協力を頂いた執筆者の皆様には厚くお礼申し上げます。

(高橋正身)
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